
京大病サ企第61号

令和 5 年 10 月 4 日

殿

学長　湊　長博

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○

（注）

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

京都大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、そ
の診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

呼吸器内科、消化器内科、腎臓内科、血液内科、内分泌内科、代謝内科、感染症内科、アレルギー疾患内科またはアレル
ギー科、リウマチ科の内容は内科で診療している。
神経内科の診療内容は脳神経内科にて提供している。

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人京都大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和3年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入する
こと。

住所

氏名

〒606-8501　京都府京都市左京区吉田本町

国立大学法人　京都大学

京都大学医学部附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

〒606-8507　　京都府京都市左京区聖護院川原町54番地

電話（　　　075　　　）　　751　－　3111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

４腎臓内科

５神経内科

（様式第10）



（2）外科

○

○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

脳神経内科 形成外科 リハビリテーション科 病理診断科

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 無

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

歯科の診療体制

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

消化器外科、乳腺外科、内分泌外科、小児外科の内容は外科で診療している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

（単位：床）60 0 15 0 1,066 1,141



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

444 598 695.2 48 0

10 8 16.1 29 91

85 8 91.1 12 0

0 0 0 9 0

51 0 51 0 0

1259 50 1297.5 33 14

0 0 0 0 62

7 1 7.7 3 448

17 5 20.8 72 269

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 5 年 4 月 1 日

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の
員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの
員数の単純合計員数を記入すること。

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 9

合計

14

15

8

7

31

16

23

273

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

89

26

10

11

11

3

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　　髙折　晃史　　　　　　　　） 任命年月日

平成26年12月から平成31年3月まで医療安全管理委員会の委員として医療に係る安全管理の業務に従事した。



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

79 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

766.00 ㎡ （主な設備）

199.00 ㎡ （主な設備）

349.20 ㎡ （主な設備）

57.00 ㎡ （主な設備）

39751.39 ㎡ （主な設備）

496.00 ㎡ 室数 室 人

785.00 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

歯科等以外 歯科等 合計

711.8

1717.4

1,089.3

171

6

24

414

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ以
外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入する
こと。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の
二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

702.9

1650.4

8.9

66.9

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1590.47

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄骨鉄筋コンク
リート

鉄筋コンクリート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

全自動生化学・免疫分析装置、全自動血球計算装置

全自動微生物培養検出装置、全自動細菌培養感受性装
置

床面積

共用する室名

鉄骨鉄筋コンク
リート

鉄骨鉄筋コンク
リート

7

収容定員

蔵書数

329

218,986

病床数 58820.74

密閉式自動固定包埋装置、全自動H&E染色装置、自動
免疫染色装置

解剖台、写真撮影装置

電子顕微鏡、遠心分離機

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

2

73.12



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

有

無

無

無

○ 無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

京都大学ホームページに掲載。

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

医療に係る安全管理に
関する専門的知識を有
する者

1

利害
関係

委員の要件
該当状況

笠井　正俊
京都大学副学長（法
務・コンプライアンス担
当）

総長が指名する副学長 3

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

山口　育子
認定NPO法人　ささえ
あい医療人権センター
COML　理事長

医療を受ける者その他
の医療従事者以外の
者

2

平野　哲郎
立命館大学　法科大学
院　教授

法律に関する専門的知
識を有する者

1

中村　猛
京都府立医科大学　医
療安全推進部　部長

医療に係る安全管理に
関する専門的知識を有
する者

1

伊藤　英樹
広島大学病院　医療安
全管理部　部長

算出
根拠

紹介率 82.5 逆紹介率 85.9

13,308

17,561

5,604

23,640

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

50

7

7

0

4

64

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

二段階胚移植術

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮内膜受容能検査1

子宮内細菌叢検査1

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

1

0

0

0

0

7

1

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

術前のゲムシタビン静脈内投与及びナブ―パクリタキセル静脈内投与の併用療法 切除が可能な膵臓が
ん（七十歳以上八十歳未満の患者に係るものに限る。）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩、
ピタバスタチンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法　全身
性エリテマトーデス（初回の副腎皮質ホルモン治療を行っている者に係るものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

アスピリン経口投与療法　家族性大腸腺腫症

ネシツムマブ静脈内投与療法　切除が不可能なＥＧＦＲ遺伝子増幅陽性固形がん（食道がん、胃がん、小
腸がん、尿路上皮がん又は乳がんに限る。）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

生体肝移植術　切除が不可能な肝門部胆管がん

生体肝移植術　切除が不可能な転移性肝がん（大腸がんから転移したものであって、大腸切除後の患者
に係るものに限る。）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 キメラ抗原受容体T細胞療法（CAR-T療法） 取扱患者数 32

当該医療技術の概要

医療技術名 血液がん遺伝子パネル検査 取扱患者数 900

当該医療技術の概要

医療技術名 減量・代謝改善手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 膵β細胞イメージング 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的大動脈弁置換術（TAVR） 取扱患者数 50

当該医療技術の概要

医療技術名 エキシマレーザー使用によるデバイスリード抜去術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 バルーン肺動脈形成術 (BPA) 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 経カテーテル的心房中隔閉鎖術 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

かつては開胸手術しか選択がなかったが高齢者やハイリスク患者に対し低侵襲性の経カテーテル的大動脈弁置換術が可
能となった。治療は全身麻酔もしくは局所麻酔下でハイブリッド手術室で施行され、専門施設認定には厳しい条件が付与さ
れる。

感染などの理由で、植え込み術後数年が経過したペースメーカーや除細動器を抜去する必要が生じた場合には、癒着した
リードを剥離するエキシマレーザーが必要になることが多い。
手術は心臓血管外科のバックアップのもとに、ハイブリッド手術室で行う必要がある。

慢性肺血栓塞栓性肺高血圧症(CTEPH)に対するバルーン肺動脈形成術は、外科的な接戦内膜摘除が適応とならない末
梢型のCTEPHに対して施行している。薬物治療と比較して治療効果も高く、治療後に在宅運動療法から離脱出来たり、薬
剤が減量できる症例も多い。

従来開胸手術で閉鎖していた心房中隔欠損を経カテーテル的に閉鎖デバイスを用いて閉鎖するものである。

高度の医療の提供の実績

再発・難治性のB細胞腫瘍（急性白血病，悪性リンパ腫）の治療として、患者自身から採取したT細胞に、CD19に対するキメ
ラ抗原受容体を遺伝子導入し、増殖させた後、患者に投与する。

造血器腫瘍の遺伝子変異をターゲットシーケンスにより同定する。

高度肥満症に対して、腹腔鏡下で袖状胃切除術を行い、減量と代謝の改善を図ります。

インスリノーマ・高インスリン血性低血糖症に対して、GLP-1受容体標的PETイメージングでの責任病変の質的・局在診断を
行う。

（様式第2）



医療技術名 経皮的僧帽弁形成術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 リードレスペースメーカー 取扱患者数 36

当該医療技術の概要

医療技術名 左心耳閉鎖術 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 局所進行膵癌に対する超音波内視鏡下金マーカー留置術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 脳磁図  取扱患者数 58

当該医療技術の概要

医療技術名 体重10kg以下の小児体外循環 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 Radial Incision and Cutting (RIC) 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名
遺伝子パネル検査による遺伝子プロファイリングに基づく複数の分子標的
治療に関する患者申出療養

取扱患者数 37

当該医療技術の概要

医療技術名 膵癌に対する化学放射線療法＋ニボルマブ 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

重症僧帽弁閉鎖不全症患者に行われる、以前は開胸手術しか選択がなかったが、カテーテルにより僧帽弁をクリップするこ
とにより経皮的僧帽弁形成術が可能となり開胸手術に対しハイリスク患者に治療を行うことが出来るようになった。
全身麻酔下経食道心エコー下でハイブリッド手術室で施行され、施行施設認定には厳しい条件が付与される。

血管閉塞、認知症、フレイルなど通常のペースメーカ植え込みが困難あるいはリスクの高い症例、VVI適応の症例につい
て、当院では心臓血管外科のバックアップのもとにリードレスペースメーカ植え込み術を施行している。

心房細動による脳塞栓の塞栓源として大部分を占める左心耳血栓をを閉鎖することで、出血ハイリスクの症例において、長
期的には抗凝固療法を行わず、塞栓リスクを軽減させる治療である。

食道がんなどの術後の難治性狭窄に対する狭窄解除術。

がん遺伝子パネル検査で見つかった適用外の候補治療薬を患者申出療養で実施。

切除可能境界・局所進行膵癌に対する化学放射線療法＋ニボルマブの有用性を検証する第III相臨床試験（医師主導治
験）。

局所進行膵癌と対して動体追尾強度変調放射線治療を施行するため、超音波内視鏡下に金マーカーを留置する処置であ
る。

脳磁図はてんかんの患者に対する手術部位の診断や手術方法の選択を含めた治療方針の決定のために欠かせない非侵
襲的な脳機能検査法であり、原発性及び続発性てんかん、中枢神経疾患に伴う感覚障害及び運動障害の鑑別診断として
も行われる。脳波に比べ優れた空間解像度と、MRI/PETより優れた時間解像度を併せ持つ。てんかん診療支援センターの
関連科・部署である脳機能センター、脳神経内科、脳神経外科、小児科、てんかん・運動異常生理学講座が協力して提供
している。

極めて体重の軽い小児の体外循環を安全に行える施設は少ない。当院では、急性肝不全などの症例の移植前に体外循環
を行っている。



医療技術名 光線力学的療法 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 FGFR遺伝子異常を有する固形癌に対するE7090 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名
健康成人および術後疼痛患者に対するEBDOPIN単回投与による安全性
及び血漿中薬物濃度を検討する第Ⅰ/Ⅱ相試験

取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 ヒト免疫担当細胞の加齢変化に関する研究 取扱患者数 1720

当該医療技術の概要

医療技術名
治療歴のある成人GPC3発現固形癌患者を対象としたTAK-102の非盲検、
用量漸増、第Ⅰ相First-in-human試験

取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名
PIK3CAH1047R変異を有する進行乳癌患者及びその他の癌患者を対象と
したLOXO-783の単独投与及び抗癌剤との併用投与試験

取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　オラパリブ 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　アベマシクリブ 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　アテゾリズマブ 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

食道がんに対する化学放射線療法後の遺残再発に対する根治的救済治療。

 FGFR遺伝子異常を有する治療抵抗性の進行・再発固形癌に対するE7090の効果を評価する第II相臨床試験（医師主導
治験）

健康成人男性に対するENDOPIN単回投与による安全性及び血漿中薬物濃度を検討する。さらに、胸腔鏡下肺葉・区域切
除後の術後疼痛に対するENDOPIN単回投与による安全性の検討および有効性の探索的な検討を行う。

加齢に伴い、易感染性や自己免疫反応の増大などの免疫応答性の変化が顕著になる。本研究では、COVID-19ワクチンを
接種した様々な年齢の健常人ボランティアから末梢血を渡り採取し、加齢が免疫応答性にどの様な変化を及ぼすのかにつ
いて明らかにする。

標準治療に不応・不耐のグリピカン3 (GPC3)発現固形癌患者を対象に、TAK-102を静脈内投与した際の安全性及び忍容
性を評価し、第Ⅱ相臨床試験推奨量を決定する。

PIK3CAH1047R変異の進行乳癌患及びその他の固形癌患者におけるLOXO-783の単独投与及び他の抗癌剤との併用投
与のMTD/RP2Dを明らかにする。

手術可能なHER2陽性原発性乳癌患者を対象とした術後補助療法としてのアントラサイクリン化学療法後のタキサン+トラス
ツズマブ+ペルツズマブとトラスツズマブ　エムタンシン+ペルツズマブを比較する多施設共同非盲検ランダム化第Ⅲ相比較
試験。

リンパ節転移陽性、ホルモン受容体陽性、HER2陰性の再発高リスク早期乳癌患者を対象とした標準的な術後内分泌療法
単独、とアベマシクリブとの併用の無作為化非盲検第Ⅲ相試験。

手術可能なトリプルネガティブ乳癌患者を対象とした、術後補助療法におけるアテゾリズマブ（抗PD-L1抗体）+アンスラサイ
クリン/タキサンベースの化学療法と化学療法単独を比較する多施設共同ランダム化非盲検第Ⅲ相試験。



医療技術名 治験　ペルツズマブ 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　トラスツズマブ　デルクステカン 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　トラスツズマブ　デルクステカン（アジュバント） 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　AZD9833 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　トラスツズマブ　デルクステカン（再発、1st） 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　Datopotamab Deruxtecan 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　Sacituzumab Govitecan 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　Datopotamab Deruxtecan（再発、1st） 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　パルボシクリブ　K041 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

手術可能なHER2陽性原発性乳癌における術後療法としての化学療法+トラスツズマブ+プラセボと化学療法+トラスツズマブ
+ペルツズマブのランダム化、多施設共同、二重盲検、プラセボ対照での比較試験（製造販売後臨床試験）。

Programmed cell death protein 1(PD-1)/Programmed cell death-ligand 1(PD-L1) 阻害剤治療の候補とならない局所再発手
術不能又は転移性トリプルネガティブ乳癌患者の一次治療としてDatopotamab Deruxtecan(Dato-DXd)と医師選択化学療
法を比較検討する第Ⅲ相非盲検無作為化試験(TROPION-Breast02試験）

PALLAS:PALbociclib CoLlaborative Adjuvant Study（パルボシクリブの術後補助療法に関する共同研究）ホルモン受容体
陽性（HR+）／ヒト上皮成長因子受容体2（HER2）陰性の早期乳がんに対するパルボシクリブと標準的な術後補助内分泌療
法の併用と標準的な術後補助内分泌療法単独を比較する無作為化第Ⅲ相試験。

T-DM1治療歴のあるHER2陽性切除不能及び／又は転移性乳癌患者を対象として抗HER2抗体薬物複合体であるトラスツ
ズマブ　デルクステカン（DS-8201a）を医師選択治療と比較検討する多施設共同無作為化非盲検実薬対照第Ⅲ相試験
(DESTINY-Breast02)。

術前療法後に乳房あるいは腋窩リンパ節に浸潤性残存病変を有する高リスクHER2陽性乳癌患者を対象としたトラスツズマ
ブ デルクステカン（T-DXd）とトラスツズマブ エムタンシン（T-DM1）を比較する多施設共同無作為化非盲検第Ⅲ相試験

SERENA-4：進行癌に対する全身療法が未治療のエストロゲン受容体陽性HER2陰性進行乳癌患者を対象として、
AZD9833（経口SERD）＋パルボシクリブの併用療法とアナストロゾール＋パルボシクリブの併用療法を比較する第Ⅲ相ラン
ダム化二重盲検多施設共同試験。

HER2陽性の転移性乳癌に対する一次治療としてトラスツズマブ デルクステカン（T-DXd）の単剤投与またはT-DXdとペルツ
ズマブの併用投与と、タキサン、トラスツズマブ、及びペルツズマブの併用療法を比較検討する第Ⅲ相試験（DESTINY-
Breast09試験）

1～2ラインの全身化学療法歴のある手術不能又は転移性ホルモン受容体陽性、HER2陰性乳癌患者を対象として
Datopotamab Deruxtecan（Dato-DXd）と医師選択化学療法を比較検討する第Ⅲ相非盲検無作為化試験（TROPION-
Breast01試験）

日本人進行固形がん患者又はトリプルネガティブ乳癌患者を対象としたSacituzumab Govitecanの第1/2相非盲検臨床試験
（ASCENT-J02）



医療技術名 生体肝移植 取扱患者数 49

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肝移植 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死小腸移植 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死膵島移植 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死膵臓移植 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 難治緑内障に対するチューブシャント手術 取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性視神経炎の診断と治療 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 次世代シーケンサーを用いた網膜色素変性の遺伝子変異診断 取扱患者数 100

当該医療技術の概要

医療技術名 増殖糖尿病網膜症に対する小切開硝子体手術 取扱患者数 50

当該医療技術の概要

生体ドナーから肝臓を提供いただき非代償性肝硬変、肝不全レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから肝臓を提供いただき非代償性肝硬変、肝不全レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから小腸を提供いただき小腸不全レシピエントに移植手術を行う。また、肝小腸同時移植も行なっている。

脳死ドナーから膵臓を提供いただき膵島分離し再生医療として、1型糖尿病レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから膵臓を提供いただき1型糖尿病レシピエントに移植手術を行う。

従来の緑内障手術や点眼加療では十分な眼圧下降が得られない難治性緑内障にたいして、バルベルト®緑内障インプラン
トやアーメド緑内障バルブを用いた治療を行い、良好な治療成績が得られている。

視神経炎はステロイド点滴治療のみで改善し予後良好と考えられてきたが、ステロイド抵抗性や依存性の視神経炎も存在す
るため造影MRIや光干渉断層計を用いた評価、および症例に応じて血漿交換・免疫抑制剤を併用した治療を行っている。

網膜色素変性を含む遺伝性網膜変性疾患に対し、次世代シーケンサーを用いた網羅的な遺伝子解析を行い、約半数の症
例で原因となる遺伝子変異を同定した。

難治性の網膜疾患である増殖糖尿病網膜症に対して、低侵襲な小切開硝子体手術を行い、合併症が少なく、良好な治療
成績を得ている。



医療技術名 糖尿病黄斑浮腫に対する抗VEGF療法 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

医療技術名 仮面症候群及び急性網膜壊死に対する硝子体手術 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

医療技術名 滲出型加齢黄斑変性に対する抗VEGF療法 取扱患者数 400

当該医療技術の概要

医療技術名 萎縮型加齢黄斑変性及びその前駆病変の眼底イメージングによる評価法の確立取扱患者数 200

当該医療技術の概要

医療技術名 フォン・ヒッペル・リンドウ病における網膜血管腫の眼底イメージングによる評価法の確立取扱患者数 40

当該医療技術の概要

医療技術名 早期子宮頸癌に対する新術式腹腔鏡下広汎子宮全摘術（new-Japanese LRH）取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 腟上皮VAINに対するイミキモド塗布 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 子宮原発の悪性PEComaに対する、シロリムス全身投与 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 小児・若年女性のがん患者における妊孕能温存のための卵巣組織凍結保存 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

局所に限局した早期子宮頸癌に対して、厳密に術式を担保した上での腹腔鏡下広汎子宮全摘出を行う方法

腟壁に発生した上皮内異形成に対して、イミキモドを塗布する方法

標準治療が確立していない希少な癌である子宮原発悪性PEComaに対して、mTOR阻害剤であるシロリムスを内服投与する
方法

小児・若年がん患者に対してがん治療開始前に、卵巣組織を腹腔鏡にて摘出し、保存する方法。

難治性の慢性疾患である糖尿病黄斑浮腫への新規治療である抗VEGF療法を行った。

仮面症候群は悪性腫瘍に伴うブドウ膜炎で、予後不良の疾患である。また、急性網膜壊死はヘルペスウイルスによる視力障
害が重篤な疾患である。これらに対して、診断目的もしくは視機能改善を目指した硝子体手術を施行した。

滲出型加齢黄斑変性に対して、ブロルシズマブ、アフリベルセプト、ラニビズマブ、ファリシマブ硝子体注射を行った。

萎縮型加齢黄斑変性およびその前駆病変（ドルーゼン）の患者に対して、カラー眼底写真、蛍光眼底造影、光干渉断層
計、光干渉断層計血管造影、眼底自発蛍光などの眼底イメージングによる評価を行った。

フォン・ヒッペル・リンドウ病患者およびその血縁者に対して、広角カラー眼底写真、広角蛍光眼底造影、光干渉断層計、光
干渉断層計血管造影などの眼底イメージングによる評価を行った。



医療技術名
若年女性のがん、免疫疾患、および早発卵巣機能不全患者における妊孕
能温存のための卵子凍結保存

取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 (小児)CAR-T細胞療法 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 小児カテーテル治療 取扱患者数 54

当該医療技術の概要

医療技術名 胎児心エコー診断 取扱患者数 64

当該医療技術の概要

医療技術名 在宅肺高血圧治療薬持続点滴 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 小児経皮的心房中隔欠損閉鎖術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的肺動脈弁置換術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 T1b以上の腎細胞癌に対するロボット支援下腎部分切除術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名
がんパネル検査結果に基づく、CDK12変異陽性去勢抵抗性前立腺癌症
例に対するオプジーボの自費投与

取扱患者数 1

当該医療技術の概要

小児・若年がん患者に対してがん治療開始前に、体外受精と同様の方法で、未受精卵子を採卵し、凍結保存する方法。

cT1b(4cm以上）の腎細胞癌に対してロボット支援下腎部分切除術を行う（一般的な適応はcT1a(4cm以下）まで）。

現在本邦では免疫チェックポイント阻害剤は多くの癌腫で保険承認されているが、遺伝学的不安定性を誘発しネオ抗原の
増加が予想されるCDK12変異症例という範疇での適応はない。がんパネル検査でCDK12異常が同定されエキスパートパネ
ルでオプジーボを推奨されたので保険適応外で自費診療としてオプジーボを投与した。

再発・難治性のB細胞腫瘍（急性白血病，悪性リンパ腫）の治療として、患者自身から採取したT細胞に、CD19に対するキメ
ラ抗原受容体を遺伝子導入し、増殖させた後、患者に投与する。

経皮的心臓血管内手術をカテーテルにより行う。

胎児期に心臓エコーで先天性心疾患を診断。

重症肺高血圧治療の一環として在宅点滴医療。

カテーテルを用いた、心房中隔欠損孔の閉鎖術。

カテーテルを用いた肺動脈弁置換術



医療技術名 Level 2 以上IVC塞栓を伴う腎癌に対する腎摘除術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 全身化学療法後の精巣腫瘍に対する後腹膜リンパ節郭清 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 広範頭蓋底腫瘍切除・再建術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 経鼻内視鏡下前頭蓋底悪性腫瘍手術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 早期肺癌および肝癌に対する動体追尾定位放射線治療 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 局所進行膵癌に対する動体追尾強度変調放射線治療 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対する寡分割画像誘導強度変調放射線治療 取扱患者数 62

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対する腫瘍内ブースト併用寡分割画像誘導強度変調放射線治療 取扱患者数 52

当該医療技術の概要

医療技術名
骨盤リンパ節転移を伴う前立腺癌への標的体積内同時ブースト併用全骨
盤強度変調放射線治療

取扱患者数 5

当該医療技術の概要

肝内IVCのレベルまで進展した腫瘍塞栓を伴う腎癌に対する腎摘除術を安全・確実に行う。

全身化学療法後に強固に癒着した後腹膜リンパ節組織を安全・確実に郭清する。

頭蓋底腫瘍（悪性腫瘍含む）に対する摘出手術及び切除後再建手術を、外切開手術・内視鏡手術単独あるいは
開頭手術と組み合わせた術式で行う。

前頭蓋底悪性腫瘍に対する摘出術、再建術を内視鏡単独で行う。

肺がんや肝がんの呼吸性移動に合わせて放射線治療ビームの方向を追従させ、がんに限局した照射を行う放射線治療で
ある。従来法と比較して、がん病巣への線量を損なうことなく、正常肺、肝臓の線量を約20%低減することが可能となった。

動体追尾機能と強度変調放射線治療(IMRT)とを組み合わせた革新的な治療法であり、治療の難しかった局所進行膵癌に
対して実施している。従来法と比較して治療強度を大きく高めつつ、周囲臓器への線量は低く抑えることが可能となった。

前立腺癌に対して寡分割画像誘導強度変調放射線治療を適用することにより治療期間を約3週間と従来の半分以下に短
縮することが可能となり、患者負担を軽減する治療である。

前立腺癌への寡分割画像誘導強度変調放射線治療において、前立腺内の画像上指摘しうる病変へ同時ブースト法を用い
て線量増加を行うことで、安全に病変部位の線量増加が可能となった。

骨盤リンパ節転移を伴う前立腺癌に対し標的体積内同時ブースト併用全骨盤強度変調放射線治療を適応することにより、
腸管などの正常臓器への線量を抑え、病変へ必要な線量を安全に投与することが可能になった。



医療技術名
傍大動脈リンパ節転移を伴う前立腺癌への標的体積内同時ブースト併用
全骨盤強度変調放射線治療

取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 食道癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 41

当該医療技術の概要

医療技術名 肛門管癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 永久脱毛予防のVMAT併用全脳全脊髄照射 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 Dynamic WaveArc照射法 取扱患者数 88

当該医療技術の概要

医療技術名 下部直腸癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

医療技術名 多発脳転移に対するsingle isocenter volumetric-modulated arc radiosurgery 取扱患者数 31

当該医療技術の概要

医療技術名 コーンビームCT画像を用いた即時適応放射線治療 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 68Ga-DOTATOC-PET/CT検査 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

Vero4DRTではその構造上の特徴から、患者を動かすことなく非同一平面からの照射を用いた回転式の強度変調放射線治
療を行うことが可能となり、病巣の周囲の正常臓器への線量を通常の回転式強度変調放射線治療よりも低減することが可能
となった。

下部直腸癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、小腸、大腸への不要な高線量被曝を軽減し、原発巣と所属リ
ンパ領域へ適切な線量を投与可能となった。

多発脳転移に対して強度変調放射線治療と定位放射線治療を併用することにより、短い治療時間で病巣に必要な線量を
投与することが可能となった。

照射前のコーンビームCT画像とAIを用いて，日々変化する患者の解剖学的特徴，腫瘍の位置や形状変化に合わせ，放射
線治療計画を最適化し，再治療計画を行う即時適応放射線治療を行うことにより、標的に確実に線量を投与し、正常臓器へ
の照射も低減させることが可能になった。

自家合成したPET製剤(68Ga-DOTATOC)を投与してPET/CTを撮像し、神経内分泌腫瘍の病巣検索やルタテラによる内
照射治療の適否を決めるためのソマトスタチン受容体イメージングを行うものである。従来のオクトレオスキャンより診断精度
が高く、ソマトスタチン受容体イメージングとしては欧米では本検査が主流であるが、本邦では当施設のみ施行している。

傍大動脈リンパ節転移を伴う前立腺癌に対し標的体積内同時ブースト併用強度変調放射線治療を適応することにより、腸
管などの正常臓器への線量を抑え、傍大動脈から骨盤領域へ必要な線量を安全に投与することが可能になった。

食道癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、従来は実現不能だった脊髄への線量を抑え、癌病巣に必要な線
量を投与することが可能となった。

肛門管癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、外陰部、膀胱、小腸への不要な高線量被曝をを抑え、癌病巣へ
必要な線量を投与することが可能となった。

頭蓋内腫瘍に対して強度変調放射線治療を併用した全脳照射を用いることで、病巣への必要な線量を投与し、頭皮への
不要な高線量被曝を抑え、従来の治療法と比べ頭髪の永久脱毛を予防することが可能となった。



医療技術名 10歳以下の小児もやもや病の治療 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 小児てんかん手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 propofoを用いたWADA test 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 3歳以下の小児脳腫瘍に対する治療 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 開頭経鼻内視鏡同時手術 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 自家培養表皮を用いた皮膚再建 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 母指多指症に対する併合法を用いた母指再建術 取扱患者数 25

当該医療技術の概要

医療技術名 骨短縮症に対する骨延長術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 唇裂患者に対する口唇形成手術 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

医療技術名 口蓋裂患者に対する口蓋形成術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

先天性巨大色素性母斑患者に対し、母斑切除後の皮膚再建を自家培養表皮を用いて行う。

低形成な多指症組織を融合して健常と同等の母指を再建する手術。

創外固定器を用いて仮骨延長および骨延長および骨移植を行い、骨短縮症の骨を健常同等にする手術。

唇裂患者の初回口唇形成術ならびに術後変形に対して機能的、審美的な面に配慮して行う手術。

口蓋裂患者の鼻咽腔閉鎖機能改善を目的として筋層再建も併用した口蓋閉鎖手術。

厳密な呼吸管理の元、10歳以下のもやもや病に対するカテーテル検査、バイパス手術を行う。

3歳以下のてんかんの診断、てんかんの外科手術を行う。

頚動脈よりプロポフォールを投与し、優位半球となる言語、記憶機能半球を同定する。

3歳以下の脳腫瘍に対する診断、外科手術、化学療法を小児科と共同して行う。

頭蓋内外に進展する巨大頭蓋底腫瘍にたいして、開頭術と経鼻内視鏡手術を同時におこなう。単独手術と比較し、より安全
な摘出と、より強固な頭蓋底再建が可能となる。



医療技術名 顎裂患者に対する顎裂骨移植手術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 唇裂患者に対する外鼻形成手術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 凍結保存同種組織（ホモグラフト）を用いたRoss手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 胸腔鏡下弁形成術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肺移植 取扱患者数 21

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肺移植 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 薬理遺伝学的検査 取扱患者数 30

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 97

取扱い患者数の合計（人） 4627

顎裂に対して骨移植を行い、その後の歯列矯正や顔貌改善を目的とした手術。

唇裂を原因として発症した外鼻変形に対して自家組織を用いて機能および審美性を回復させる手術。

医薬品の薬効や副作用の個人差の要因となる遺伝子多型を評価する薬理遺伝学的（ファーマコゲノミクス：PGx）検査

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

挙児希望の若年女性・重症大動脈弁狭窄症に対する、Ross手術(自己肺動脈弁を大動脈弁位に、ホモグラフトを肺動脈弁
位に移植する)。

右小開胸下の僧帽弁形成術

脳死片肺・両肺移植以外の特殊術式（左右反転・ハイブリッド移植）を用いた脳死肺移植も行っている。

小児から成人まで脳死肺移植に間に合わない末期呼吸不全患者に対する生体肺移植を行っている。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

1 球脊髄性筋萎縮症 6 56 ベーチェット病 117
2 筋萎縮性側索硬化症 51 57 特発性拡張型心筋症 71
3 脊髄性筋萎縮症 12 58 肥大型心筋症 17
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 24 60 再生不良性貧血 32
6 パーキンソン病 388 61 自己免疫性溶血性貧血 0
7 大脳皮質基底核変性症 9 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 5
8 ハンチントン病 3 63 特発性血小板減少性紫斑病 33
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 65 原発性免疫不全症候群 31
11 重症筋無力症 126 66 IgＡ 腎症 64
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 39
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 70 68 黄色靱帯骨化症 3

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動
ニューロパチー

18 69 後縦靱帯骨化症 59

15 封入体筋炎 3 70 広範脊柱管狭窄症 6
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 77
17 多系統萎縮症 40 72 下垂体性ADH分泌異常症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 49 73 下垂体性TSH分泌亢進症 0
19 ライソゾーム病 4 74 下垂体性PRL分泌亢進症 0
20 副腎白質ジストロフィー 3 75 クッシング病 10
21 ミトコンドリア病 13 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 149 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 33
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 127
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 3 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 38 83 アジソン病 1
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 103
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 191
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 94
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 36
34 神経線維腫症 43 89 リンパ脈管筋腫症 29
35 天疱瘡 19 90 網膜色素変性症 124
36 表皮水疱症 6 91 バッド・キアリ症候群 13
37 膿疱性乾癬（汎発型） 9 92 特発性門脈圧亢進症 3
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性肝硬変 78
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 31
40 高安動脈炎 81 95 自己免疫性肝炎 14
41 巨細胞性動脈炎 15 96 クローン病 179
42 結節性多発動脈炎 32 97 潰瘍性大腸炎 314
43 顕微鏡的多発血管炎 42 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 15 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 3
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 35 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 42 101 腸管神経節細胞僅少症 1
47 バージャー病 8 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 9 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 572 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 274 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 207 106 クリオピリン関連周期熱症候群 9
52 混合性結合組織病 68 107 若年性特発性関節炎 5
53 シェーグレン症候群 118 108 TNF受容体関連周期性症候群 1
54 成人スチル病 25 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 28 110 ブラウ症候群 0

高度の医療の提供の実績等

4　指定難病についての診療

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 10
113 筋ジストロフィー 16 163 特発性後天性全身性無汗症 11
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 6
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 4
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 18
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 4
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 4
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 1
123 禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白質 0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳
動脈症

0 174 那須・ハコラ病 1

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん
性白質脳症

0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 1 177 ジュベール症候群関連疾患 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 1 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 1 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 1 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 4 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 2
144 レノックス・ガストー症候群 1 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 1 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 2 203 22q11.2欠失症候群 0
154 徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳 0 204 エマヌエル症候群 0
155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 1
158 結節性硬化症 5 208 修正大血管転位症 2
159 色素性乾皮症 1 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 1



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェラー
ゼ欠損症

0

212 三尖弁閉鎖症 1 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 2 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 2 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 1 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 4 266 家族性地中海熱 9
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 3 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症
候群

0

222 一次性ネフローゼ症候群 34 270 慢性再発性多発性骨髄炎 4
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 271 強直性脊椎炎 43
224 紫斑病性腎炎 3 272 進行性骨化性線維異形成症 5
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 1
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 4 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 1 276 軟骨無形成症 1
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 9 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 2
230 肺胞低換気症候群 2 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 1
232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを
除く。）

0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 1

235 副甲状腺機能低下症 1 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 2 286 遺伝性鉄芽球性貧血 2
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 5
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 1 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 59
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 2
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 4 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 29
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 1
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 1
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 2 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0 306 好酸球性副鼻腔炎 33



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

307 カナバン病 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
308 進行性白質脳症 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 1 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
310 先天異常症候群 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 1
312 先天性僧帽弁狭窄症 1 326 大理石骨病 0

313 先天性肺静脈狭窄症 1 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに
限る。）

3

314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 328 前眼部形成異常 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ
１Ｂ関連腎症

0 329 無虹彩症 0

316 カルニチン回路異常症 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0
317 三頭酵素欠損症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 20
318 シトリン欠損症 1 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトール
（GPI）欠損症

0
334 脳クレアチン欠乏症候群

0

335 ネフロン癆 0
336 家族性低βリポタンパク血症1（ホモ接合体） 0
337 ホモシスチン尿症 0
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 151

合計患者数（人） 5,030



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・栄養サポートチーム加算 　・看護職員処遇改善評価料

　・医療安全対策加算１

　・感染対策向上加算１

　・精神科身体合併症管理加算 　・小児入院医療管理料２

　・精神科リエゾンチーム加算 　・精神科急性期治療病棟入院料１

　・摂食障害入院医療管理加算 　・短期滞在手術等基本料１

　・放射線治療病室治療管理加算（治療用放射性同位元素
による場合）

　・新生児特定集中治療室管理料１

　・緩和ケア診療加算 　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・精神科応急入院施設管理加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・重症者等療養環境特別加算 　・地域医療体制確保加算

　・無菌治療室管理加算１ 　・特定集中治療室管理料２

　・無菌治療室管理加算２ 　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・看護職員夜間配置加算（１２対１配置加算１ イ １） 　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・看護補助加算１ 　・精神疾患診療体制加算

　・療養環境加算 　・精神科急性期医師配置加算２のロ

　・診療録管理体制加算1 　・病棟薬剤業務実施加算２

　・医師事務作業補助体制加算2（２０対１） 　・データ提出加算２イ・４イ

　・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上） 　・入退院支援加算１

　・救急医療管理加算 　・後発医薬品使用体制加算２

　・超急性期脳卒中加算 　・病棟薬剤業務実施加算１

　・歯科外来診療環境体制加算２ 　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・歯科診療特別対応連携加算 　・ハイリスク妊娠管理加算

　・特定機能病院入院基本料(一般病棟)７対１入院基本料 　・ハイリスク分娩管理加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・情報通信機器を用いた診療 　・患者サポート体制充実加算

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・重症患者初期支援充実加算

　・特定機能病院入院基本料(結核病棟)７対１入院基本料 　・精神科救急搬送患者地域連携紹介加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看
護体制加算1

　・先天性代謝異常症検査

　・外来放射線照射診療料 　・抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体

　・外来腫瘍化学療法診療料1
　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・二次性骨折予防継続管理料3 　・骨髄微小残存病変量測定

　・下肢創傷処置管理料 　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

　・院内トリアージ実施料 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・一般不妊治療管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・生殖補助医療管理料1 　・遺伝学的検査

　・二次性骨折予防継続管理料1 　・染色体検査の注2

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・腎代替療法指導管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・精神科退院時共同指導料２

　・糖尿病透析予防指導管理料
　・歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び
歯科治療時医療管理料

　・小児運動器疾患指導管理料
　・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔モ
ニタリング加算

　・がん患者指導管理料ニ 　・薬剤管理指導料

　・外来緩和ケア管理料 　・医療機器安全管理料１

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・医療機器安全管理料２

　・がん患者指導管理料イ 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

　・がん患者指導管理料ロ 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・がん患者指導管理料ハ 　・こころの連携指導料（Ⅱ）

　・外来栄養食事指導料の注3 　・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算

　・糖尿病合併症管理料 　・がん治療連携計画策定料

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料 　・連携充実加算

　・外来栄養食事指導料の注2 　・ニコチン依存症管理料

（様式第2）（様式第2）



　・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によ
るもの）

　・療養生活継続支援加算

　・経気管支凍結生検法 　・認知療法・認知行動療法１

　・精密触覚機能検査 　・精神科作業療法

　・コンタクトレンズ検査料１
　・摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加
算１

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・がん患者リハビリテーション料

　・内服・点滴誘発試験 　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・補聴器適合検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

　・全視野精密網膜電図 　・運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・ロービジョン検査判断料 　・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・脳磁図（その他のもの） 　・外来化学療法加算１

　・脳波検査判断料１ 　・無菌製剤処理料

　・神経学的検査 　・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・頭部ＭＲＩ撮影加算

　・長期脳波ビデオ同時記録検査１ 　・全身ＭＲＩ撮影加算

　・脳磁図（自発活動を測定するもの） 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・胎児心エコー法 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・ヘッドアップティルト試験 　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

　・遺伝カウンセリング加算 　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・血流予備量比コンピューター断層撮影

　・検体検査管理加算(Ⅰ) 　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

　・検体検査管理加算(Ⅳ) 　・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影

　・国際標準検査管理加算 　・乳房用ポジトロン断層撮影

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・画像診断管理加算３

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 　・ポジトロン断層撮影



　・腫瘍脊椎骨全摘術
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・椎間板内酵素注入療法
　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注
に掲げる処理骨再建加算

　・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセド
ウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮
小体）腺腫過形成手術

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

　・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する
場合に限る。）

　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・皮膚移植術（死体） 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・自家脂肪注入 　・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭ冠インレー
　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換
術

　・歯科技工加算１及び２
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経
鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴
うもの）

　・処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（医科）
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・透析液水質確保加算２、慢性維持透析濾過加算 　・網膜再建術

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するLDLアフェレシス治療

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 　・人工中耳植込術

　・医療保護入院等診療料
　・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法））及び
水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１） 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needling法））

　・導入期加算３及び腎代替療法実績加算
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・精神科デイ・ケア「大規模なもの」
　・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の電
極による場合）に限る。）

　・精神科デイ・ケア「小規模なもの」 　・角結膜悪性腫瘍切除手術

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・精神科ショート・ケア「大規模なもの」 　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

　・精神科ショート・ケア「小規模なもの」 　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術



　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（心筋電極の場合）

　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・同種死体肝移植術

　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・腹腔鏡下肝切除術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 　・移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リード
レスペースメーカー）

　・生体部分肝移植術

　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・経皮的僧帽弁クリップ術 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・不整脈手術 左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術）（内視鏡手術用支援機
器を用いる）及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術）（内視
鏡手術用支援機器を用いる）

　・胸腔鏡下弁形成術
　・腹腔鏡下噴門測胃切除術（単純切除術）（内視鏡手術用
支援機器を用いる）及び腹腔鏡下噴門測胃切除術（悪性腫
瘍手術）（内視鏡手術用支援機器を用いる）

　・胸腔鏡下弁置換術
　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術）（内視鏡手術用支援機
器を用いる）及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術）（内視
鏡手術用支援機器を用いる）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術術（側方）

　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） 　・経皮的下肢動脈形成術

　・同種死体肺移植術 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

　・生体部分肺移植術 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を
用いる場合）

　・補助人工心臓

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超える
もので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）



　・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・１回線量増加加算

　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・膀胱水圧拡張術、ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道
的）

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・凍結保存同種組織加算

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・コーディネート体制充実加算

　・同種死体腎移植術 　・同種クリオプレシピテート作製術

　・生体腎移植術 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・放射線治療専任加算

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・外来放射線治療加算

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・高エネルギー放射線治療

　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・膀胱頚部形成術（膀胱頚部吊上術以外）、埋没陰茎手術、
陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・精巣内精子採取術

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・腹腔鏡下副腎摘出手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出手術（褐色細胞腫）
（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの)、腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの）

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術 　・体外式膜型人工肺管理料

　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・手術の休日加算１，時間外加算１及び深夜加算１

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・医科点数表第２章第10 部手術の通則の16 に掲げる手術

　・輸血管理料Ⅰ

　・生体部分小腸移植術 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・同種死体小腸移植術 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 　・胎児輸血術及び臍帯穿刺

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。)

　・同種死体膵島移植術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）



　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・歯科矯正診断料

　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
迅速細胞診

　・病理診断管理加算２

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・保険医療機関間の連携による病理診断

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・定位放射線治療



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 23

剖検率（％） 7.23

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

18　件

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・　ＬＤＬアフェレシス療法 　・

　・　流産検体を用いた染色体検査

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・　MRI撮影及び超音波検査融合画像に基づく前立腺針生
検法

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補〇

委

アルパカＶＨＨ抗体技術
を用いたＨＩＶ－１感染症
の抗体製剤及びＣＡＲ－Ｔ
療法の開発

阪本　貴士 血液内科

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

（ＨＩＶ感染者等保健福祉
相談事業）　ＨＩＶ感染者
等保健福祉相談事業

髙折　晃史 血液内科 675,000
公益財団法人
エイズ予防財
団　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

高折　晃史

高折　晃史

12,000,000

18,000,000

血液内科

血液内科

中分子アゴニスト創薬のロ
ジカルデザイン～ＯＸ４０ア
ゴニスト開発を実施例とし
て～

13,000,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

末梢血循環ｎｏｎ－ｃｏｄｉｎｇ
ＲＮＡを用いた白血病早
期診断法・微小病変評価
法の開発

有馬　浩史

諫田　淳也

進藤　岳郎

白川　康太郎

再発／治療抵抗性二次性
中枢神経系リンパ腫に対
するチラブルチニブ単剤
療法の有効性と安全性を
評価する第Ⅱ相医師主導
治験（治験実施計画書番
号：ＮＣＣＨ２２０１／ＭＫ０
１３）

希少造血器腫瘍に対する
遺伝子プロファイリングと
標的治療に関する前向き
レジストリ臨床研究（ＭＡＳ
ＴＥＲ　ＫＥＹ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：Ｎ
ＣＣＨ－１８１２）

ＨＬＡエピトープ多型に基
づく臓器移植のテーラーメ
イド医療開発に資する研
究

公衆衛生危機管理上重要
な新興再興ウイルス感染
症を対象としたコンソーシ
アム研究の発展的展開

血液内科

血液内科

血液内科

血液内科

505,000

1,700,000

14,950,000

13,000,000

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

理事長

国立研究開発
法人国立がん
研究センター

理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
東京大学　総
長　代理人

医科学研究所
事務部長

網羅的なHLA及び臨床情
報の機械学習による同種
移植の国際標準予後予測
アルゴリズム 諫田　淳也 血液内科 1,430,000 文部科学省

（様式第3）（様式第3）



補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

食事療法の計画・実行支
援ＡＩプログラムによりＰＨ
Ｒ・ＥＨＲを糖尿病重症化
予防医療に活用する仕組
みの研究開発

日米医学協力計画を基軸
にしたアジアの栄養・代謝
に関する疫学・介入研究と
人材育成

２型糖尿病患者を対象とし
た血管合併症抑制のため
の強化療法と従来治療と
のランダム化比較試験（Ｊ
－ＤＯＩＴ３）

稲垣　暢也

稲垣　暢也

稲垣　暢也

食によるヘルスケア産業
創出コンソーシアム「食を
通じた健康システムの確
立による健康寿命の延伸
への貢献」

稲垣　暢也

糖尿病・内分泌・栄養
内科

糖尿病・内分泌・栄養
内科

糖尿病・内分泌・栄養
内科

糖尿病・内分泌・栄養
内科

29,900,000

6,200,000

5,238,000

200,000

国立研究開発
法人　農業・

食品産業技術
総合研究機構

理事長

公益財団法人
日本糖尿病財

団　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

新規エピゲノム修飾薬のB
細胞リンパ腫に対する奏
効予測モデルの確立とそ
の治療応用 錦織　桃子 血液内科 1,300,000 文部科学省

非定型3q26転座型骨髄性
腫瘍のEVI1エピジェネ
ティック制御機構解明と治
療応用 蝶名林　和久 血液内科 1,300,000 文部科学省

ＩＤＨ１－ＮＰＭ１変異急性
骨髄性白血病マウスを用
いた化学療法抵抗性獲得
機序の解明 阪本　貴士 血液内科 780,000 文部科学省

CRISPRスクリーンを用いた
HIV-1潜伏感染分子メカ
ニズムの解析

白川　康太郎 血液内科 1,430,000 文部科学省

正常妊娠維持および不育
症におけるスフィンゴ脂質
代謝の役割の解明

水岸　貴代美 血液内科 1,430,000 文部科学省

アンサンブル学習及び公
開データベースを用いた
造血幹細胞移植予後予測
モデルの開発 岩崎　惇 血液内科 1,430,000 文部科学省



補

委〇

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

日本人の糖尿病・肥満症
発症予防に対する褐色脂
肪組織の役割および制御
因子の解明 稲垣　暢也

糖尿病・内分泌・栄養
内科

9,997,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

テトラヒドロビオプテリンを
用いた褐色脂肪重量の制
御による肥満・糖尿病予防
法の開発 藤田　義人

糖尿病・内分泌・栄養
内科

1,430,000 文部科学省

ヒト疾患iPS細胞を利用し
た膵・腸管異常症の解明
と再生医療への応用

藤倉　純二
糖尿病・内分泌・栄養

内科
1,430,000 文部科学省

単一遺伝子異常による糖
尿病の新規発症原因遺伝
子同定

田中　大祐
糖尿病・内分泌・栄養

内科
1,430,000 文部科学省

非侵襲的中枢神経系
GLP-1受容体定量法の開
発とその発現量変化の病
的意義の解明 村上　隆亮

糖尿病・内分泌・栄養
内科

1,560,000 文部科学省

細胞老化の誘導する非細
胞自律的な代謝・炎症制
御機構の解明

三河　拓己
糖尿病・内分泌・栄養

内科
1,560,000 文部科学省

ヒトES/IPS細胞を用いた副
腎皮質・血管分化機構の
解明および内分泌学的解
析 田浦　大輔

糖尿病・内分泌・栄養
内科

1,690,000 文部科学省

電位依存性Ca2+チャネル
α2δサブユニットを介し
たGLP-1分泌制御機構の
解明 山根　俊介

糖尿病・内分泌・栄養
内科

1,300,000 文部科学省

腸管に発現する脂肪酸受
容体の機能解析

原田　範雄
糖尿病・内分泌・栄養

内科
1,690,000 文部科学省

ヨード輸送体ペンドリンは
甲状腺機能亢進症の治療
標的となるか

山内　一郎
糖尿病・内分泌・栄養

内科
2,210,000 文部科学省



補〇

委

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

損傷心筋の再生を機序と
する心筋梗塞後心不全抑
制薬の探索

肺動脈性肺高血圧症に対
する治療薬としての　ＴＲＰ
Ｃ３／６阻害薬Ｌ８６２の有
効性についての治験準備

遺伝子タイプによらない新
たな筋ジストロフィー治療
薬の開発

マイクロＲＮＡと心血管疾
患に関する基礎的・臨床
的研究

芦田　昇

中川　靖章

尾野　亘

尾野　亘

循環器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

13,000,000

5,000,000

15,000,000

13,000,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

独立行政法人
国立病院機構
京都医療セン

ター　院長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
信州大学　分
任契約担当役

理事

ディープラーニングを用い
た非造影CTからの臓器抽
出最適化手法の確立

静田　聡 循環器内科 2,080,000 文部科学省

非心筋細胞における炎症
シグナルをターゲットとした
心筋炎新規治療法の開発

芦田　昇 循環器内科 1,430,000 文部科学省

ATP保持作用を有した新
規化合物による心不全治
療法の開発

渡邉　真 循環器内科 780,000 文部科学省

コレステロールにより制御
される長鎖非コードRNAの
機能解析とその臨床応用

堀江　貴裕 循環器内科 1,430,000 文部科学省

心臓および全身の飢餓応
答としての心不全

加藤　貴雄 循環器内科 130,000 文部科学省

小胞体ストレス応答を介し
た成体膵β細胞増殖分子
機構の解明

村上　隆亮
糖尿病・内分泌・栄養

内科
2,340,000 文部科学省



補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補

委〇

膵臓がん、胆道がんモデ
ル評価系の構築（２０２０－
Ａ－６）

静脈血栓塞栓症患者の診
療実態と予後を検討する
多施設共同観察研究

福田　晃久 消化器内科 500,000

国立研究開発
法人　国立が
ん研究セン

ター　理事長

心不全におけるBNP、
ANP前駆体の分泌調節不
全の機序解明と新規治療
法の開発 中川　靖章 循環器内科 1,690,000 文部科学省

山下　侑吾 循環器内科 260,000 文部科学省

長鎖非コードRNAの循環
器疾患における機能解明
と疾患治療への応用

尾野　亘 循環器内科 5,590,000 文部科学省

三量体Gタンパク質を介し
た心不全進展の新規発症
機序の解明と治療法の開
発 稲住　英明 循環器内科 1,300,000 文部科学省

In vitro変異体スクリーニン
グによる遺伝的要因の検
討法の確立

中島　康弘 循環器内科 1,690,000 文部科学省

肺動脈性肺高血圧症にお
けるTRPC6, CNP経路の
研究

木下　秀之 循環器内科 1,430,000 文部科学省

冠動脈プラークのOCT画
像をAIで解析を行い長期
臨床成績を予測する研究

山地　杏平 循環器内科 2,470,000 文部科学省

慢性冠症候群患者に対す
るアスピリンの有効性およ
び制酸剤の消化管出血予
防効果の検討 山本　絵里香 循環器内科 3,640,000 文部科学省

心臓線維芽細胞のNLRP3
インフラマソームが心臓の
炎症を惹起する機序の解
明 棚田　洋平 循環器内科 1,430,000 文部科学省



補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

抗インテグリンαＶβ６自
己抗体測定による潰瘍性
大腸炎の診断・病勢評価
のエビデンス創出研究

新規吸着カラムの開発

次世代シークエンス技術
を基盤としたＣ型肝炎ウイ
ルス排除後における肝癌
出現機序・病態変化の解
明とバイオマーカーの開
発

患者生体試料リソースプ
ラットフォームの構築と運
用

肝外胆道がん、胆嚢がん
の自然史に沿った網羅的
解析と治療標的の検討

肝発がん等を考慮したＣ
型肝炎治療後の病態およ
び経過に関する研究

妹尾　浩

妹尾　浩

髙井　淳

塩川　雅広

塩川　雅広

髙井　淳

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

30,000,100

13,000,000

1,300,000

11,655,000

67,535,000

910,000

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
山梨大学

胃粘膜の恒常性維持にお
けるDNAメチル化制御の
役割と発癌への関与

清水　孝洋 消化器内科 2,470,000 文部科学省

異なる経路での腸腫瘍発
生におけるクロマチンリモ
デリング因子の機能的役
割の解明

林　由紀子
（平松由紀子）

消化器内科 1,820,000 文部科学省

DNA修復異常を有する肝
細胞癌の発生機序と免疫
チェックポイント阻害治療
反応性 恵荘　裕嗣 消化器内科 1,300,000 文部科学省

超初期段階から引き返す
膵発がん予防戦略の探求

妹尾　浩 消化器内科 2,600,000 文部科学省



補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

未分化型胃癌の腫瘍内
heterogeneityを考慮した
遺伝子解析研究

二階堂　光洋 消化器内科 1,300,000 文部科学省

炎症性肝発癌過程におけ
るDNA脱メチル化酵素の
機能的役割と分子機序の
解明 高井　淳 消化器内科 1,300,000 文部科学省

胆膵癌のインテグリンαV
β6を標的とした光免疫療
法を用いた新規がん免疫
療法の確立 宇座　徳光 消化器内科 1,430,000 文部科学省

自己免疫性膵炎の抗原同
定

塩川　雅広 消化器内科 5,070,000 文部科学省

ハイブリッド療法による大
腸がん治療抵抗性メカニ
ズムの克服

中西　祐貴 消化器内科 4,420,000 文部科学省

浸潤性膵癌形成後の維
持・進行におけるクロマチ
ン制御因子の機能とその
分子機構の解明 福田　晃久 消化器内科 4,160,000 文部科学省

分化の揺らぎを克服する
新規大腸がん治療戦略の
構築

妹尾　浩 消化器内科 5,980,000 文部科学省

肝内胆管癌の形成におけ
るHes1の機能解析および
肝内胆管癌の新規治療法
の開発 松森　友昭 消化器内科 1,690,000 文部科学省

膵がんにおける術前in
situワクチン療法の開発

岡田　浩和 消化器内科 1,560,000 文部科学省

鉄動態異常の是正効果に
基づくHinokitiolの炎症性
腸疾患への治療応用の試
み 北本　博規 消化器内科 1,430,000 文部科学省
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新型コロナウイルス（ＳＡＲ
Ｓ－ＣｏＶ－２）肺炎に対す
るＰＡＩ－１阻害薬ＴＭ５６１
４のプラセボ対照二重盲
検第ＩＩ相医師主導治験

気道・肺胞オルガノイドの
作製と呼吸器チップの開
発

脳内微小環境と癌細胞の
相互作用を解明する異分
野融合的解析法

ヒトｉＰＳ細胞を用いた呼吸
器難病の病態機序の解明
と新規創薬基盤の確立

平井　豊博

平井　豊博

後藤　慎平

小笹　裕晃

呼吸器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

86,400,000

9,100,000

13,000,000

6,370,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
東北大学　病

院長

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

国立大学法人
東海国立大学
機構　機構長

ヒト未分化細胞から誘導し
た肺上皮細胞のメッシュ上
培養を用いた感染症研究
への展開 伊藤　功朗 呼吸器内科 3,900,000 文部科学省

喘息において、酸化ストレ
スは2型炎症とどう関わっ
ているのか

長崎　忠雄 呼吸器内科 1,690,000 文部科学省

IPFにおける末梢気道の
形態及び機能変化が病態
に及ぼす影響の検討

池添　浩平 呼吸器内科 1,560,000 文部科学省

生体肺移植におけるド
ナー、レシピエントの末梢
血テロメア長と慢性移植肺
機能不全 半田　知宏 呼吸器内科 1,560,000 文部科学省

診療報酬明細書を用いた
大腸がんの進行度別の医
療費の検討

内海　貴裕 消化器内科 1,430,000 文部科学省

難治性呼吸器疾患・肺高
血圧症に関する調査研究

平井　豊博 呼吸器内科 14,570,000 厚生労働省
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先天的／後天的構造多型
に着目した免疫／精神疾
患病態解明に関する研究
開発

免疫担当細胞ｅＱＴＬ
データを用いた免疫介在
性疾患ゲノム情報からの
層別化および予後予測モ
デルの構築

自己免疫性疾患の臓器病
変局所におけるシングル
セルＲＮＡシークエンスを
用いたマルチオミックス解
析による病態解明基盤の
構築

シングルセル統合ゲノミク
ス解析が解き明かす強皮
症の病態基盤の開発

高齢発症関節リウマチ患
者の健康寿命延伸を目指
した治療戦略の確立

核内受容体ＮＲ４Ａを標的
とした全身性エリテマトー
デスの治療開発

森信　暁雄

森信　暁雄

森信　暁雄

吉藤　元

森信　暁雄

日和　良介

免疫・膠原病内科

免疫・膠原病内科

免疫・膠原病内科

免疫・膠原病内科

免疫・膠原病内科

免疫・膠原病内科

2,600,000

390,000

130,000

3,250,000

520,000

6,500,000

国立研究開発
法人理化学研
究所　契約担
当役　外部資

金室長

国立大学法人
東京大学　総
長　代理人

医学部附属病
院　事務部長

国立大学法人
東京大学　総
長　代理人

医学部附属病
院　事務部長

国立研究開発
法人理化学研
究所　契約担
当役　外部資

金室長

国立研究開発
法人国立長寿
医療研究セン
ター　理事長
荒井　秀典

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

老化に伴いⅡ型肺胞上皮
細胞に発現するCideaの
機能解析

三河　隆太 呼吸器内科 2,080,000 文部科学省

進行性線維化を伴う間質
性肺疾患における新規臨
床指標の開発と治療標的
の探索 谷澤　公伸 呼吸器内科 780,000 文部科学省

特発性肺線維症における
単球・マクロファージの疾
患特異的サブタイプの検
討 池添　浩平 呼吸器内科 1,430,000 文部科学省

免疫学的恒常性の破綻と
肺気腫フェノタイプの形成
機序の解明

田辺　直也 呼吸器内科 1,430,000 文部科学省
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パーキンソン病発症前か
ら発症後に連続する神経
回路病態の解明とトランス
レータブル指標の開発

ＤＡＴ－ＳＰＥＣＴ、神経学
的診察、認知機能等の心
理評価、ＭＲＩデータの収
集、解析

臓器連関の包括的理解に
基づく認知症関連疾患の
克服に向けて

髙橋　良輔

髙橋　良輔

髙橋　良輔

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

157,144,000

313,300

23,999,300

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　国立精
神・神経医療
研究センター

理事長

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

抗MDA5抗体陽性皮膚筋
炎合併間質性肺炎モデル
マウスの構築と病態機序
の探究

中嶋　蘭
（笹井蘭）

免疫・膠原病内科 1,430,000 文部科学省

全身性エリテマトーデスに
おける自己反応性の獲得
とS100分子の関連

北郡　宏次 免疫・膠原病内科 2,080,000 文部科学省

全身性エリテマトーデスの
抗DNA抗体とHLAクラスII
の関連性についての研究

辻　英輝 免疫・膠原病内科 2,080,000 文部科学省

IgG4関連疾患モデル「ヒト
IgG4ノックインマウス」の改
良と各薬剤の有効性検討

吉藤　元 免疫・膠原病内科 1,560,000 文部科学省

自己免疫疾患におけるホ
スホリパーゼD4の臨床応
用の探索

秋月　修治 免疫・膠原病内科 1,170,000 文部科学省

核内受容体NR4Aの低分
子アゴニストによる自己免
疫疾患の治療効果につい
ての研究 日和　良介 免疫・膠原病内科 1,560,000 文部科学省

全身性エリテマトーデスに
おける胸腺-腸管-迷走神
経-脾臓ネットワークの解
明 白柏　魅怜 免疫・膠原病内科 1,430,000 文部科学省
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「世界モデルとなる自律成
長型人材・技術を育む総
合健康産業都市拠点」に
関する京都大学による研
究開発及びプロジェクト推
進

パーキンソン病発症予防
のための運動症状発症前
ｂｉｏｍａｒｋｅｒの特定のため
の研究（Ｔｈｅ　Ｊａｐａｎ　Ｐａｒ
ｋｉｎｓｏｎ’ｓ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｏｎ
Ｍａｒｋｅｒｓ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ（通
称：Ｊ－ＰＰＭＩ））

パーキンソン病前駆期モ
デル動物を活用した臓器
間ネットワークの解明とヒト
へのトランスレーションによ
るリスク予見法の創出

神経グリア血管単位－リン
パ管系に着目した血管性
認知症および混合型認知
症における臓器間ネット
ワークの解明とヒトへのトラ
ンスレーションによるリスク
予見法の創出

髙橋　良輔

髙橋　良輔

山門　穂高

眞木　崇州

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

9,999,600

312,000

93,600,000

111,800,000

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

国立研究開発
法人　国立精
神・神経医療
研究センター

理事長

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

独自のパーキンソン病前
駆期モデルマウスを用い
たドパミン神経細胞変性
機序の解明 生野　真嗣 脳神経内科 2,340,000 文部科学省

脳梗塞におけるオリゴデン
ドロサイト前駆細胞の形質
変化解明と治療応用

眞木　崇州 脳神経内科 1,430,000 文部科学省

レビー小体病に対する
REM睡眠制御治療法の確
立

江川　斉宏 脳神経内科 910,000 文部科学省

シナプス小胞蛋白SV2Bと
BACE1の新規結合に着目
したアルツハイマー病創
薬研究 葛谷　聡 脳神経内科 520,000 文部科学省

細胞種特異的リポソーム・
エクソソームが切り拓く神
経疾患の病態解明と治療
法開発 山門　穂高 脳神経内科 1,950,000 文部科学省
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パーキンソン病における新
たな免疫治療の開発

田口　智之 脳神経内科 2,340,000 文部科学省

側頭葉における漢字処理
の機能解剖連関の解明

下竹　昭寛 脳神経内科 1,820,000 文部科学省

ネクロトーシスの制御によ
る新たなパーキンソン病治
療の可能性

中西　悦郎 脳神経内科 1,300,000 文部科学省

前駆期パーキンソン病を
ターゲットとした病態解明
と疾患修飾療法の開発

高橋　良輔 脳神経内科 12,220,000 文部科学省

αシヌクレインと鉄代謝異
常に着目した多系統萎縮
症の分子病態解明

大野　美樹 脳神経内科 1,690,000 文部科学省

多系統萎縮症におけるオ
リゴデンドロサイト特異的
αシヌクレイン凝集メカニ
ズムの解明 石本　智之 脳神経内科 1,560,000 文部科学省

パーキンソン病関連疾患
のモデル作製と治療薬開
発

山門　穂高 脳神経内科 4,030,000 文部科学省

非拮抗型AMPA受容体阻
害薬ペランパネルによるア
ルツハイマー病の病態改
善 上田　紗希帆 脳神経内科 1,560,000 文部科学省

パーキンソン病におけるα
シヌクレイン進展経路の新
たな探索

田口　智之 脳神経内科 1,560,000 文部科学省
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脳波・筋電図同時記録に
よるBAFMEの病態解明お
よび新規バイオマーカー
の模索

腎臓病において組織障害
と修復を制御する微小環
境の解明と医学応用

炎症誘発細胞除去による
１００歳を目指した健康寿
命延伸医療の実現

ヒト腎臓病における３次リン
パ組織の役割の解明と治
療介入対象としての蓋然
性の検討

パーキンソン病のαシヌク
レイン伝播におけるカルシ
ウムダイナミクスの重要性

上田　潤

戸島　麻耶

柳田　素子

柳田　素子

柳田　素子

腎臓内科

腎臓内科

脳神経内科

脳神経内科

腎臓内科

91,269,187

1,430,000

1,430,000

79,300,000

26,962,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
東京大学　総
長　代理人

医科学研究所
事務部長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

文部科学省

文部科学省

広帯域皮質脳波の定量化
によるてんかん焦点のバイ
オマーカーの開発

小林　勝哉 脳神経内科 2,080,000 文部科学省

慢性腎臓病進展における
心腎連関の機序解明

横井　秀基 腎臓内科 1,040,000 文部科学省

体温が決定するエネル
ギー代謝と障害応答性：
冬眠に学ぶ

柳田　素子 腎臓内科 2,600,000 文部科学省

エネルギー代謝ダイナミク
スからみた腎臓病の病態
解明と薬剤スクリーニング
法の確立 山本　伸也 腎臓内科 1,820,000 文部科学省

腎疾患におけるmiR-23b
の意義の解明

大野　祥子 腎臓内科 1,820,000 文部科学省
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糸球体内皮細胞に発現す
るナトリウム利尿ペプチド
の慢性腎臓病進展抑制に
おける意義

免疫チェックポイント阻害
薬に関連した腎障害にお
ける三次リンパ節の機能
解析

難治性食道癌におけるＰｒ
ｅｃｉｓｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅに資
する診断技術開発に関す
る研究

消化管内視鏡を用いた治
療における標準治療確立
のための多施設共同研究
（２０２０－Ｊ－３）

ゲノム医療実現推進のた
めのバイオバンク利活用
促進に向けたバイオバン
ク・ネットワーク構築と運用
支援に関する研究開発

切除不能進行がんおよび
転移・再発固形がん患者
に対するＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐａｔ
ｉｅｎｔ－Ｒｅｐｏｒｔｅｄ　Ｏｕｔｃｏ
ｍｅ　（ｅＰＲＯ）　モニタリン
グの有用性を検証する多
施設共同非盲検ランダム
化比較試験　〔研究名略
称：ＰＲＯ－ＭＯＴＥ〕

電子カルテと連携した薬
液バッグの遠隔自動切り
換え装置の開発

ＡＬＫ遺伝子異常を有する
希少がんに対するアレク
チニブの医師主導治験

現場や地域の実情に即し
たがん治療と並行する緩
和ケアの実装の推進に関
する研究

石井　輝

松原　雄

武藤　学

武藤　学

武藤　学

川口　展子

金井　雅史

金井　雅史

武藤　学

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腎臓内科

腎臓内科

腫瘍内科

腫瘍内科

34,450,000

1,000,000

3,900,000

110,000

1,950,000

2,730,000

19,500,000

400,000

11,960,000

文部科学省

文部科学省

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　国立が
ん研究セン

ター　理事長

国立大学法人
東北大学　東
北メディカル・
メガバンク機
構　機構長

公益財団法人
パブリックヘル
スリサーチセ
ンター理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立がん研究
センター　理

事長

厚生労働省

腎構成細胞「亜集団」の細
胞老化が腎臓の老化と障
害応答性に与える影響の
解明 柳田　素子 腎臓内科 5,070,000 文部科学省
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放射線療法、化学療法に
伴い正常食道上皮に生じ
るゲノム異常の解明

KRASの超生理的活性化
を標的としたKRAS増幅胃
癌フェロトーシス誘導療法
の開発

大腸前がん病変における
Spheroid増殖能の意義とメ
カニズムの解明

切除不能または再発食道
癌に対するＣＦ（シスプラ
チン＋５ＦＵ）療法とｂＤＣ
Ｆ（ｂｉｗｅｅｋｌｙドセタキセル
＋ＣＦ）療法のランダム化
第ＩＩＩ相比較試験

切除不能局所進行食道癌
に対する標準治療確立の
ための研究

人工肛門患者の社会復帰
に貢献する高機能排便制
御デバイスの開発

横山　顕礼

菊池　理

山田　敦

角田　茂

角田　茂

小濵　和貴

消化管外科

消化管外科

消化管外科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科 1,560,000

325,000

130,000

3,340,000

2,210,000

1,300,000 文部科学省

文部科学省

静岡県立静岡
がんセンター

局長

文部科学省

国立研究開発
法人　国立が
ん研究セン

ター　理事長

国立大学法人
大阪大学

アセトアルデヒド曝露により
誘発される突然変異パ
ターンの同定

玉置　将司 腫瘍内科 780,000 文部科学省

乳癌臨床検体を用いたホ
ルモン治療耐性メカニズム
の解明

川口　展子 腫瘍内科 390,000 文部科学省

食道がん化における初期
のゲノム異常の解明-多発
ヨード不染の網羅的ゲノム
解析- 横山　顕礼 腫瘍内科 4,160,000 文部科学省

トリフルリジンとWee1阻害
による食道扁平上皮癌に
対する新たな治療戦略の
確立 大橋　真也 腫瘍内科 1,300,000 文部科学省

CDKN3阻害剤による大腸
癌の抗癌薬治療耐性機序
の克服と新規治療法開発

松原　淳一 腫瘍内科 1,690,000 文部科学省
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がん細胞の熱エネルギー
代謝－熱代謝治療法の開
発－

リンパ節免疫微小環境を
標的とした新規乳癌治療
戦略の開発

胃癌腹膜播種進行のメカ
ニズム解明

個別化治療に向けた大腸
癌StageIV根治術症例の
ctDNAバイオマーカーの
探索

大腸癌患者由来癌細胞ラ
イブラリーを用いた癌幹細
胞性の可塑性に関する研
究

細胞外小胞の脂質組成に
注目した乳癌免疫療法の
新規バイオマーカーの探
索

川島　雅央

河口　浩介

乳腺外科

乳腺外科

8,671,000

10,608,000

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

久森　重夫 消化管外科 1,430,000 文部科学省

大腸癌肝転移における腫
瘍微小環境での好中球の
機能・動態解明

板谷　喜朗 消化管外科 1,300,000 文部科学省

岡村　亮輔 消化管外科 1,170,000 文部科学省

血漿細胞外小胞体タンパ
ク質のがん予後予測因子
としての検証

笠原　桂子 消化管外科 1,430,000 文部科学省

前川　久継 消化管外科 910,000 文部科学省

食道腺癌の発癌促進作用
がある菌の同定とその発
癌促進機構の解明

奥村　慎太郎 消化管外科 2,470,000 文部科学省

川島　雅央 乳腺外科 1,560,000 文部科学省

乳癌肝転移巣の腫瘍免疫
微小環境をターゲットとし
た新規治療戦略の開発

河口　浩介 乳腺外科 2,340,000 文部科学省
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成人固形がんに対する標
準治療確立のための基盤
研究（２０２０－Ｊ－３）　分
担研究課題名：肝胆膵が
んに対する標準治療確立
のための多施設共同研究

制御性Ｔ細胞を標的とした
免疫応答制御技術に関す
る研究開発

肝細胞癌患者に対するア
テゾリズマブ＋ベバシズマ
ブ併用療法における探索
的血清サイトカイン解析―
多施設共同前向き観察研
究―

切除不能肝細胞癌におけ
るアテゾリズマブ＋ベバシ
ズマブ併用療法、外科的
切除を用いた集学的治療
の安全性、有効性を検討
する多施設共同第ＩＩ相臨
床研究（　研究略名：　ＲＡ
ＣＢ　）

波多野　悦朗

波多野　悦朗

波多野　悦朗

波多野　悦朗

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

13,000,000

50,000

220,000

1,000,000

公益財団法人
パブリックヘル
スリサーチセ
ンター理事長

国立研究開発
法人　国立が
ん研究セン

ター　理事長

国立大学法人
大阪大学　免
疫学フロン

ティア研究セ
ンター　拠点

長

国立研究開発
法人国立国際
医療研究セン
ター　理事長

心停止肝移植におけるグ
ラフト機能改善を目指した
新規臓器保存法の開発

奥村　晋也 肝胆膵・移植外科 1,040,000 文部科学省

PDOXモデルを用いた
Warburg効果を標的とする
肝内胆管癌外科治療戦略
の開発 楊　知明 肝胆膵・移植外科 1,560,000 文部科学省

肝線維化における筋線維
芽細胞と癌関連線維芽細
胞の活性化機序の検証

西尾　太宏 肝胆膵・移植外科 2,470,000 文部科学省

過小グラフト症候群の病態
解明を目指した肝移植・肝
切除後 肝内門脈のMRI血
流解析 小木曾　聡 肝胆膵・移植外科 2,340,000 文部科学省

皮下血管誘導反応の機構
解明に基づく細胞移植用
免疫寛容空間構築技術の
開発 穴澤　貴行 肝胆膵・移植外科 4,160,000 文部科学省

門脈結紮による肝再生過
程における線維芽細胞の
役割解明～肝切除適応の
拡大を目指して 小山　幸法 肝胆膵・移植外科 1,560,000 文部科学省
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胆道癌の腫瘍内不均一性
を基盤とした新規治療標
的の開発

肝移植後NASH発症に関
わるドナーならびにレシピ
エントの遺伝子多型

脈管可視化技術を用いた
次世代手術ナビゲーショ
ンシステムの開発

局所温度制御とノンファウ
リング技術により人工肺の
耐久性と生体適合性改善
を目指す新規高機能人工
肺の開発研究

長井　和之

上林　エレーナ幸江

波多野　悦朗

升本　英利

池田　義

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

心臓血管外科

1,690,000

1,820,000

2,470,000

2,990,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

肝移植後の抗体関連拒絶
制御に向けた新規バイオ
マーカー探索

伊藤　孝司 肝胆膵・移植外科 2,210,000 文部科学省

ヒトiPS細胞由来人工心臓
組織における成熟化プロ
セスの理解と制御法の確
立 長田　裕明 心臓血管外科 1,430,000 文部科学省

国立大学法人
島根大学　学

長

DDSを活用したマクロ
ファージの生体内サブタイ
プ調節による新規心不全
治療法の開発 武田　崇秀 心臓血管外科 1,430,000 文部科学省

マイクロRNAの効率的導
入による心臓血管外科領
域の治療応用に関する研
究 心臓血管外科 1,430,000 文部科学省

iPS細胞心臓再生治療に
伴う腫瘍性合併症の高感
度検出・腫瘍除去システム
の開発 湊谷　謙司 心臓血管外科 5,070,000 文部科学省

プロテオーム解析とiPS細
胞モデルを用いた術後肺
動静脈瘻発生関連因子に
関する研究 井出　雄二郎 心臓血管外科 1,430,000 文部科学省

自然免疫の活性化が誘因
となる移植肺機能不全の
抑制

田中　里奈 呼吸器外科 2,730,000 文部科学省
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もやもや病の出血性脳卒
中予防と長期予後改善を
目指す多施設共同研究

ＫＵＭＡＤＡＩマグネシウム
を用いた生体吸収性フ
ローダイバーターに関する
研究

脳血管内治療におけるス
タビライザーデバイスに関
する安全性及び有効性を
評価する多施設共同単一
群試験

急性期脳梗塞における自
動トリアージに向けた革新
的診断技術の開発

膠芽腫の標準治療後病勢
を診断する血液バイオ
マーカーの実用化

高齢者初発膠芽腫に対す
るテモゾロミド併用寡分割
放射線治療の最適化に関
する研究

初発中枢神経原発胚細胞
腫瘍に対する化学療法併
用放射線治療の低侵襲化
に関する研究開発

初発ＩＤＨ野生型低悪性度
神経膠腫に対するＮｏｖｏＴ
ＴＦ－１００Ａシステムの多
施設共同第ＩＩ相試験（医
師主導治験）

荒川　芳輝

荒川　芳輝

荒川　芳輝

宮本　享

石井　暁

石井　暁

石井　暁

荒川　芳輝

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

文部科学省

呼吸器外科 3,250,000 文部科学省

11,700,000

22,100,000

1,100,000

13,000,000

390,000

17,290,000

19,497,400

650,000

ドナー肺の好中球細胞外
トラップを標的とした新規
移植前治療法の開発

大角　明宏 呼吸器外科 1,560,000

マウス肺移植・慢性期移
植肺機能不全モデルの開
発と免疫応答機構の解明

田中　里奈

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
金沢大学　学
長　和田　隆

志

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

地方独立行政
法人神戸市民
病院機構　神
戸市立医療セ
ンター中央市
民病院　院長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
東京大学

変異p53誘導性上皮間葉
転換に伴う肺癌悪性化進
展シグナルの解明及び新
規治療法開発 毛受　暁史 呼吸器外科 3,640,000 文部科学省
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手術動画解析ＡＩを用いた
「熟練の技」の教育と手術
支援

視点反応・眼球運動のデ
ジタルフェノタイプを活用
した軽度認知機能異常ス
クリーニングプログラムの
研究開発

クリスタリン網膜症の新規
治療法開発

もやもや病（ウイリス動脈輸
閉塞症）における難病の
医療水準の向上や患者の
ＱＯＬ向上に資する研究

出血発症もやもや病の術
後10年予後解明を目指し
た多施設コホート研究

正常脳組織のゲノム解析
によるIDH変異型グリオー
マ発生基盤の解明と先制
医療開発

脳動脈瘤と頸動脈狭窄症
でのvessel wall imagingの
分子機序の解明

三宅　正裕

三宅　正裕

池田　華子

舟木　健史

荒川　芳輝

安部倉　友

眼科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

眼科

眼科

国立大学法人
筑波大学　分
任契約担当役
研究担当副学

長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

宮本　享 脳神経外科 9,000,000 厚生労働省

520,000

放射線誘発性動脈硬化促
進の特異マーカーを標的
とした治療法開発

吉田　和道 脳神経外科 1,300,000 文部科学省

文部科学省

RNF213関連血管障害に
対するIL-1βの役割解明
と前臨床モデルの創出

宮本　享 脳神経外科 6,760,000 文部科学省

4,680,000 文部科学省

ポリ乳酸ポリマー製フロー
ダイバーター吸収過程に
おけるステント内膜と動脈
瘤閉塞評価 石井　暁 脳神経外科 1,690,000 文部科学省

2,600,000 文部科学省

600,000

65,200,000

23,400,000



補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

網膜神経グリアの生体イ
メージングに基づく難治性
黄斑浮腫の原因検討

補償光学光干渉断層計を
用いた滲出型加齢黄斑変
性の病態解明と新規治療
に関する研究

糖尿病網膜症における自
己免疫による神経障害を
標的とした新規治療法の
開発

主観的視覚と客観的視野
検査結果の相関・乖離に
ついての研究

ビッグデータによる近視の
総合的病態解明

眼科

フォン・ヒッペル・リンドウ病
における実態調査・診療
体制構築とＱＯＬ向上のた
めの総合的研究 辻川　明孝 眼科 3,445,000 厚生労働省

1,690,000 文部科学省

村上　智昭 眼科 文部科学省1,300,000

村岡　勇貴

疾患特異的iPS細胞を用
いたクリスタリン網膜症の
治療薬開発

岩井　祥子 眼科 1,430,000 文部科学省

宮田　学 眼科 1,300,000 文部科学省

文部科学省

加齢黄斑変性における
reticular pseudodrusenの
特徴

上田　奈央子 眼科 1,040,000 文部科学省

沼　尚吾 眼科 650,000 文部科学省

多角的アプローチによる
加齢黄斑変性とパキコロイ
ド新生血管の病態解明

三宅　正裕 眼科 5,330,000 文部科学省

辻川　明孝 眼科 6,760,000

網膜変性疾患における腸
内細菌、自己免疫の関与
の解明

池田　華子 眼科 1,430,000 文部科学省
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音声認識技術を用いた眼
鏡型聴覚障害者支援機器
の開発

痙攣性発声障害レジストリ
を活用した診断基準及び
重症度分類のバリデーショ
ン評価研究

マクロファージ極性制御に
よる上気道線維化病変に
対する新規治療技術開発

内耳蝸牛三次元構造形成
メカニズムの解明と蝸牛型
オルガノイド作製への応用

三次元電子顕微鏡観察法
を用いた内耳・喉頭組織
の細胞の微視的解析

CRISPR/Cas系による新型
コロナウイルス感染と気道
上皮バリア破壊機構の解
明

山本　典生

須田　謙史

大森　孝一

岸本　曜

大西　弘恵

勝野　達也

大森　孝一

中川　隆之

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

4,103,954

520,000

1,040,000

1,300,000

1,170,000

2,730,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

公立大学法人
名古屋市立大

学　理事長

文部科学省

910,000 文部科学省

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

910,000 文部科学省

視神経症の時空間周波数
特性の解析

眼科

フォン・ヒッペル・リンドウ病
における網膜血管芽腫の
臨床病態解明・評価系の
確立 高橋　綾子 眼科 1,040,000 文部科学省

鳥類内耳有毛細胞再生初
期過程の解明：哺乳類に
おける有毛細胞再生効率
化への応用

ヒトiPS細胞由来気道上皮
シート移植の鼻副鼻腔へ
の応用

北田　有史
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
650,000 文部科学省
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高悪性度骨軟部腫瘍に対
する標準治療確立のため
の研究

骨頭圧潰前の特発性大腿
骨頭壊死症を対象としたｂ
ＦＧＦゼラチン製剤の医師
主導第Ⅲ相治験

培養声帯粘膜におけるバ
リア機能の傷害と修復の
評価

坂本　昭夫

黒田　隆

整形外科

整形外科

390,000

4,929,145

国立大学法人
岡山大学　学

長

国立大学法人
東海国立大学
機構　機構長

河合　良隆
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
1,300,000 文部科学省

蝸牛有毛細胞における極
性形成のメカニズム

十名　洋介
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
780,000 文部科学省

蝸牛有毛細胞再生機構に
おけるエンドセリン受容体
Bの機能解明

松永　麻美
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
1,690,000 文部科学省

聴覚末梢系数理モデルを
用いた嗄声の音響学的特
徴の解明

藤村　真太郎
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
650,000 文部科学省

蝸牛有毛細胞再生初期過
程でのtype I
IFN/JAK/STAT経路の役
割 松永　麻美

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

1,560,000 文部科学省

喉頭の発声機構に基づく
声質の解明および音声治
療への応用

児嶋　剛
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
2,080,000 文部科学省

ムコ多糖症患者に生じる
ガーゴイル様顔貌の発症
メカニズムの解明と新規治
療法の開発 中尾　一祐 歯科口腔外科 1,560,000 文部科学省

CNPを用いた投薬による
低侵襲な顎変形症の新規
治療法の確立

山中　茂樹 歯科口腔外科 1,300,000 文部科学省
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優れた抗菌性を有するチ
タンインプラントの開発

大槻　文悟 整形外科 780,000 文部科学省

手指動作を定量化するた
めの動作解析装置の開発

池口　良輔 整形外科 910,000 文部科学省

軟骨細胞死から軟骨変性
に至る分子機構の解明と
その抑制による軟骨保護
作用の検討 西谷　江平 整形外科 1,300,000 文部科学省

PEEK製インプラントの生
体活性化ならびにカスタム
メイド化に関する研究

藤林　俊介 整形外科 1,300,000 文部科学省

低侵襲で高精度な関節軟
骨硬度計測システムの新
構築

栗山　新一 整形外科 1,560,000 文部科学省

最適な濃度の抗菌イオン
を徐放し、優れた骨形成
促進作用を有するインプラ
ントの開発 奥津　弥一郎 整形外科 1,170,000 文部科学省

微細加工技術を用いた血
管ネットワーク付人工骨の
開発

河井　利之 整形外科 1,170,000 文部科学省

幹細胞と抗菌薬の局所投
与で難治性インプラント感
染を制御するための基礎
研究 黒田　隆 整形外科 1,820,000 文部科学省

人為的体内時計の調節を
利用した新たな骨折治療
法の開発

野口　貴志 整形外科 650,000 文部科学省

力学的負荷改善による変
形性関節症進行抑制に寄
与する因子の解明及び新
規治療法の探索 松田　秀一 整形外科 7,670,000 文部科学省
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Ｉｎ　ｖｉｒｔｏ　血管化３次元
脂肪組織を用いた乳房再
建の臨床応用技術の確立

診断・治療適用のための
光超音波３Ｄイメージング
による革新的画像診断装
置の開発／臨床研究（皮
弁術前計画及び乳がん診
断応用開発）

先天性巨大色素性母斑を
母地とした悪性黒色腫に
対する予防的低侵襲治療
方法の開発－高圧処理新
規医療機器の研究開発

素輪　善弘

齊藤　晋

形成外科

2,000,000

45,884,800

68,899,998

国立大学法人
大阪大学

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

2,470,000 文部科学省

森本　尚樹

ヒト顔面骨格の子宮内に
おける成長様式の解明

勝部　元紀 1,560,000 文部科学省

高静水圧処理を応用した
皮膚、骨、神経の再生~自
家腫瘍組織の再生医療へ
の応用

インプラント表面処理と骨
形成薬による骨粗鬆症椎
体における骨結合促進効
果の検討 清水　孝彬 整形外科

形成外科

形成外科

形成外科

脱細胞化血管を用いた集
合リンパ管の再生研究

山中　浩気 形成外科 1,430,000 文部科学省

文部科学省

糖鎖によるケロイド形成メ
カニズムの解明

片山　泰博 形成外科 1,040,000 文部科学省

森本　尚樹 形成外科 5,850,000 文部科学省

真皮micrograft移植による
自家培養表皮の生着率向
上

坂本　道治 形成外科 1,690,000 文部科学省

線維性結合組織の非線形
粘弾性の解明－三次元ダ
イナミックイメージングによ
る定量解析 齊藤　晋 形成外科 1,170,000
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奥宮　明日香

最上　晴太

文部科学省

新規乳房再建法確立に向
けた注入可能な血管付き
脂肪組織ボール(iPAT)の
開発 素輪　善弘 形成外科 1,170,000 文部科学省

小児と成人の卵胞発育の
差異に適応させたヒト卵胞
培養系の開発

難治性卵巣癌に対する、
抗VEGF抗体とB7H3を標
的とした併用療法の開発

村上　隆介 産科婦人科 1,040,000

ヒト胚着床における末梢血
単核球の促進的作用メカ
ニズムの解明

堀江　昭史 産科婦人科 1,170,000 文部科学省

産科婦人科 1,300,000 文部科学省

1,690,000 文部科学省

自然免疫からみた羊膜の
維持・修復機構：前期破水
の予防・治療をめざして

子宮内膜症と卵巣癌にお
ける脂質代謝によるフェロ
トーシスの役割

山口　建 産科婦人科 1,300,000 文部科学省

産科婦人科 1,950,000 文部科学省

婦人科がんに対するB細
胞免疫の解明と新たな診
断・治療戦略の開発

濱西　潤三 産科婦人科

卵巣癌における核酸代謝
メカニズムの探求と、新規
治療基軸への応用

北村　幸子 産科婦人科 3,250,000 文部科学省

卵巣がんのがん・宿主多
様性の解明による新たな
診断・治療戦略の開発

万代　昌紀 産科婦人科 4,160,000 文部科学省

卵巣癌微小環境における
上皮間葉転換の免疫代謝
への役割

滝　真奈 産科婦人科 2,340,000 文部科学省
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前立腺がん高特異度二次
検査マーカーＰＳＡ　Ｇ－Ｉ
ｎｄｅｘに対する前臨床試
験

転移性去勢感受性前立腺
癌の分子生物学的解析に
基づくプレシジョン医療の
実現

患者由来ゼノグラフトを用
いたCDK12変異前立腺癌
のPARP阻害薬不応性の
克服

住吉　崇幸

小林　恭

後藤　崇之

泌尿器科

泌尿器科

泌尿器科

3,900,000

1,430,000

9,360,000

1,820,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

公益財団法人
がん研究会

理事長

遺伝子改変尿路上皮オル
ガノイドによる膀胱発癌メ
カニズムの解明と免疫治
療のモデル化

赤松　秀輔

1,950,000 文部科学省

膀胱癌同種移植マウスモ
デルを用いた化学療法感
受性を規定する腫瘍免疫
微小環境の解明 北　悠希 泌尿器科

泌尿器科

炎症性膀胱疾患における
慢性炎症と尿路上皮
ギャップ結合蛋白の関与
の解明 河野　仁 泌尿器科 1,430,000 文部科学省

文部科学省

ロボット支援術中臓器への
加圧程度を手術映像のみ
から判断するAIシステム開
発と実装 増井　仁彦 泌尿器科 1,040,000

生体二光子励起イメージ
ングによる膀胱癌および
腫瘍微小環境の時空間的
解析 佐野　剛視 泌尿器科 780,000 文部科学省

母体血流によるシェアスト
レスが絨毛間腔において
妊娠初期絨毛に与える影
響の解明 千草　義継 産科婦人科 1,690,000 文部科学省

性周期を軸にした「女性の
生涯学」の提案と社会参
加への応用

江川　美保 産科婦人科 6,500,000 文部科学省
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（国立精神・神経医療研究
センターからの受託研究）
デュシェンヌ型筋ジストロ
フィーを対象とした新たな
患者レジストリを構築する
ための研究（Ｒｅｍｕｄｙ－Ｄ
ＭＤ）

腫瘍の不均一性およびゲ
ノム３次元構造の視点から
見た乳児急性リンパ性白
血病の理解と治療法に関
する研究開発

小児および若年成人にお
ける再発難治ＣＤ１９陽性
Ｂ細胞性急性リンパ性白
血病に対する同種造血細
胞移植後維持療法の確立
に関する研究

原発性免疫異常症患者を
対象としたシロリムスの有
効性及び安全性を検討す
る医師主導治験

吉田　健司

加藤　格

加藤　格

八角　高裕

小児科

小児科

小児科

小児科

220,000

1,300,000

1,430,000

4,810,000

文部科学省

国立研究開発
法人　国立精
神・神経医療
研究センター

理事長

国立大学法人
東京医科歯科

大学　学長

国立研究開発
法人国立成育
医療研究セン
ター　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

術後の血管内皮グリコカ
リックス障害予防を目指し
た周術期血糖管理方法の
開発

SARS-CoV-2によるヒト血
小板機能活性化メカニズ
ムの解明と治療法の探索

川本　修司 麻酔科 1,300,000 文部科学省

江木　盛時 麻酔科 1,560,000 文部科学省

溝田　敏幸 910,000麻酔科

骨格筋量による周術期日
常生活活動低下予測と日
常生活活動維持のための
管理法の確立

吸入麻酔薬が敗血症にお
ける筋萎縮に及ぼす予防
効果の検討

甲斐　慎一 麻酔科 1,300,000 文部科学省

敗血症時に亢進する血管
透過性における個人差の
原因となる遺伝子を同定
する。 瀬尾　英哉 麻酔科 1,560,000 文部科学省

敗血症時の脊髄炎症の病
態とその治療可能性につ
いて

廣津　聡子 麻酔科 1,560,000 文部科学省
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従来のゲノム解析で診断
困難な原発性免疫不全症
患者の診断法の開発

地域連携と人材育成を促
進する新生児遠隔診療支
援システムの有用性検証

乾燥ろ紙血プロテオーム
解析を用いた原発性免疫
不全症診断の効率化研究

自然免疫異常症に対する
包括的ｉＰＳ細胞バンクの
構築

原因不明の小児急性肝炎
およびＭＩＳ－Ｃに伴う肝
炎の病態解明と治療法の
開発

難治性小児がんの時空的
多様性の解明と新規創薬
の開発

がんゲノム医療の推進に
資する小児がんの包括的
ゲノムデータ基盤の構築と
展開

岩永　甲午郎

日衛嶋　栄太郎

滝田　順子

滝田　順子

八角　高裕

八角　高裕

八角　高裕

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

13,000,000

52,000,000

29,900,000

27,300,000

780,000

780,000

260,000

文部科学省

国立大学法人
東京大学　総
長　代理人

医学部附属病
院　事務部長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立大学法人
広島大学　学

長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人国立国際
医療研究セン
ター　理事長

心筋症を誘発するHOIL-
1L遺伝子異常の心筋症発
症・進行機序の解明

馬場　志郎 小児科 1,300,000 文部科学省

デュシェンヌ型筋ジストロ
フィーの心不全発症・進行
機序解明と治療法の開発

平田　拓也 小児科 1,170,000 文部科学省

乾燥ろ紙血プロテオミクス
解析を用いた原発性免疫
不全症の新生児スクリーニ
ング法開発 八角　高裕 小児科 1,300,000 文部科学省
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小児期発症の潰瘍性大腸
炎における特異的自己抗
体・自己抗原の同定と病
態解明

中西　純子 小児科 文部科学省

早産児の慢性肺疾患の重
症度予測モデル構築のた
めの多施設共同前方視的
コホート研究 河井　昌彦 小児科 780,000 文部科学省

小児固形腫瘍の克服に資
するドライバー遺伝子を標
的としない新規治療法の
開発 滝田　順子 小児科 3,900,000 文部科学省

遺伝性銅代謝異常症の新
規原因遺伝子の解明

吉田　健司 小児科 1,300,000 文部科学省

小児最未分化型急性骨髄
性白血病の病態解析およ
び特異的治療の基盤開発

才田　聡 小児科 1,560,000 文部科学省

てんかん性脳症の新規原
因遺伝子NSFの分子病態
解析

横山　淳史 小児科 1,430,000 文部科学省

小児がんにおける遺伝学
的高発がん感受性の機序
とクローン進化の統合的
解析 滝田　順子 小児科 13,130,000 文部科学省

GIPノックアウトマウスを用
いた胎児期・新生児期の
GIPの機能解析

最新多角的オミックス解析
を用いた慢性活動性EBV
感染症の病態解析研究

加藤　格 小児科 1,690,000 文部科学省

全てのサブグループを網
羅した神経芽腫患者由来
PDXライブラリーの構築

日衛嶋　栄太郎 小児科 2,340,000 文部科学省

梅田　雄嗣 小児科 5,850,000 文部科学省

1,560,000
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メタボリックシンドロームの
予防を目指した胎児期の
低酸素への適応過程の解
明

転移性脳腫瘍に対する過
分割多段階照射の最適な
線量投与方法の開発と臨
床評価

超低侵襲リアルタイムアダ
プティ（ＲＡ）放射線治療の
実現

成人固形がんに対する標
準治療確立のための基盤
研究（２０２０－Ｊ－３）　分
担課題名：放射線治療を
含む標準治療確立のため
の多施設共同研究

難治がんに対する動体追
尾放射線治療の臨床評価
に関する研究

動体追尾強度変調回転放
射線治療技術の開発と実
行可能性臨床試験

放射線治療に関わるトラン
スレーショナルリサーチ実
施体制構築／試料集積の
方法検討、トランスレーショ
ナル実施案検討（２０２１－
Ａ－８）

膵癌放射線治療における
腫瘍内低酸素領域の動態
と低酸素誘導因子との関
係の検討

早期非小細胞肺癌に対す
る体幹部定位放射線治療
線量増加ランダム化比較
試験

溝脇　尚志

溝脇　尚志

溝脇　尚志

溝脇　尚志

松尾　幸憲

丹羽　恵
（宇藤恵）

坂中　克行

放射線治療科

放射線治療科

小児科

放射線治療科

放射線治療科

放射線治療科

放射線治療科

放射線治療科

52,000,000

5,590,000

9,694,750

19,500,000

100,000

507,000

910,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　国立が
ん研究セン

ター　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　国立が
ん研究セン

ター　理事長

国立大学法人
広島大学　学

長

文部科学省

ADA2欠損症の血管炎病
態の分子メカニズム解析

仁平　寛士 小児科 2,340,000 文部科学省

吉村　通央 放射線治療科 1,300,000 文部科学省

友滝　清一 4,030,000 文部科学省



補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

放射線照射により生じる血
管内酸化ストレス及びがん
転移形質の誘導機構の解
明

非転移性超高リスク前立
腺癌に対する革新的放射
線治療アプローチの開発

高齢放射線治療患者にお
ける非がん死亡低減にむ
けた包括的研究

井上　実

溝脇　尚志

松尾　幸憲

放射線治療科

放射線治療科

放射線治療科 1,430,000

2,340,000

910,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

即時適応放射線治療を目
指した深層学習活用
CBCT再構成法の開発

平島　英明 放射線治療科 1,430,000 文部科学省

放射線治療開始までの時
間短縮が可能かつ体内状
況に適応する次世代放射
線治療法の開発 伊良皆　拓 放射線治療科 2,080,000 文部科学省

文部科学省

乳房深吸気息止め照射に
おける体表面位置予測シ
ステムの確立

小野　幸果 放射線治療科 1,820,000

強度変調回転照射プラン
の複雑さを軽減する最適
化システムの確立

小野　智博 放射線治療科 1,300,000 文部科学省

局所進行非小細胞肺癌に
おける放射線性肺臓炎リ
スクを極小化する放射線
治療手法の確立 岸　徳子 放射線治療科 1,170,000

89Zr-トラスツズマブと
PET/MRおよび乳房専用
PET装置を用いた画像診
断 中本　裕士 放射線診断科 1,170,000 文部科学省

子宮良性疾患における
MRIによる子宮蠕動運動と
不妊治療、妊娠転帰予測
に関する検討 木戸　晶 放射線診断科 910,000 文部科学省
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坂田　昭彦

乳癌縮小手術・非手術治
療を可能とする高精度マ
ルチパラメトリックイメージ
ングの開発 片岡　正子 放射線診断科 1,690,000 文部科学省

放射線診断科 1,430,000 文部科学省

T細胞の疲弊化を描出す
るPET分子イメージング法
の確立

野橋　智美 放射線診断科 2,340,000 文部科学省

MRI・PETによる神経膠腫
の遺伝子型診断と機械学
習を用いた自動診断法の
研究 奥知　左智 放射線診断科 1,560,000 文部科学省

経皮的エタノール注入療
法による腫瘍免疫反応の
賦活化：マウスがんモデル
を用いた解析 大野　豪 放射線診断科 910,000 文部科学省

臓器位置変動に対応した
放射線治療品質管理シス
テムの構築

鶴田　裕輔 放射線診断科 910,000 文部科学省

膵臓癌に対する非侵襲高
精度放射線治療を目指し
た動態解析に関する研究

佐々木　誠 放射線診断科 780,000 文部科学省

乳癌患者におけるFES-
PETの診断能と臨床的有
意性 河井　可奈江

（三宅可奈江）
放射線診断科 520,000 文部科学省

希少疾患画像研究のため
の多施設症例共有ネット
ワーク及びプラットフォー
ムの構築 樋本　祐紀 放射線診断科 780,000 文部科学省

深層学習を用いた産婦人
科MRIの自動診断

倉田　靖桐 放射線診断科 1,040,000 文部科学省

PETとMRIを活用した神経
膠腫の分子生物学的プロ
ファイルに迫る術前診断
法の確立
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多細胞間相互作用による
皮膚バリアの適応・修復機
序の解明

本邦のシュニッツラー症候
群患者の急性期炎症所見
に対するカナキヌマブを用
いた多施設医師主導治験

椛島　健治

神戸　直智

志水　陽一

皮膚科

皮膚科

384,363,084

78,000,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

文部科学省

文部科学省

肥厚性皮膚骨膜症（PDP）
患者由来iPS細胞を用いた
PDP新規治療薬の開発

野村　尚史 皮膚科 1,560,000 文部科学省

皮膚微小環境において極
小マイクロバイオームが果
たす役割の解明

中島　沙恵子 皮膚科 780,000

円形脱毛症の上皮-免疫
微小環境(EIME)と免疫特
権の破たんのループの伝
播 加来　洋 皮膚科 780,000 文部科学省

皮膚の時空間的再構築の
理解

石田　雄大 皮膚科 2,210,000

文部科学省

PET/CT画像を用いた免
疫チェックポイント阻害薬
の高精度な治療予測モデ
ルの開発 中本　隆介 放射線診断科 1,820,000

網羅的遺伝子スクリーニン
グ技術を用いた甲状腺癌
内用療法に対する抵抗性
因子の探索 子安　翔 放射線診断科 1,430,000 文部科学省

放射線診断科 1,950,000 文部科学省

小児脳MRIにおけるMR
Fingerprintingの応用

伏見　育崇 放射線診断科 2,470,000 文部科学省

細胞療法の治療効果予測
のためのCell Tracking
PET診断用薬剤の開発
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摂食障害に対する認知行
動療法の有効性の神経科
学的エビデンスの創出

全世代対応型遠隔メンタ
ルヘルスケアシステム（Ｋ
ＯＫＯＲＯＢＯ－Ｊ）によるメ
ンタルヘルスプラット
フォームの開発・社会実装
拠点に関する京都大学に
よる研究開発

ＡＩ技術を活用した統合失
調症の早期診断医療機器
プログラムの開発

磯部　昌憲

磯部　昌憲

宮田　淳 精神科神経科

2,600,000

2,080,000

1,950,000

国立研究開発
法人　国立精
神・神経医療
研究センター

理事長

文部科学省

文部科学省

炎症性皮膚疾患における
病原性抗原提示細胞と治
療標的の同定

中溝　聡 皮膚科 910,000 文部科学省

皮膚における多様な免疫
応答の誘導機序と他臓器
との免疫学的連関の解明

椛島　健治 皮膚科 52,520,000

翻訳後修飾に着目した肉
芽腫性炎症の制御機構解
明

神戸　直智 皮膚科 2,470,000 文部科学省

T細胞を抗原特異的に皮
膚へ遊走させるメカニズム
の解明

江川　形平 皮膚科 1,300,000

文部科学省

アミノ酸制限食の皮膚と紫
外線皮膚障害に与える影
響の解明

川上　聡経 皮膚科 1,430,000 文部科学省

国立研究開発
法人　国立精
神・神経医療
研究センター

理事長

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

精神科神経科

精神科神経科

7T MRSI・fMRSによる統合
失調症のCCTCC障害仮
説の検証

吉原　雄二郎 精神科神経科 1,170,000 文部科学省

月経関連の情動、認知機
能変化の包括的理解目指
した縦断的脳画像研究

植野　司 精神科神経科 1,300,000
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末梢神経損傷に対する同
種臍帯由来間葉系細胞を
用いた三次元神経導管移
植治療法の開発 池口　良輔 リハビリテーション科 39,000,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

文部科学省

文部科学省

次世代拡散MRIおよび機
械学習を用いた統合失調
症新規診断基準の検討

孫　樹洛 精神科神経科 780,000 文部科学省

統合失調症の触覚時空間
情報処理における大脳皮
質の層特異的活動

張　志林 精神科神経科 1,560,000

文部科学省

超高磁場MRIを用いた視
床下部機能的結合解析の
新規開発と気分障害への
応用 村井　俊哉 精神科神経科 2,860,000 文部科学省

統合失調症と自閉スペクト
ラム症への社会認知トレー
ニングの効果増強：神経
基盤の解明 大塚　貞男 精神科神経科 3,510,000

文部科学省

タウ・アミロイドPETおよび7
テスラMRI/MRSによる中
高年期精神疾患の層別化

久保田　学 精神科神経科 5,460,000 文部科学省

マインドフルネスの感情調
節効果と痩せ：神経性痩
せ症の介入開発に向けた
基盤的研究 野田　智美 精神科神経科 1,820,000

ギャンブル障害の臨床経
過に関わる神経基盤につ
いて

鶴身　孝介 精神科神経科 1,430,000 文部科学省

PETイメージングを用いた
慢性脳虚血がアルツハイ
マー病理発現におよぼす
影響の解明 山内　浩 精神科神経科 1,950,000 文部科学省

神経性やせ症の反社会的
行動における非侵襲的脳
刺激法の効果

磯部　昌憲 精神科神経科 1,690,000
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IMP3を軸とした多重免疫
染色を用いた血管内大細
胞型B細胞リンパ腫の病理
診断

糖尿病根治を目指したＭ
ＹＣＬによるリプログラミン
グを介した膵島再生医療
の開発

慢性膵炎等に対する膵全
摘術に伴う自家膵島移植
術の先進医療制度下多施
設共同試験

肝臓外科領域における食
事療法の有効性および腸
内環境の変動解析

穴澤　貴行

穴澤　貴行

内田　洋一朗

田中　浩基

山田　洋介

3,250,000

国立大学法人
東京大学　総
長　代理人

医科学研究所
事務部長

国立研究開発
法人国立国際
医療研究セン
ター　理事長

同種造血幹細胞移植患者
の骨格筋量および身体機
能とマイオカイン動態の関
連 村尾　昌信 リハビリテーション部 1,560,000 文部科学省

リハビリテーション部 1,430,000 文部科学省

肺移植術前における骨格
筋の質の低下に関連する
因子の検討

大島　洋平 リハビリテーション部 410,000 文部科学省

急性期脳卒中患者におけ
る最適な身体活動量の検
討

北村　岳斗 リハビリテーション部 450,000

臓器移植医療部 2,990,000 文部科学省

文部科学省

脳卒中後急性期の筋量お
よび筋質変化が長期的ア
ウトカムに与える影響の解
明

病理診断科 1,560,000 文部科学省

Tuft細胞性に着目した胸
部がんの特性解明と新規
治療法の提唱

病理診断科 1,300,000 文部科学省

培養細胞を用いた胃粘膜
発癌メカニズムと遺伝子変
異・ピロリ菌感染相互作用
の解明 竹内　康英

藤本　正数 病理診断科 2,210,000 文部科学省

臓器移植医療部

臓器移植医療部 6,454,500
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多剤耐性菌感染症の実態
を明らかにする多施設研
究ネットワーク

松村　康史

長尾　美紀

530,000

597,740

検査部

国立研究開発
法人国立国際
医療研究セン
ター　理事長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

文部科学省

細胞分泌実時間イメージ
ング法に基づく機能的細
胞診システムの創生

井澤　和司
総合周産期母子医療

センター
1,040,000

国立大学法人
東京大学

原発性免疫不全症・自己
炎症性疾患・早期発症型
炎症性腸疾患の臨床ゲノ
ム情報を連結した患者レ
ジストリの構築研究

井澤　和司
総合周産期母子医療

センター
988,000

国立大学法人
東京医科歯科

大学　学長

原因不明の炎症性疾患に
おけるⅠ型IFN応答遺伝
の発現解析と新規炎症病
態の解明 井澤　和司

総合周産期母子医療
センター

1,300,000 文部科学省

乳癌抗癌剤治療における
心血管関連合併症予測と
早期診断の検討 加藤　恵理

（戸田恵理）
検査部 130,000 文部科学省

文部科学省

検査部

文部科学省

高周波律動　(HFO)　を用
いたBAFMEの診断・治療
のバイオマーカーの確立

人見　健文 検査部 1,040,000 文部科学省

環境レジストームに着目し
た効果的な病院環境整備
に関する探索的研究

長尾　美紀 検査部

城　友泰 検査部 1,430,000

130,000

リンパ形質細胞性リンパ腫
モデルマウスの作製による
病態解析と新規治療薬
シーズの探索

全ゲノム解析を用いた肺
炎球菌の病原性解析およ
び新規出現クローンの分
子疫学解析

全ゲノムシーケンスを軸と
したオミックス解析による多
段階肝発癌メカニズムの
解明 竹田　治彦 がんセンター 2,080,000
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病院薬剤師へのタスク・シ
フト／シェア普及に対する
阻害要因の把握とその解
決に向けた調査研究

実臨床におけるファーマコ
ゲノミクスデータベースを
活用した個別化投与設計
指針の構築

乳がん患者における腫瘍
流入領域リンパ節の免疫
微小環境解析を用いた新
規治療戦略開発

リアルワールドデータを用
いたICU入室高齢患者の
退室後の要介護度につい
ての研究

ファーマコゲノミクス検査
の臨床普及を目指した臨
床ゲノム薬理学的研究

薬剤性腎障害の実態解明
とそれに基づく発症機序
の探索

末梢神経障害予防/治療
薬の開発に向けたトランス
レーショナルリサーチ

寺田　智祐

平　大樹

寺田　智祐

中川　俊作

中川　貴之

山口　絢音

武田　親宗

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

手術部

手術部

薬剤部

1,820,000

1,170,000

7,331,000

1,170,000

1,170,000

1,170,000

4,680,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

厚生労働省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

臨床検体からの抗原直接
検出による薬剤耐性菌の
迅速検査法の開発と臨床
評価 松村　康史 検査部 1,950,000

放射線治療による好中球
細胞外トラップを介した遠
隔転移のメカニズム解明と
予防法開発 中島　良太 放射線部 1,560,000

大規模データの機械学習
解析による造血細胞移植
治療の最適化

新井　康之 検査部 2,340,000
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免疫チェックポイント阻害
薬における間質性肺疾患
の重症化リスク因子の探
索

肺移植後における安全性
と治療継続性を高めるた
めのガンシクロビル投与法
の検討

静脈血栓塞栓症併発がん
患者における直接第Xa因
子阻害薬の安全性に関す
る検討

プロポフォールの脳中実
測濃度に基づく薬物動態
モデルの作成と検証

直接作用型経口抗凝固薬
エドキサバンの個別化減
量基準の構築

新規腎機能評価方法論に
よる小児移植患者のバル
ガンシクロビル適正投与
設計の構築

BRD4及びCBP/p300を標
的とした小児MLL白血病
に対する新規治療法の開
発

新規3次元感覚神経オル
ガノイドを用いた抗がん剤
末梢神経障害の機序・原
因療法の探索

抗真菌薬ポサコナゾール
がテイコプラニンの血中濃
度に及ぼす影響について
の研究

体外循環装置使用下での
メロペネムおよびレボフロ
キサシンの最適投与計画
の構築

川田　将義

今井　哲司

杉本　充弘

西川　有沙美

横井　茉里

片田　佳希

有福　萌波

渡邉　愛未

勝部　友理恵

今吉　菜月

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

440,000

470,000

1,040,000

480,000

520,000

1,100,000

410,000

450,000

460,000

450,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省
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差分プライバシーによる匿
名加工後の医療情報の有
用性の検証

脳卒中超急性期臨床試験
における適切な同意手続
きの確立に関する研究

高品質のＩＲＢ審査の基盤
となるＩＲＢクラブの設立お
よびＩＲＢ運用ハンドブック
の作成と普及に関する研
究

レセプトデータベース
（NDB）の利用を容易にす
るための包括的支援シス
テムの開発

寝たきり予防に還元する
包括的な代謝因子研究

皮膚のリンパ濾胞構造が
皮膚の異所性リンパ組織
iSALTであるかの検討

要介護リスクに寄与する
QOLの構成及び変化パ
ターンの解明

森　由希子

亀田　雅博

加藤　源太

渡邉　卓也

渡邉　卓也

小亀　敏明

紙谷　司

13,000,000

倫理支援部

地域ネットワーク医療
部

倫理支援部

総合臨床教育・研修
センター

診療報酬センター

総合臨床教育・研修
センター

医療情報企画部

医療情報企画部

650,000

医療情報企画部 5,720,000

1,950,000

390,000

2,210,000

7,020,000

1,820,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

国立循環器病
研究センター

理事長

国立大学法人
大阪大学医学
部附属病院

病院長

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

19,487,000 厚生労働省

臨床能力を育む医療教育
システムの実現に向けた
患者仮想化技術の創出

没入型バーチャルリアリ
ティを利用した高次脳機
能障害のリハビリテーショ
ン ＬＩＵ　ＣＨＡＮＧ 医療情報企画部 910,000 文部科学省

山本　豪志朗

臨床疫学に活用可能なＮ
ＤＢ等データセットの作成
に関する研究

森　由希子
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標準化電子ワークシートを
核とした分散型臨床試験
のシステム・運用両面から
の構築

肺癌患者を対象とした臨
床試験における有効性お
よび安全性の評価に関す
る統計解析的研究

肥大型心筋症患者におけ
る診療の実態調査および
突然死／拡張相への移行
に関する新規予測プログ
ラムの開発とその検証

心臓核医学検査による特
発性心筋症病態層別化指
標の確立

研究公正推進のための制
度的研究と教育環境的研
究

ストリオソーム神経細胞選
択的な遺伝子操作マウス
を用いた神経変性疾患の
病態機序解明

大腸上皮の分化指標に基
づく大腸がん予後予測新
規因子の解明

伊藤　達也

奥宮　太郎

三好　弘之

永井　洋士

加藤　貴雄

加藤　貴雄

森田　智視

先端医療研究開発機
構

先端医療研究開発機
構

先端医療研究開発機
構

先端医療研究開発機
構

先端医療研究開発機
構

先端医療研究開発機
構

先端医療研究開発機
構

10,967,000

600,000

390,000

520,000

780,000

1,040,000

1,430,000

国立大学法人
大阪大学　大
学院医学系研

究科長

国立大学法人
九州大学　学

長

国立研究開発
法人　国立循
環器病研究セ

ンター

文部科学省

文部科学省

文部科学省

宝塚市病院事
業管理者

マウスモデルと臨床材料を
用いた大腸がん幹細胞の
転移機構の解析

柿崎　文彦
先端医療研究開発機

構
2,340,000

宇宙及び地球規模環境要
因のヒト健康への影響に
ついて

西村　勉
先端医療研究開発機

構
1,430,000 文部科学省

文部科学省
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固形癌に対するＧＰＣ－１
ＣＡＲ－Ｔ療法の実用化に
向けた　ｅｘ　ｖｉｖｏ　安全性
／有効性評価法の確立

癌領域の医薬品、診断
薬、再生医療の開発早期
に必要な臨床データに関
する研究

初代ヒト肺上皮細胞を用
いたモデルによる特発性
間質性肺炎の新規治療法
開発

ヒトにおける細胞外マトリッ
クスの代謝への影響の検
討

光超音波による腫瘍低酸
素領域の可視化と腫瘍及
び新生血管同時イメージ
ング法の開発

神経変性疾患希少疾患
データベース作成と画像
診断支援アルゴリズムに
関する研究

CXCR7の動脈硬化におけ
る機能解明とPETによる臨
床応用に向けて

永井　純正

澤田　武志

今井　晶
（松島晶）

井上　真由美

松本　純明

日野田　卓也

馬場　理

青木　雅彦

次世代医療・ｉＰＳ細
胞治療研究センター

先端医療研究開発機
構

先制医療・生活習慣
病研究センター

先制医療・生活習慣
病研究センター

先制医療・生活習慣
病研究センター

先制医療・生活習慣
病研究センター

先制医療・生活習慣
病研究センター

13,505,570

1,300,000

1,040,000

1,430,000

1,560,000

1,300,000

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

1,040,000

ミトコンドリア置換技術を用
いた、がん細胞における
mtDNAの影響の解明

澤田　武志
次世代医療・iPS細胞

治療研究センター
3,380,000 文部科学省

患者報告アウトカム（ｐａｔｉｅ
ｎｔ　ｒｅｐｏｒｔｅｄ　ｏｕｔｃｏｍｅ
ｓ：ＰＲＯ）の　ＩＣＴ　化と社
会実装推進のためのガイ
ドライン作成に資する研究

中島　貴子
次世代医療・iPS細胞

治療研究センター
19,500,000 厚生労働省

CTOS法による患者由来
癌オルガノイドを用いた新
たな薬剤感受性検査法の
確立

次世代医療・iPS細胞
治療研究センター

2,600,000 文部科学省
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関節リウマチに対するセル
トリズマブペゴル（ＣＺＰ）治
療におけるメトトレキサート
（ＭＴＸ）併用中止後の治
療効果持続性に関する研
究：ＰＲＩＭＥＲＡ　ｓｔｕｄｙ

炎症性関節炎における
KDM1Aを介した細胞間
ネットワークの解析

新規骨髄系マクロファージ
様細胞の骨病変への関与

NDB・多施設レジストリー・
単施設コホートの融合によ
る関節リウマチの合併症の
解明

抗IL-5受容体抗体による
好塩基球を介した獲得免
疫系への影響の解明

非回復性睡眠が生活習慣
病等の発症に影響を及ぼ
すメカニズムの解明

肺機能低下と睡眠呼吸障
害の横断・縦断的解析と
病態生理解明のためのメ
タボローム解析

喫煙による肺の気腫性変
化を早期に検出する画像
指標とバイオマーカーの
探索

耐糖能異常（IGT）段階で
早期に診断を行うための
指標の探索

重症呼吸不全患者におけ
る肺移植術後の予後改善
に関する研究

村田　浩一

藤井　貴之

大西　輝

砂留　広伸

高橋　順美

陳　和夫

佐藤　晋

村田　浩一

今井　誠一郎

辰巳　真貴子

リウマチ性疾患先進
医療学講座

呼吸管理睡眠制御学
講座

呼吸管理睡眠制御学
講座

呼吸管理睡眠制御学
講座

リウマチ性疾患先進
医療学講座

リウマチ性疾患先進
医療学講座

リウマチ性疾患先進
医療学講座

呼吸管理睡眠制御学
講座

先制医療・生活習慣
病研究センター

先制医療・生活習慣
病研究センター

50,000

3,250,000

1,560,000

1,820,000

1,690,000

1,560,000

1,820,000

2,210,000

2,600,000

1,690,000

文部科学省

国立大学法人
東海国立大学
機構　機構長

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



補〇

委

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補

委〇

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

機能性金属イオンの徐放
により骨形成と抗菌性を制
御する多孔構造を備えた
近未来型積層造形チタン
インプラントの創製

間質性肺炎に対する多施
設共同前向き観察研究

フェノタイプ・エンドタイプ
に着目した本邦の喘息患
者における３年間予後の
検討

がんの幹細胞性と線維化
機構の制御による多因子
標的がん治療法の開発

ＦＧＦＲ遺伝子異常を有す
る進行・再発固形がんに
対するＥ７０９０単剤療法の
多施設共同第Ⅱ相医師主
導治験

マルチオミックス解析と機
械学習による関節リウマチ
治療効果予測

癌転移における癌細胞集
団が示す極性転換の機能
的意義の解析

がん三次元構造における
幹細胞化シグナルの時空
間的解析

大腸癌細胞集団の極性転
換による免疫回避機構の
解明

藤林　俊介

松原　淳一

藤井　貴之

小沼　邦重

井上　正宏

井上　正宏

半田　知宏

小熊　毅

中西　祐貴

運動器機能再建学講
座

リウマチ性疾患先進
医療学講座

呼吸不全先進医療講
座

地域医療システム学
講座

地域医療システム学
講座

クリニカルバイオリソー
ス研究開発講座

クリニカルバイオリソー
ス研究開発講座

クリニカルバイオリソー
ス研究開発講座

臨床システム腫瘍学
講座

3,900,000

2,340,000

20,000

39,600

26,780,000

1,170,000

5,460,000

3,120,000

2,400,000

国立研究開発
法人科学技術
振興機構　分
任研究契約担
当者　契約部

長

国立研究開発
法人　日本医
療研究開発機
構　契約担当
職　理事長

国立研究開発
法人　国立が
ん研究セン

ター　理事長

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

国立大学法人
東海国立大学
機構　機構長

独立行政法人
国立病院機構

東京病院

閉塞性睡眠時無呼吸で惹
起されるミトコンドリア機能
異常のメカニズムとその影
響の検討 濱田　哲

呼吸不全先進医療講
座

1,820,000 文部科学省



補〇

委

補〇

委

補

委〇

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委 計457

(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請
の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入する
こと。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委
託元を記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

アディクションの病態・症
候・治療に関する包括的
研究

肥満病態に着目した敗血
症重症化機序の解明と治
療応用

低代謝療法の基盤となる
脳から末梢組織への休眠
シグナルの解明

急性呼吸不全患者におけ
る睡眠呼吸障害を含めた
客観的かつ縦断的睡眠評
価手法の確立

敗血症に合併した低体温
における骨髄由来細胞の
iNOSを介した病態的意義
の解明

腎糸球体でのナトリウム利
尿ペプチド受容体とp38
MAPKの関連性

村井　俊哉

趙　晃済

大鶴　繁

南　卓馬

高谷　悠大

山田　博之

精神医学

初期診療･救急医学

初期診療･救急医学

初期診療･救急医学

初期診療･救急医学

初期診療･救急医学

1,000,000

1,300,000

1,430,000

2,600,000

1,690,000

910,000

国立研究開発
法人　国立精
神・神経医療
研究センター

理事長

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

脳皮質・深部核ネットワー
クを踏まえた、脳波リズム
の自発的制御によるてん
かん治療 宇佐美　清英

てんかん・運動異常
生理学講座

1,690,000 文部科学省

グリアの視点からの片頭痛
の新展開：slow EEGと機
能的MRIの統合的解析

池田　昭夫
てんかん・運動異常

生理学講座
2,080,000 文部科学省



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

Amplified
EPOR/JAK2 Genes

Define a Unique
Subtype of Acute

Erythroid Leukemia

血液内科

Burden of illness seen
in hereditary
angioedema in

Japanese patients:
Results from a patient

reported outcome
survey

Intractable &amp; Rare
Diseases Research・

20230228. 2023 Feb；
12(1):35-44

Kashiwa A,
Makiyama T,
Kohjitani H

et al.

血液内科

Disrupted Ca(V)1.2
selectivity causes

overlapping long QT
and Brugada

syndrome phenotypes
in the CACNA1C-
E1115K iPS cell

model

雑誌名・
出版年月等

Blood cancer discovery・
20220715. 2022 Sep；

3(5):410-427

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

Takeda J,
Yoshida K,
Nakagawa
MM et al.

血液内科

Heart rhythm・20220822.
2023 Jan；20(1):89-99

Yamamoto B,
Honda D,

Ohsawa I et
al.

Fortin J,
Chiang MF,
Meydan C et

al.

血液内科

Distinct and opposite
effects of

leukemogenic Idh and
Tet2 mutations in

hematopoietic stem
and progenitor cells

Proceedings of the
National Academy of

Sciences・20230124. 2023
Jan；120(4):e2208176120

Muranushi H,
Shindo T,

Chen-
Yoshikawa
TF et al.

血液内科

Dual inhibition of the
MEK/ERK and

PI3K/AKT pathways
prevents pulmonary
GVHD suppressing
perivenulitis and

bronchiolitis

Blood Advances・
20220425. 2023 Jan；

7(1):106-121

Kanda J,
Hirabayashi
S, Yokoyama

H et al.

血液内科

Effect of Multiple
HLA Locus

Mismatches on
Outcomes after

Single Cord Blood
Transplantation

Transplantation and
cellular therapy・

20220513. 2022 Jul；
28(7):398

（様式第3）



7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

Shimazu Y,
Kanda J,

Kosugi S et
al.

血液内科

Efficacy of
elotuzumab for

multiple myeloma in
reference to

lymphocyte counts
and kappa/lambda

ratio or B2
microglobulin

Scientific reports・
20230329. 2023 Mar；

13(1):5159

Tashiro Y,
Kanda J,

Iemura T et
al.

血液内科

Feasibility of ovarian
stimulation for

fertility preservation
during and after
blinatumomab

treatment for Ph-
negative B-cell acute

lymphoblastic
leukemia

International Journal of
Hematology・202209. 2022

Sep；116(3):453-458

Shimomura Y,
Komukai S,
Kitamura T

et al.

血液内科

Identifying the
optimal conditioning
intensity for stem cell

transplantation in
patients with

myelodysplastic
syndrome: a machine

learning analysis

Bone marrow
transplantation・20221114.
2023 Feb；58(2):186-194

Leca J,
Lemonnier F,
Meydan C et

al.

血液内科

IDH2 and TET2
mutations synergize

to modulate T
Follicular Helper cell
functional interaction

with the AITL
microenvironment

Cancer cell・20230202.
2023 Feb；41(2):323-339

Konuma T,
Kanda J,

Uchida N et
al.

血液内科

Intensified
conditioning regimens

improved disease-
free survival and
engraftment after

unrelated single-unit
cord blood

transplantation but
not after matched
sibling or matched
unrelated donor

allogeneic
hematopoietic cell

transplantation

Hematological oncology・
20221021. 2023 Feb；

41(1):147-158

Nagata K,
Utsumi D,

Asaka MN et
al.

血液内科

Intratracheal
trimerized nanobody

cocktail
administration

suppresses weight
loss and prolongs
survival of SARS-

CoV-2 infected mice

Communications
medicine・20221126. 2022

Nov；2(1):152



13 Original Article

14 Original Article

15 Original Article

16 Original Article

17 Original Article

18 Original Article

Shimazu Y,
Kanda J,

Kaneko H et
al.

血液内科

Monocyte or white
blood cell counts and
β(2) microglobulin
predict the durable

efficacy of
daratumumab with

lenalidomide

Therapeutic advances in
hematology・2022. 2022

Dec；
13:20406207221142487

Gao J,
Makiyama T,
Yamamoto Y

et al.

血液内科

Novel Calmodulin
Variant p.E46K
Associated With

Severe
Catecholaminergic

Polymorphic
Ventricular
Tachycardia

Produces Robust
Arrhythmogenicity in

Human Induced
Pluripotent Stem

Cell-Derived
Cardiomyocytes

Circulation. Arrhythmia
and electrophysiology・
20230303. 2023 Mar；

16(3):e011387

Sugimoto N,
Nakamura S,
Shimizu S et

al.

血液内科

Production and
nonclinical evaluation

of an autologous
iPSC-derived platelet

product for the
iPLAT1 clinical trial

Blood advances・
20220923. 2022 Dec；

6(23):6056-6069

Tsujisaka Y,
Hatani T,

Okubo C et
al.

血液内科

Purification of human
iPSC-derived cells at

large scale using
microRNA switch and
magnetic-activated

cell sorting

Stem cell reports・
20220712. 2022 Jul；

17(7):1772-1785

Onda Y,
Kanda J,

Kaneko H et
al.

血液内科

Real-world
effectiveness and
safety analysis of

carfilzomib-
lenalidomide-

dexamethasone and
carfilzomib-

dexamethasone in
relapsed/refractory
multiple myeloma: a

multicenter
retrospective analysis

Therapeutic advances in
hematology・2022. 2022

Jun；
13:20406207221104584

Bouchi R,
Kondo T,

Ohta Y et al.
糖尿病・内分泌・栄養内科

A consensus
statement from the

Japan Diabetes
Society: A proposed

algorithm for
pharmacotherapy in
people with type 2

diabetes

Journal of Diabetes
Investigation・202212.

2023 Jan；14(1):151-164



19 Original Article

20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

23 Original Article

24 Original Article

25 Original Article

Keidai Y,
Fujikura J,

Nakamura T
et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

A unique profile of
insulin antibody titer
in islet-transplanted

patients

Journal of diabetes
investigation・20220623.
2022 Nov；13(11):1939-

1942

Yoshiji S,
Tanaka D,

Minamino H
et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Causal associations
between body fat
accumulation and

COVID-19 severity:
A Mendelian

randomization study

Frontiers in
Endocrinology・20220803.

2022 Aug；13:899625

Fauzi M,
Murakami T,
Yabe D et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Current
understanding of

imeglimin action on
pancreatic β-cells:

Involvement of
mitochondria and

endoplasmic
reticulum

homeostasis

Journal of diabetes
investigation・20221201.
2023 Feb；14(2):186-188

Ueba Y,
Yamauchi I,
Hakata T et

al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Delayed-onset
immune-related
adverse events

involving the thyroid
gland by immune

checkpoint inhibitors
in combination with

chemotherapy: a case
report and

retrospective cohort
study

Endocrine journal・
20221202. 2023 Mar；

70(3):323-332

Yoshiji S,
Minamino H,
Tanaka D et

al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Effects of glucagon-
like peptide-1

receptor agonists on
cardiovascular and
renal outcomes: A
meta-analysis and
meta-regression

analysis

Diabetes, obesity &
metabolism・202206. 2022

Jun；24(6):1029-1037

Hasebe M,
Yoshiji S,

Keidai Y et
al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Efficacy of
antihyperglycemic

therapies on
cardiovascular and

heart failure
outcomes: an updated

meta-analysis and
meta-regression
analysis of 35
randomized

cardiovascular
outcome trials

Cardiovascular
diabetology・20230319.

2023 Mar；22(1):62

Yamauchi I,
Sakane Y,

Okuno Y et
al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

High-throughput
Screening in

Combination With a
Cohort Study for

Iodothyronine
Deiodinases

Endocrinology・20220613.
2022 Aug；163(8):bqac090



26 Original Article

27 Original Article

28 Original Article

29 Original Article

30 Original Article

31 Original Article

32 Original Article

Honda Keith
Y, Yamauchi
I, Yamane S

et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Hypothyroidism
associated with
povidone-iodine

sugar ointment for
chronic cutaneous

ulcers

European journal of
dermatology : EJD・

20220901. 2022 Sep；
32(5):638-640

Kiyobayashi
S, Murakami
T, Harada N

et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Noninvasive
Evaluation of GIP
Effects on β-Cell

Mass Under High-Fat
Diet

Frontiers in
Endocrinology・20220712.

2022 Jul；13:921125

Fauzi M,
Murakami T,
Fujimoto H

et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Preservation effect of
imeglimin on

pancreatic β-cell
mass: Noninvasive
evaluation using

(111)In-exendin-4
SPECT/CT imaging
and the perspective

of mitochondrial
involvements

Frontiers in
endocrinology・2022. 2022

Sep；13:1010825

Mori Y, Duru
OK, Tuttle
KR et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Sodium-Glucose
Cotransporter 2

Inhibitors and New-
onset Type 2

Diabetes in Adults
With Prediabetes:
Systematic Review

and Meta-analysis of
Randomized

Controlled Trials

The Journal of clinical
endocrinology and

metabolism・20221011.
2022 Dec；108(1):221-231

Tsukaguchi
R, Murakami
T, Yoshiji S

et al.

糖尿病・内分泌・栄養内科

Year-long effects of
COVID-19

restrictions on
glycemic control and
body composition in
patients with glucose
intolerance in Japan:

A single-center
retrospective study

Journal of diabetes
investigation・20220818.
2022 Dec；13(12):2063-

2072

Nishiwaki S,
Shizuta S,

Tanaka M et
al.

循環器内科

A case of
preexcitation

syndrome showing
atypical

atrioventricular nodal
reentrant tachycardia

and orthodromic
atrioventricular
reciprocating

tachycardia with a
bystander concealed
nodoventricular/nodo

fascicular pathway

HeartRhythm case
reports・202207. 2022

May；8(7):529-534

Nishiwaki S,
Naka M,

Morinaga A
et al.

循環器内科

An irregularly
irregular

supraventricular
tachycardia: What is

the mechanism?

Journal of cardiovascular
electrophysiology・

20221213. 2023 Jan；
34(1):246-248



33 Original Article

34 Original Article

35 Original Article

36 Original Article

37 Original Article

38 Original Article

39 Original Article

Ikeda S,
Ueno Y,

Maemura K
et al.

循環器内科

Association Between
the Development of

Thrombosis and
Worsening of Disease
Severity in Patients

With Moderate
COVID-19 on

Admission　- From
the CLOT-COVID

Study

Circulation journal :
official journal of the
Japanese Circulation

Society・20220701. 2023
Feb；87(3):448-455

Nishiwaki S,
Shizuta S,

Tanaka M et
al.

循環器内科

Atrial pacing
successfully

suppressed drug-
resistant ventricular

fibrillation in a
patient with early

repolarization
syndrome

HeartRhythm case
reports・202207. 2022

Apr；8(7):488-492

Yamamoto K,
Watanabe H,
Morimoto T

et al.

循環器内科

Clopidogrel
Monotherapy After
1-Month DAPT in
Patients With High
Bleeding Risk or

Complex PCI

JACC. Asia・202302. 2023
Jan；3(1):31-46

Yamamoto K,
Watanabe H,
Morimoto T

et al.

循環器内科

Clopidogrel
Monotherapy After

1-Month Dual
Antiplatelet Therapy

in Patients With
Diabetes Undergoing

Percutaneous
Coronary

Intervention

JACC. Cardiovascular
interventions・20230109.
2023 Jan；16(1):19-31

Obayashi Y,
Watanabe H,
Morimoto T

et al.

循環器内科

Clopidogrel
Monotherapy After

1-Month Dual
Antiplatelet Therapy

in Percutaneous
Coronary

Intervention: From
the STOPDAPT-2

Total Cohort

Circulation.
Cardiovascular

interventions・202208.
2022 Aug；15(8):e012004

Ikeda S,
Yamashita Y,
Morimoto T

et al.

循環器内科

Impact of chronic
lung disease on long-

term clinical
outcomes in patients

with venous
thromboembolism:

From the
COMMAND VTE

registry

European journal of
internal medicine・

20221105. 2023 Mar；
109:135-137

Ogihara Y,
Yachi S,

Takeyama M
et al.

循環器内科

Influence of obesity
on incidence of
thrombosis and

disease severity in
patients with

COVID-19: From the
CLOT-COVID study

Journal of cardiology・
20220829. 2023 Jan；

81(1):105-110



40 Original Article

41 Original Article

42 Original Article

43 Original Article

44 Original Article

45 Original Article

46 Original Article

47 Original Article

Toyota T,
Morimoto T,
Iimuro S et

al.

循環器内科

Low-Density
Lipoprotein

Cholesterol Levels on
Statins and

Cardiovascular Event
Risk in Stable

Coronary Artery
Disease　- An

Observation From
the REAL-CAD

Study

Circulation journal :
official journal of the
Japanese Circulation

Society・20230125. 2023
Jan；87(2):360-367

Takeyama M,
Yachi S,

Nishimoto Y
et al.

循環器内科

Mortality-associated
Risk Factors in

Hospitalized COVID-
19 Patients in Japan:

Findings of the
CLOT-COVID Study

Journal of epidemiology・
20221112. 2023 Mar；

33(3):150-157

Takeji Y,
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(注) 1

2

3   「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

医の倫理委員会会議録の作成 

医の倫理委員会作業手順書、委員名簿、及び会議録概要等の公表 

研究者等への教育研修 

医の倫理委員会委員及び事務局員への教育研修 

年次報告及び中止・終了報告 

研究者、研究責任者及び研究機関の長の責務 

試料・情報の保管及び他の機関等の試料・情報の利用等 

迅速審査に関する手順 

多機関共同研究についての事務手続き及び審査の方針 

重篤な有害事象・安全性情報の報告 

専門小委員会の運用にかかる手順書 

不適合に関する報告 

中央倫理審査委員会としての一括審査 

外部機関の倫理委員会への審査依頼 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 利益相反マネジメントの原則、利益相反審査に係る審議体制・手続き等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 



(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年4回 

 ・研修の主な内容 

臨床研究等倫理講習会 

2022年度 臨床研究等倫理講習会 

「開会挨拶」 

「臨床研究の適正実施に向けた取り組み」 

「先進医療・患者申出療養と臨床研究保険について」 

 

倫理審査委員教育研修会 

2022年度 第1回 

「開会挨拶」 

「臨床研究の適正実施に向けた取り組み」 

「先進医療・患者申出療養と臨床研究保険について」 

2022年度 第2回 

「監査とは」 

2022年度 第3回 

「同意書管理ツールを使った研究管理」 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

京大病院では、単に自立して診療ができるだけでなく、将来的にその領域でリーダーシップが

とれるような実力のある専門医の養成をめざしている。 

こうした専門医になるためには、固定化した医療環境で、漫然と日常診療をこなすだけでは不

十分であり、系統的なプログラムにもとづき、優れた指導医のもとで、さまざまな医療環境を経

験することが必要となる。 

 京大病院は、レベルの高い魅力的な第一線の医療機関が関連病院としてリンクしていることで

有名であり、活発に人事交流することが実力のある臨床医を育成する原動力になっている。プロ

グラムは、こうしたアクティビティの高い病院での修練が包括されたものとなっている。その中

で大学においては若い医師たちが真摯で刺激的なディスカッションを重ねながら、挑戦的で先進

的な課題に取り組む環境が形成されており、京大病院の実績と力に結びついている。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        ２３５ 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

山下 浩平 血液内科 准教授 ３０年  

尾野 亘 循環器内科 准教授 ３３年  

宇座 徳光 消化器内科 講師 ２５年  

平井 豊博 呼吸器内科 教授 ３５年  

森信  暁雄 免疫・膠原病内科 教授 ３５年  

横井 秀基 腎臓内科 講師 ２９年  

植田 陽平 糖尿病・内分泌・

栄養内科 助教 １４年  

葛谷 聡 脳神経内科 准教授 ２７年  

小濵 和貴 消化管外科 教授 ２８年  

髙田 正泰 乳腺外科 准教授 ２２年  

田浦 康二朗 肝胆膵・移植外科 准教授 ２９年  

増井 俊彦 小児外科 准教授 ２９年  

大槻 文悟 整形外科 准教授 ２６年  



荒川 芳輝 脳神経外科 教授 ２６年  

湊谷 謙司 心臓血管外科 教授 ３７年  

森本 尚樹 形成外科 教授 ３０年  

伊達 洋至 呼吸器外科 教授 ３９年  

上田 奈央子 眼科 特定病院助教 ２３年  

堀江 昭史 産科婦人科 講師 ２４年  

滝田 順子 小児科 教授 ３２年  

椛島 健治 皮膚科 教授 ２７年  

齊藤 亮一 泌尿器科 准教授 ２４年  

大森 孝一 耳鼻咽喉科・頭頸

部外科 教授 ３９年  

磯部 昌憲 精神科神経科 助教 １８年  

江木 盛時 麻酔科 教授 ２４年  

吉村 通央 放射線治療科 准教授 ２６年  

中本 裕士 放射線診断科 教授 ３２年  

長尾 美紀 検査部･感染制御

部 教授 ２４年  

羽賀 博典 病理診断科 教授 ３２年  

大鶴 繁 救急科 教授 ２６年  

松原 淳一 腫瘍内科 講師 ２３年  

中尾 一祐 歯科口腔外科 准教授 ２１年  

橋本 教正 緩和医療科 特定病院助教 １３年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 
 

(様式第 4) 

 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

1. 研修の主な内容 薬剤師を対象に、調剤業務・病棟薬剤師業務、医薬品安全管理について

の知識・技能を修得するための講義研修および症例検討会、臨床上の課

題を発見・解決する能力を養うためのセミナーを実施した。 

研修の期間･実施回数 2022/4/1～2023/3/31 計70回 

研修の参加人数 各10〜30名 

2. 研修の主な内容 「看護部IVナース認定プログラム」に基づき、下記対象者に下記講義
と演習・試験を実施した。 
①レベルⅡ（新規入職看護師対象）に薬剤・安全管理・感染管理・CVポ

ート・PICCの管理・テープ固定時の皮膚障害予防、末梢血管確保・CV
ポート穿刺演習 

②レベルⅢ（レベルⅡを指導する者対象；インストラクター）に輸液管
理・生物学的製剤・UKカテーテル・輸血管理・アナフィラキシー・造
影剤・IVインストラクター講習 

③レベルⅣ（レベルⅢ認定者対象）抗がん薬の基礎知識、抗がん薬投与
における末梢静脈穿刺 

研修の期間･実施回数 のべ1205時間42分、382回（在宅研修・動画講義視聴を含む） 

研修の参加人数 のべ705人 

3. 研修の主な内容 下記の対象者研修を実施した。 
4/1採用者研修・中途採用者研修・勤務復帰者研修、新人看護師・卒後2
年看護師・卒後3年看護師・卒後4年看護師研修・クリニカルコーチ研修
・教育担当副師長研修・看護補助者研修等を行った。 

研修の期間･実施回数 のべ1605時間20分 550回（在宅研修・オンラインライブ研修・動画講
義視聴を含む） 

研修の参加人数 のべ3059人 

4. 研修の主な内容 ICU・CCU/HCU新規入職看護師を対象に「透析看護認定研修」として、「
腎不全の病態と血液浄化療法」「血液浄化療法の記録」「血液浄化用訪
中の看護」「血液浄化療法について」「血液浄化療法の実際」ついての
講義・演習・試験を実施した。 

 研修の期間･実施回数 42時間45分、27回（動画講義視聴を含む） 

 研修の参加人数 のべ45人 

  



 
 

5.研修の主な内容 検査部の新規採用職員と全職員を対象に、以下の研修を実施した。 

1.新規採用者研修：事務手続き 

2.新規採用者研修：病院（当院の概要） 

3.新規採用者研修：職員として大切なこと（接遇関連） 

4.新規採用者研修：検査部について 

5.新規採用者研修：臨床検査について 

6.新規採用者研修：臨床検査の精度管理（ISO15189を交えて） 

7.新規採用者研修：外来採血室（採血における注意点 RFIDと患者対応

） 

8.ISO必修トレ－ニング 

①品質マネジメントシステム：2022年度 

②災害対策：2022年度 

③倫理：2022年度 

④廃棄物：2022年度 

⑤医療安全の講習会（病院指定 年2回）2022年度 

⑥感染対策の講習会（病院指定 年2回）2022年度 

9.Clinical Laboratory Conference（CLC 部内研修会） 

165回：当直・日直時に知っておくと役立つ知識（血液検査） 

166回：輸血当直の今後について 

167回：時間外検査室における生化学検査の基礎とTDM項目測定の運用 

168 回：ICT 業務について 

169 回：日直・当直時の尿検査について 

170 回：腎機能と透析 

171 回：薬物血中濃度モニタリング(TDM) 

172回：脳波検査における検査技師の役割 

研修の期間･実施回数 各年1回（1－7：2022/4/2-4/3，8－①2022/10/3-2023/3/31， 

②2022/6/9-2023/3/31，③2023/1/18-2023/3/31，④2023/1/30-3/31， 

⑤⑥2022/4/1-2023/10/30，9：165:2022/6/29，166:2022/9/14， 

167：2022/10/19，168：2022/11/9，169：2022/11/9，170：2023/1/18，

171：2023/2/16 172：2023/3/8） 

研修の参加人数 ・1～7は3名、8は129名 新型コロナ感染拡大防止のため、今回は各自ｗ

ｅｂ） 

・9 各自Web 20～50人 

6.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の研修を実施した。 

1.Let's create a new era together ! -3rd season- 

2.未来のDXに向けた医療技術者の下ごしらえ 

3.Ｂグループ昨年度検査実績から2022年の方向性（内用療法の管理料も

考えてみた） 

4. 3.11の語り部となる！～災害が起きたときに何をするか考えてみよ

う～ 

5.グループ運用の振り返りと展望 

6. Let's challenge the presentation at the conference 
7. MRの撮像時間について考える 

8.放射線治療の進化 

9.ペプチド受容体放射性核種療法(PRRT)について 

 



 
 

研修の期間･実施回数 各30分、9回 

（1.2022/4/28、2.2022/5/12、3.2022/5/19、4.2022/5/26、5.2022/6/2

、6.2022/6/23、7.2022/7/14、8.2022/7/21、9.2022/8/18） 

研修の参加人数 （1.42名、2.45名、3.39名、4.41名、5.43名、6.43名、7.36名、8.38名

、9.39名） 

7.研修の主な内容 看護師・臨床工学技士を対象に、人工呼吸器・血液浄化・除細動器・人

工心肺装置及び補助循環装置・閉鎖式保育器・新規医療機器の安全な使

用方法について実施した。 

研修の期間･実施回数 計69回（2022/4/1～2023/3/31）及びe-ラーニング 

研修の参加人数 1932人 

8.研修の主な内容 令和4年全国国立大学病院栄養部門会議研修会 第２回Advanceコース 

研修の期間･実施回数 2022年10月21日～22日 

研修の参加人数 43名 

9.研修の主な内容 理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に、肩関節の運動障害と筋

の画像評価についての研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 60分、1回（2022/7/25） 

研修の参加人数 24人 

10.研修の主な内容 理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に、パーキンソン病の運動

障害の発生メカニズムと運動療法についての研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 60分、1回（2022/11/28） 

研修の参加人数 24人 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

1.研修の主な内容 薬剤師を対象に、医薬品情報管理に関する研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 2022/4/1～2023/3/31 計10回 

研修の参加人数 各35〜45名 

2.研修の主な内容 看護師を対象に、管理者研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 のべ7時間00分、7回 

研修の参加人数 のべ17人 

3.研修の主な内容 検査部の職員を対象に、以下の研修を実施した。 

1.時間外血液培養検査研修会 

2.患者急変時緊急対応訓練 

3.分析装置研修（FilmArray:微生物） 

4.分析装置研修（リムセイブ:微生物） 

5.分析装置研修（ミュ－タスワコ－ｇ1:微生物） 

6.分析装置研修（DxM1096マイクロスキャンWalkAway:微生物） 

7.ハラスメント研修（厚生労働省 Webｻｲﾄ） 

8.耐性菌確認試験の手技について 

9.分析装置研修（呼吸機能検査CHESTAC精度管理について：生理） 

10.分析装置研修（呼吸機能検査CHESTACボディプレチスモグラフについ

て：生理） 

11.クロスマッチに使用可能な輸血検査用検体について 

12.輸血部門監視システムと点検内容および記録について 

13.赤十字センタ－への製剤発注（Web発注について） 

14.分析装置研修（Radian,Colibri：微生物） 

15.分析装置研修（Wasp-Lab：微生物） 



 
 

研修の期間･実施回数 1．2022/6/9-6/15，2．2022/7/11-7/22，3. 2022/9/8-9/9， 

4. 2022/10/20-10/31，5．2022/10/20-10/21，6. 2022/10/18-10/31， 

7．2022/11/1-2022/11/30，8．2022/12/23，9．2023/1/11-1/31， 

10. 2023/2/2-2/15，11．2023/1/20-2/5，12．2023/1/20-2/5， 

13．2023/2/1-2023/2/15，14．2023/3/20-3/31，15. 2023/2/20-3/7 

研修の参加人数 1：33人（2名：育児休暇），2：23人（2名：育児休暇）， 

3：7人，4:8人，5：8人，6：8人，7：15人，8：8人， 

9：18人（2名：育児休暇），10：17人（2名：育児休暇）， 

11：17名,12：17名，13：17名，14：7人，15：7人 

4.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の管理業務に関する研修を行った。 

・総務管理 

・医療安全管理 

・感染対策管理 

・情報管理 

・学術法規・災害管理 

・治験・臨床研究管理 

・人材育成管理 

研修の期間･実施回数 2022/4/1-2（各1回） 

研修の参加人数 各5名 

5.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の診療業務に関する研修を行った。 

1.勉強と業務と研究 

2.論文化を前提とした学術研究のすすめ方～個人的セブンルール～ 

3.乳幼児胸部臥位X線撮影における撮影条件の最適化 

4.WEBホスティングサービスを用いたポータルサイトの作成と有用性 

5.血管造影検査における回転撮影とインジェクタ設定の注意点 

6.胸部ポータブル撮影におけるグリッドレスの可能性に関する検討 

7.Deep Learning based Spectral CTにおける管球回転速度の違いが仮想

単色画像の画質に及ぼす影響 

8.Angio装置の術者被ばくについて~側面X線管位置による術者被ばくの

変化~ 

9.Functional MRI 

10.HyperArcの固定具を用いた頭部定位放射線治療の患者固定精度 

11.大動脈弓部を対象とした3D T1-Weighted-SPACE Black Blood MRIの最

適化 

12.呼吸のはなし 

13.乳がん検診におけるマンモグラフィと超音波 

14.CT画像における新型乳房組織拡張器の金属アーチファクト定量評価 

研修の期間･実施回数 各30分、14回（1.2022/6/16、2.2022/6/30、3.2022/7/7、4.2022/7/28

、5.2022/8/25、6.2022/10/13、7.2022/10/20、8.2022/11/10、9.2022/11/17

、 10.2022/11/24 、 11.2022/12/1 、 12.2023/1/12 、 13.2023/1/26 、

14.2023/2/2） 

研修の参加人数 （1.43名、2.36名、3.34名、4.33名、5.31名、6.31名、7.24名、8.30名

、9.20名、10.24名、11.24名、12.26名、13.28名、14.32名） 

  



 
 

6.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、国立がん研究センター中央病院人事交流成果

報告を実施した。 

研修の期間･実施回数 30分、1回(2023/2/14) 

研修の参加人数 38名 

7.研修の主な内容 診療放射線技師を対象に、以下の他大等との学術交流会を実施した。 

京大・東大・がんセンター放射線先端学術交流会(第1部) 現代のニーズ

に合わせた臨床業務の改善 1.「京大病院の当直quality -放射線部が病

院を支える-」、(第2部) 学術研究の最新トピックス 2-1.「Virtual 

Realityの研究利用と研究費取得に関する私見」、2-2.「CTの位置決め画

像,新しくないけど新しいはなし」、2-3.「術後X線撮影における遺残確

認を支援する画像処理技術の開発と評価」 

研修の期間･実施回数 90分、2022/10/13 

研修の参加人数 37名 

8.研修の主な内容 医療器材部職員を対象に臨床工学技士の業務範囲追加に伴う厚生労働大

臣指定による研修（基礎研修） 

研修の期間･実施回数 2022年度・e-ラーニング 

研修の参加人数 14名 

9.研修の主な内容 インスリンポンプについて、MCTとリハビリ栄養について、 

栄養剤の特徴等について、BCPマニュアルについて、他 

研修の期間･実施回数 年間11回 

研修の参加人数 1回約20人 

10.研修の主な内容 理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に、医療安全（部署で生じ

たインシデント・リスクの共有）についての研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 60分、1回（2022/5/23） 

研修の参加人数 26人 

11.研修の主な内容 理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に，感染対策とPPEの適切な

装着に関する実技研修を実施した。 

研修の期間･実施回数 60分，１回（2022/6/27） 

研修の参加人数 27人 

  

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の状況        

・研修の主な内容 

 ・研修機関・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 ｢③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 髙折 晃史 

  管理担当者氏名 総務課長         植村 博樹   医務課長     西井 美歩 
医療サービス課長 藤岡 一敏     臨床研究戦略課  藤村 浩樹 
医療安全管理室長 松村 由美     医療情報企画部長 黒田 知宏 
感染制御部長   長尾 美紀     薬剤部長     寺田 智祐     
医療器材部長     小濵 和貴     倫理支援部       中山 健夫 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・カルテは電子カルテ
と紙カルテの2種類を管
理及び保管している。 
・2005年に電子カルテ
を導入しており、それ
以前の紙カルテについ
ては20年の保存期間を
設けて病歴管理室にて
保管している。また、
紙媒体で生成される各
種検査資料及び同意書
等については、原則、
電子印章付きのスキャ
ナで取り込み、電子デ
ータを原本として電子
カルテに保存している
。 
・画像フィルムは、201
3年4月に全てのモダリ
ティのフィルムレス化
を実施しており、それ
以降原則、現物保管は
していない。 
・カルテを病院外に持
ち出すことは個人情報
保護のため認めていな
い。 

各科診療日誌 医療情報企画部 
・医務課 

処方せん 薬剤部 
手術記録 医療情報企画部 

・医務課 
看護記録 医療情報企画部 

・医務課 
検査所見記録 医療情報企画部 

・医務課 
エックス線写真 医療情報企画部 

・医務課 
紹介状 医療情報企画部 

・医務課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報企画部 
・医務課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 

高度の医療の提供の実績 医務課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医療サービス課・ 
倫理支援部・ 
臨床研究戦略課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医務課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医務課・薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十

一
第
一
項
に
掲
げ

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療機関内における事故報告等 医療安全管理室・ 



 
 

の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療サービス課  
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部・ 
医療サービス課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部・ 
医療サービス課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部・ 
医療サービス課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療器材部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療器材部・ 
医療サービス課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療器材部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

 
医療器材部 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療サービス課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療サービス課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医務課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室・ 
医療サービス課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療サービス課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療サービス課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医療サービス課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療サービス課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

監査室・ 
医療サービス課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　植村  博樹

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

         １．閲覧申込　　総務課
　　　　２．承認者　　　 事務部長
　　　　３．閲覧方法　　指定した日時総務課内
　　　　４．返却方法　　当日総務課へ返却

　閲覧の手続の概要

　閲覧責任者氏名 　事務部長　久保　公四郎

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　総務課内

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

１．基本理念 
２．組織と体制 
３．医療事故収集とサーベイランス 
４．重大事故発生時の報告体制 
５．安全管理に係る研修の実施 
６．マニュアル・対応指針等の作成 
７．診療情報等の共有と開示 
８．患者および家族からの相談等への対応 
９．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

１．本院における医療事故の防止及び医療の安全性確保に関すること。 
２．本院において重大な問題その他、委員会において取り扱うことが適

当な問題が発生した場合における、速やかな原因究明のための調査
及び分析に関すること。 

３．２．の分析の結果を活用した、医療に係る安全の確保を目的とした
改善のための方策の立案及び実施、並びに職員等への周知に関する
こと。 

４．３．の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該
方策の見直しに関すること。 

５．医療に係る安全管理のため、職員等の医療の安全に関する意識、他
の職員等と相互に連携して業務を行うことについての認識、業務を
安全に行うための技能の向上等を目的として、医療に係る安全管理
のための基本的な事項及び具体的な方策についての職員等研修に関
すること。 

６．医療に関する安全管理指針の策定及び変更に関すること。 
７．その他医療安全管理に関すること。 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年10回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

１．『特定機能病院として職員研修で周知が求められている項目』 
２. 『個人情報保護法改正を受けて』  
３. 『インスリンバイアル製剤の事故をゼロにする』 
４. 『心理的安全性』 
５. 『コミュニケーションって難しい！？』  
６. 『本当にあった患者誤認の話』 
７. 『肺血栓塞栓症』 
８. 『知れば納得！アドレナリンの基礎知識』 
９. 『暴言・暴力事例に関する対応方法』 
１０. 『薬剤死亡事例分析提言』 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．各種安全管理マニュアル・指針等の整備と運用状況のモニター、改
訂作業 

 



 
 
 

 
２．安全に関する部門連携・委員会活動 

・医療安全管理委員会の定期開催 
・リスクマネージャー会議の定期開催 
・医療安全、医薬品安全管理、医療機器安全管理、臨床研究安全管
理、医療放射線安全管理に関する小委員会の定期開催 

・多職種間（部門横断的）インシデント検討会の定期開催 
・各種WG開催 
・高難度医療・未承認医薬品等管理室との連携 

３．職員への安全教育 
・e-learning、院内事例報告会 
・医療安全ニュース、周知依頼事項の配信 
・リスクマネージャーメールマガジンの発行 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・感染対策に関する基本方針 
・感染対策組織の概要 
・各種委員会および会議の開催 
・感染制御部（ICT）の業務内容 
・感染アウトブレイク（集団発生）時の対応 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年120回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

１．院内感染対策委員会    1回/月（必要に応じて随時開催）  
２. AST会議          1回/週（必要に応じて随時開催） 
３. ICT会議          1回/週（必要に応じて随時開催）  
４．感染対策業務会議     必要に応じて随時開催 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年5回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

１．『手指衛生』 
２．『標準予防策』 
３．『PPE』 
４．『抗菌薬のTDM』 
５．『抗菌薬適正使用について』 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．感染対策サーベイランスの実施  
・薬剤耐性菌サーベイランス 
・中心静脈カテーテル関連血流感染（CLABSI）サーベイランス 
・カテーテル由来血流感染（CRBSI）サーベイランス 
・手術部位感染サーベイランス 
・抗菌薬サーベイランス 
・手指消毒剤使用量サーベイランス 
・手指衛生モニタリング 

２．職業感染防止及び血液体液曝露後の対策 
・入職時の抗体価確認（B型肝炎、麻疹、水痘、ムンプス、風疹） 
・ワクチン接種（B型肝炎、インフルエンザ、麻疹、水痘、風疹、ムンプス） 
・針刺し防止マニュアル作成・周知、針刺し防止器材の積極的な導入 
・職業感染曝露後の対応 

-針刺し、血液・体液曝露対応（検査、ワクチン、グロブリン、予防投薬等） 
-結核（IGRA：インターフェロン-γ遊離試験、予防投薬） 
-小児ウイルス性疾患（抗体確認、緊急ワクチン接種、休務規定） 
-インフルエンザ（検査、休務規定、予防投薬） 

・結核感染高リスク部署の職員への結核定期検診 
・透析スタッフへの肝炎検査 

     ３．新型コロナウイルス対策 
       ・週に2回、病院長を中心に執行部・感染制御部によるCOVID-19対策会議を開催 
        基本的な病院の方針を同会議で決定。 

実際の運用内容を各担当者が決定し、院内全体に周知。 
    （例：COVID-19患者の応需、休務方針、COVID-19スクリーニング体制など） 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年76回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
医薬品関連の事故防止に係る本院職員の意識向上と知識習得のため次の通り研修会を実施した。 

 
医師・看護師・薬剤師対象 
1.院内動画配信（e-learning） 2022年4月〜 1回 
・医薬品の安全使用について 

病棟スタッフ対象 
1.看護師・医師を主な対象とした研修会 24回 
 ・医薬品の使用上の注意点等について 
薬剤師対象 
1.採用医薬品説明会 10回 

  ・新規採用医薬品の説明と位置づけ 
・添付文書改訂情報､安全性情報､医薬品の取扱い情報 
2.薬剤部部員会 12回 

  ・警鐘すべきインシデント事例の情報共有 
・再発防止策の検討と注意喚起 
3.薬剤師レジデント勉強会 25回 

  ・業務内容及び業務マニュアルの確認と解説 
・処方監査・疑義照会のポイント解説 

新採用者対象 
1.研修医・医師オリエンテーション講義（動画視聴）     2022年4月3日 1回 
2.看護部新規採用者オリエンテーション講義（動画視聴）  2022年4〜5月 1回 
3.薬剤部新入職員講義                                 2022年4月3日 1回 
4.看護部静脈注射輸液管理認定プログラム講義（動画視聴）2022年4〜5月 1回 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

１.医薬品の採用に関すること 
２.医薬品の購入に関すること 
３.薬剤部における医薬品の管理に関すること 
４.病棟・各部門への医薬品の供給に関すること 
５.外来患者への医薬品使用に関すること 
６.病棟･外来･中央診療施設における医薬品の管理に関すること 
７.入院患者への医薬品使用に関すること 
８.医薬品の適正使用・安全使用に係る情報に関すること 
９.他施設（医療機関・薬局等）との連携に関すること 
以上の業務内容について、手順書に基づく業務の実施状況を確認した。医薬品安全管理補助
者の指名を受けた薬剤師が、チェックリスト「医薬品安全使用の業務手順書遵守確認票」を
用いて現場ラウンド及びヒアリングにより確認し、不十分な点は改善指導した。医薬品安全
管理責任者は結果の報告を受けるとともに、記入済みのチェックリストを確認した。 
・病棟・外来・中央診療棟：2022年7月〜2023年3月に実施 
・薬剤部：2023年3月に実施 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
   別紙1「未承認等の医薬品の具体的な使用事例」 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 



 
 
 

 
1) 副薬剤部長1名が薬剤部リスクマネージャーを兼任し、毎週開催される医療安全小委員会

にて院内の情報を収集し、業務改善を協議すると共に、医薬品関連のインシデントレポー
トをもとに薬剤部内に警鐘事例を周知している。また薬剤部長・副薬剤部長間でインシデ
ント情報を共有し、薬剤業務改善の方策を立てることで医薬品安全使用の質的改善を推進
している。 

2) 処方・注射オーダリングシステムに対し、インシデントレポートで提議された報告を基に
薬剤誤投与防止機能について運用を含めて修正し、医師の業務負担を軽減し、医療事故を
未然に防止すると共に、必要なデータベースを構築し、維持・管理している。 

3) 全職員を対象に、緊急安全性情報や医薬品･医療機器等安全性情報などの注意喚起情報、
医薬品の採用・削除などの医薬品情報をアナウンスメールで発信している。アナウンスメ
ールしたものの中からピックアップして、リスクマネージャー会議で周知依頼するととも
に、周知状況を確認している。 

4) オーダリングシステムによる警告（相互作用、過量投与、アレルギー既往歴、妊婦禁忌、
等を含む）を通過した処方せんは、調剤時に薬剤師が電子カルテ記載内容を確認し、処方
内容に疑義がある場合は医師に照会している。適応外使用や禁忌の使用については「適応
外・禁忌・未承認薬データベース」に入力している。  

5) 入院患者の持参薬の内容確認を薬剤師が行い、患者と面談して服薬状況等を情報収集する
とともに、個々の患者に合わせたより適正な使用となるよう、医師に服薬計画を提案して
いる。 

6) 病棟薬剤師が電子カルテ上で処方内容評価をする際、用法･用量等のチェックに加えて、
未承認薬や適応外使用に該当しないか、禁忌に該当しないかを把握し、該当する場合は医
師に必要性を確認している。収集した情報は「適応外･禁忌･未承認薬データベース」に入
力している。医薬品安全管理補助者がデータベースの内容を確認してまとめ、医薬品安全
管理責任者に報告している。 

7) 医師との連携により、院外処方せん交付患者に対して初回投与時の抗がん薬の服薬指導を
行い、副作用等の説明及びその対処を指導して、医薬品安全使用を推進している。 

8) 外来患者の臨床検査値の一部を院外処方せんに記載し、保険薬局での処方監査時に検査値
を参照できるようにしている。また、保険薬局にて患者から聴き取った情報のうち、処方
医師への提供が望ましいと判断された内容を服薬情報提供書(トレーシングレポート)で受
け付けている。トレーシングレポートの送受信はFAXに加えて、電子的に管理できるシス
テムを導入し、送受信に係る業務の効率化・処方医師と薬剤師の情報連携強化を推進して
いる。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年123回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

１．放射線関連機器について 

○高度管理医療機器の研修として、以下の研修を実施した。 

診療用高エネルギー放射線発生装置と診療用放射線照射装置に関し以下の研修を実施した。 

1) 令和4年10月17日～10月31日に関連する医療従事者を対象に第1回 診療用高エネルギー放

射線発生装置のwebを用いた研修を実施した。（参加者73名） 

2) 令和4年10月17日～10月31日に関連する医療従事者を対象に第1回 診療用放射線照射装置

のwebを用いた研修を実施した。（参加者70名） 

3) 令和5年3月27日に関連する医療従事者を対象に第2回 診療用高エネルギー放射線発生装

置の研修を中央診療棟地階第6待合室にて実施した。（参加者62名） 

4) 令和5年3月27日に関連する医療従事者を対象に第2回 診療用放射線照射装置の研修を中

央診療棟地階第6待合室にて実施した。（参加者60名） 

＊欠席者に対しては資料確認により補講を実施した。 

 

○新規・更新装置導入時の研修として、以下の研修を実施した。 

1) Ｘ線CT撮影：Aquilion ONE（安全操作説明・緊急時対応）第3治療計画室移設導入時研修

。令和4年4月11日、13日 出席18名（資料確認4名）。 

2) Ｘ線血管造影撮影装置D室： Interact DiscoveryRT(IVR-CT)システムの（安全操作説明

・緊急時対応）新規導入時研修。令和4年4月6～8日 出席68名。 

3) Ｘ線CT撮影：Aquilion precision（安全操作説明・緊急時対応）第3CT室新規導入時研修

。令和4年4月28日、30日 出席29名。 
 
２．ＭＥ関連機器について 

1) 2022年度中に医師・看護師・臨床工学技士を対象として人工呼吸器・血液浄化装置・除 
細動器・人工心肺装置及び補助循環装置等・閉鎖式保育器の安全な使用方法について 
の研修を計24回実施した。除細動器及び人工呼吸器、血液浄化に関してはe-ラーニン 
グでの研修を実施している。その他医療機器・新規医療機器についての研修を計46回 
実施した。 

 
2) 2022年4月に新人看護師、研修医を対象として、輸液・シリンジポンプ・人工呼吸器の

使用方法について研修を実施した。 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

１. 放射線関連機器について 

・放射線機器等については年度点検実施計画を作成し、各部門担当者を決めて以下の内容に

ついて定期的な点検を実施している。 

→機器の動作状況、設定状況、制御状況、画質の確認・検査・清掃・試験・調整・記録及

び医療機器安全管理責任者が確認、押印している。 

→日々の始業終業点検について、各部門において担当者を決めて点検表にて確認、記録及

び医療機器安全管理責任者が確認、押印している。 
→高度な技術を要する修理、オーバーホールはメーカーに依頼している。 

２. ＭＥ関連機器について 



 
 
 

 
    ・医療機器の点検周期に沿って、院内点検とメーカー点検を実施している。 

→臨床工学技士の点検においては、実施可能なバッテリー交換・各種センサー・フィルタ
ー等の定期交換を実施している。 

       →高度な技術を要する修理、オーバーホールはメーカーに依頼している。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：該当なし 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．放射線関連機器について 

・血管造影、CT･透視､MR､RI､放射線治療系の各部門において､多職種（医師、看護師、技師

）での品質管理（QA）委員会を､月例開催または2～3ヶ月に1回開催している｡ 
・一般撮影+血管造影+CT･透視グループ､MR+RIグループ､放射線治療の3つのグループにおい

て、診療放射線技師の定例会議を月例で開催している。 
 

２. ＭＥ関連機器について 

・医療機器に関する安全情報は医療安全管理室と協力して医療従事者に周知する体制をとっ

ている。 

・医療機器の安全使用を目的として、中央管理機種の統一を推し進めている。 
・電子カルテ用端末にて、中央管理を行っている機器の取扱い説明書が確認出来る。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
常勤医師の副病院長（医療安全担当）を医療安全管理責任者として配置している。また、医療安

全管理責任者は医療安全管理委員会の委員長であり、医療安全管理委員会のもとに医薬品安全管理
小委員会（委員長：医薬品安全管理責任者）、医療機器安全管理小委員会（委員長：医療機器安全
管理責任者）、医療放射線安全管理小委員会（委員長：医療放射線安全管理責任者）、臨床研究安
全管理小委員会（委員長：臨床研究安全管理責任者）を統括している体制となっている。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（14名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

(1) 原則として月 1回、電子カルテのアプリケーション「医薬品使用状況」などを用い、医薬品
の投薬及び注射の状況の把握を行っている。 

(2) 医薬品医療機器情報配信サービス（PMDA メディナビ）等を利用して、医薬品・医療機器の安
全性に関する特に重要な情報を入手している。医薬品製造販売業者、卸売販売業者からの情
報収集は、医薬品情報管理室で一元的に行っている。要対応と判断した事例は、随時、医薬
品安全管理責任者に報告している。 

(3) 院内で発生した医薬品の副作用、インシデント等の情報は、病棟薬剤師が随時収集・評価を
行っている。また、医薬品の新規採用後 6ヶ月、1年を経過した時点で、採用依頼を提出した
医師に副作用調査票の提出を委嘱し、医薬品情報管理室で集約している。 

(4) 全職員を対象に、緊急安全性情報や医薬品･医療機器等安全性情報などの注意喚起情報、イン
シデント報告から安全使用上周知が必要と思われる医薬品情報などをアナウンスメールで発
信している。これらをまとめた「適正な医薬品使用のための情報」を全リスクマネージャー
宛に周知依頼し、各部署からの周知完了日等の報告をもって、実施状況を確認している。 

(5) 薬剤使用時の注意点や薬剤に関する情報を適宜「DI ニュース」等で院内に提供している。病
棟薬剤師は資料を担当診療科・病棟にて周知し記録を残している。 

(6) 病棟薬剤師は、医薬品の使用上の注意点等について、病棟毎のニーズに合わせて、看護師・医
師を対象とした説明会を行い、実施の記録を残している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

(1) 調剤室等の薬剤師及び病棟薬剤師は処方情報から適応外・禁忌・未承認の医薬品使用を把握
し、医師に必要性を確認している。医師がその医薬品を使用する場合は、患者への説明とカ
ルテ記載を依頼し、リスクに応じて、医薬品安全管理小委員会あるいは高難度医療・未承認
医薬品等管理室への申請が必要なことを伝えている。収集した情報は「適応外・禁忌・未承
認薬データベース」に入力している。 

(2) 「適応外・禁忌・未承認薬データベース」に入力された情報は、病棟業務リーダー（医薬品
安全管理補助者）が並行して確認し妥当性を評価している。さらに一覧表形式にまとめて毎
月、医薬品安全管理責任者に報告し、指示事項があれば、病棟薬剤師を通じて医師にフィー
ドバックしている。 

(3) 薬剤師が把握した未承認等の医薬品の使用に関する情報は「医薬品安全管理小委員会」に報告
し情報共有している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：別紙 2「医薬品安全管理補助者指名書」の通り 

 



 
 
 

 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な
内容： 
年 4 回、診療科（部）毎に１か月５例を無作為に選択し、インフォームド・コンセントの過程

がわかるように説明内容、説明時反応、同席者が記載されているか等、チェック項目に基づき確
認を行っている。適切でない事例が認められた場合は、ＩＣ責任者より、上記の評価結果を医療
問題対策・臨床倫理委員会へ報告するとともに、病棟医長・看護師長会議や病院協議会等を通
じ、院内の各部署へ周知する。また、インフォームド・コンセントを受けた患者に対して、同席
者の有無、理解、納得について年 3回のアンケート調査を行い、インフォームド・コンセントの
質向上に努めている。 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

責任者の監督下において診療情報管理士による診療録監査を実施している。 
京都大学医学部附属病院規程第３条に定める診療科のうち、主科として患者を受け入れる診療科を
対象として年２回行う。ただし１回で対象とする診療科数は１０以内とし、２会計年度をあけず、
対象の診療科が全て監査を受けるよう計画する。 
監査結果は病院長報告後に各診療科へフィードバックを行っている。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（３）名、専任（１）名、兼任（３）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（２）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（１）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

・インシデント・アクシデント報告に関すること。 
・医療安全管理対策の調査・分析及び指導に関すること。 
・医療安全管理対策の教育・研修に関すること。 
・定められた手順やルールが実践されているかどうかのモニタリング。 
①画像診断結果報告書の未確認件数（月別、診療科別） 
（ルール：放射線診断科医が読影診断結果を報告している。オーダー診療科の医師が報告内容
を確認後、確認ボタンを押すと、報告書の内容がカルテに転記される。カルテへの転記がな
い場合、報告内容の確認がされていない可能性があるため、診断結果の見落としエラー対策



 
 
 

 
として作成したルールである。併せて、未読影率をフィードバックする。） 

②注射薬を患者に投与する直前に、照合端末を用いて、薬剤ラベルと患者リストバンドを照合
した率（月別、病棟別） 
（ルール：注射薬投与時は患者誤認事故をゼロにするため、ひとによる確認＋器械による確認
を組み合わせる。） 

③抗がん剤の調製確定後の変更件数（月別、診療科別） 
（ルール：医師が抗がん剤を前日締め切り時刻までにオーダーし、前日締め切り後に薬剤師が
監査する。当日 10時までに医師は、患者に投与してよいか患者の状態やデータで判断し、調
製確定を入力する。薬剤師は確定されたオーダーに基づいて薬剤を調製する。） 

④バイタルデータターミナルを用いてバイタルデータを転送している率（月別、病棟別） 
（ルール：血圧、体温、SpO2、脈拍などのデータは、患者ベッドサイドに設置した端末にかざ
すことで、当該患者の電子カルテにタイムリーに転送される。今までは、看護師が電子カル
テに転記していたため、測定時刻から転記まで時間がかかっていた。また誤記も散見され
た。） 

⑤患者誤認報告件数 
（ルール：全ての医療・看護行為を実施する際は、患者自身にフルネームで名乗らせる。名乗
れない場合は、リストバンドもしくは診察券で確認をする。） 

   ⑥患者受け持ち忘れ報告件数 
（ルール：受け持ち看護師は、勤務初めに受け持ち登録を実施する。各勤務帯リーダー看護師
は、勤務開始後１時間以内に受け持ち患者登録漏れがないかを確認する。） 

⑦肺血栓塞栓症予防対策                                 
（ルール：マニュアルに沿った予防対策に取り組む。） 

 
・ルールの逸脱（やむを得ない場合も含む）をインシデント報告対象として、逸脱件数を測定す
る。 

①入院患者へのリストバンド未装着（月別、病棟別） 
（全員にリストバンドを装着するルールがあるが、皮膚の脆弱性などでやむを得ない場合も含
め、未装着は全例報告する。） 

②高濃度カリウム製剤投与に関する院内規程からの逸脱事例 
（医学的理由があっても、ルールから逸脱している場合には報告しておく。） 

 
・リスクアセスメント（褥瘡リスク・転倒リスク）のアウトカムを評価するための事故件数のモ
ニタリング 
①院内褥瘡発生率 
②転倒転落事故発生 

 
・その他医療安全管理対策に関すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（14 件）、及び許可件数（14 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

「京都大学医学部附属病院高難度新規医療技術取扱規程」に、高難度新規医療技術の定義、高難
度新規医療技術の提供に係る申請事項（既存の技術との優位性、医療提供体制の整備状況、執刀
医等の経験、患者への説明同意の取得方法等）、倫理委員会審査の受審、実施体制の確認及び報
告、遵守状況の確認、病院長への報告など、高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に
おける必要な事項、遵守・確認すべき事項を定め活動している。 



 
 
 

 

 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（5件）、及び許可件数（3件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

「京都大学医学部附属病院未承認新規医薬品等取扱規程」に、未承認新規医薬品等を用いた医療
の定義、未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に係る申請事項（既存の医薬品等との優位性、
未承認新規医薬品等の使用条件、有害事象の把握方法、患者への説明同意の取得方法等）、倫理
委員会審査の受審、実施体制の確認及び報告、遵守状況の確認、病院長への報告など、未承認新
規医薬品等を用いた医療を提供する場合における必要な事項、遵守・確認すべき事項を定め活動
している。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 239 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 123 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

医療サービスに起因し、影響度レベルが重症・重大なものについて、医療安全管理室は、毎月開
催の医療安全管理委員会にて報告する。委員会では、これらのうち、調査が必要と判断したもの
については、外部委員を含めるか含めないかなども含め、調査方法を決定する。また、影響度レ
ベルが 3a以下または未遂であっても、インシデントが潜在的に危険を有しているものがあれば、
調査を命じることがある。医療安全管理委員会の審議結果は病院長に報告される。調査結果につ
いても医療安全管理委員会及び病院長に報告される。 

 

 



 
 
 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：新潟大学      ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：鹿児島大学 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

特になし 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

本院には患者やその家族からの相談、苦情に対して適切な処理を行うことを目的とする患者相談
窓口がある。 
各診療科（部）は、患者等からの相談内容について、患者相談窓口から対応を要請された場合
は、責任をもって協力するものとする。 
各診療科（部）に患者支援担当者を置き、患者等からの相談内容について患者相談窓口と連携
し、責任をもって対応するものとする。 
各診療科（部）のリスクマネージャーが、患者支援担当者として兼務する。 
相談内容が医療安全に関する事項については、インシデント報告を行い、医療安全管理部門が把
握する。  

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

いつでも受講可能な e-learning 整備し、受講状況をモニタリングしている。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者                 : 特定機能病院管理者研修（令和 4年 12 月 7 日） 
医療安全管理責任者     : 特定機能病院管理者研修（令和 4年 11 月 21 日） 
医薬品安全管理責任者   : 特定機能病院管理者研修（令和 4年 12 月 7 日） 
医療機器安全管理責任者 : 特定機能病院管理者研修（令和 4年 11 月 21 日） 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

2020 年度（2021 年 1 月 12 日～1月 15 日に ISO9001 審査）に審査を受けたため、2022 年度は審査 
は受けていない。 



 
 
 

 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

・評価を踏まえ講じた措置 

 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

・ 基準の主な内容 

１.医療法第10条に規定された病院の管理者として要件を満たす医師であること。 

２.大学附属病院の管理運営に必要な資質・能力を有すること。 

３.医療安全確保のために必要な資質・能力を有すること。 

４.京都大学医学部附属病院の基本理念を理解し、その実現に向けた強い意思とリーダーシップ

を有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

大学ホームページに掲載 

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publication/conference/ihoukoku/hospital/rinen 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

大学ホームページに掲載 

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publication/conference/ihoukoku/hospital/ninmei 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を

付す） 

選定理由 特別の

関係 

岩井 一宏 
理事（企画・調整、附属病

院） 
○ 病院担当の理事 有 

伊佐 正 医学部 
 

医学部長 有 

宮本 享 医学部附属病院 
 

医学部附属病院長 有 

伊達 洋至 医学部附属病院 
 医学部附属病院副病院長 

（診療、労務担当 ※選定当時） 
有 

平井 豊博 医学部附属病院 
 医学部附属病院副病院長 

（医療安全担当 ※選定当時） 
有 

井川 順子 医学部附属病院看護部 
 

医学部附属病院看護部長 有 

  



 
 
 

 

久保 公四郎 医学部附属病院事務部 
 

医学部附属病院事務部長 有 

邉見 公雄 

公益社団法人  

全国自治体病院協議会 

（名誉会長） 

 
医学・医療に関し識見を有する

学外者 
無 

松井 道宣 
京都府医師会 

（会長） 

 医学・医療に関し識見を有する

学外者 
無 

古川 博規 
京都府 

（副知事） 

 医学・医療に関し識見を有する

学外者 
無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院運営に関する重要事項を協議するため、協議会を置く。 

協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、協議会が定める。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

院内ホームページに議事要旨を掲載 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

別紙３のとおり    
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
・ 公表の方法 
 
 
・ 規程の主な内容：別紙4のとおり 
 

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

 
副病院長（診療、労務、病床管理担当）、副病院長（経営、施設担当）、副病院長（研究経営戦

略担当）、副病院長（医療安全、安全衛生、広報担当）、副病院長（教育、人事、男女共同参画推
進担当）、病院長補佐（病院長が指示した特定の事項について企画立案及び連絡調整を行う。）、
運営 企画室（病院長の指示により病院運営及び経営に関し、情報の収集及び分析を行うとともに
必要 事項について企画立案し、病院長に提言する。） 
 

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

 
・国立大学病院長会議が主催する「病院長塾」に副病院長及び病院長補佐が参加。 
・病院協議会構成員を病院長補佐へ積極的に選任し、週１回開催される執行部会議に出席 
させることで病院マネジメントを経験させている。 

・本院が開講する「実践的医療経営プロフェッショナル教育事業プログラム（KUMAHOPE）」を 
職員に受講させている。 

 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2回 

・活動の主な内容： 

本院における医療安全管理に係る業務執行状況の監査、及び監査結果に基づき、必要に応じて総長

や病院長に対し是正措置を講じるよう意見する。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 京都大学ホームページに掲載 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

笠井 正俊 
京都大学法学

研究科 

 
総長が指名する

副学長 
有・無 3 

平野 哲郎 
立命館大学 

法科大学院 

 法律に関する専

門的知識を有す

る者 

有・無 1 

中村 猛 

京都府立医科

大学医療安全

推進部 

 医療に係る安全

管理に関する専

門的知識を有す

る者 

有・無 1 

伊藤 英樹 

広島大学病院 

医療安全管理

部 

 医療に係る安全

管理に関する専

門的知識を有す

る者 

有・無 1 

山口 育子 

認定 NPO 法人 

ささえあい医

療人権センタ

ーCOML 

 

○ 
医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

総長の命により実施する内部監査として、本学の監査担当部署が病院管理者の業務が法令に適
合していることを確保するための監査を行っている。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法:ホームページに掲載 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

以下に掲げる委員7名以上で組織されており、うち過半数は②の委員で構成されている。 
①総長が指名する理事又は副学長 
②本学の役員又は職員以外の者のうちから総長が任命するもの 
③その他本学の教職員のうちから総長が必要と認める者 若干名 
議長は①の委員のうち、総長が指名するものを充てており、委員の半数以上の出席で会議を
開会する。 

 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   京都大学ホームページに掲載 
   https://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001420.html 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：医学部附属病院業務監督会議 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

笠井 正俊 京都大学副学長 ○ 有・無 

江上 雅彦 京都大学理事（財務、施設、環境担当）  有・無 

黒田 啓史 京都市立病院機構 京都市立病院 院長  有・無 

小西 靖彦 静岡県立総合病院 院長   有・無 

邉見 公雄 全国自治体病院協議会 名誉会長  有・無 

松井 道宜 京都府医師会 会長  有・無 

山口 育子 
認定 NPO 法人 

ささえあい医療人権センターCOML 理事長 
 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするため

の方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 院内ホームページに掲載 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページ(https://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp)および広報誌「京大病院広報」「京大病

院のご案内」(https://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/relation/publish.html)、YouTubeの京大病

院公式チャンネル（https://www.youtube.com/c/KUHPofficial）において、各診療科の紹介や

院内活動の報告、疾患の情報提供等を行っている。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

1）「集学的がん診療ユニット」と呼ばれる診療科横断的な診療体制を構築している。がん種

ごとに専門とする内科医・外科医・放射線治療医、あるいは病理診断医・放射線診断医・

各種医療スタッフが、診療科・職種を越えてカンファレンス・診療を行い、迅速かつ最適

な治療を提供している。また、がん種ごとに毎週定期カンファレンスを実施することによ

り、患者の情報および専門性の高い知識を共有することで医療の質を高め、専門医・スタ

ッフの教育の場としても大きな効果を上げている。 さらに、分子標的薬やがん免疫チェ

ックポイント阻害薬の普及により、全身管理を必要とする有害事象対策が求められており

、非がん領域の様々な診療科との連携体制を構築し、治療を受ける患者の安全対策に万全

を期している。 

 

2） 2019年6月より遺伝子パネル検査が保険適応となり、がんゲノム医療中核拠点病院として

がんゲノム医療を先進的に提供する体制を構築している。全国の1８のがんゲノム医療連

携病院と連携し遺伝子パネル検査施行症例に関して、京大をホストに各施設とWeb会議で

エキスパートパネルを開催している。エキスパートパネルでは、各施設から腫瘍内科医、

病理医、腫瘍外科医、婦人科医、脳外科医、小児科医、臨床遺伝専門医、遺伝カウンセラ

ーなどの複数の職種が参加して、非常に活発な議論を行い治療方針を提示し、高度な医療

を提供している。 

 

 

 

 



別紙1

未承認等の医薬品の具体的な使⽤事例

適応外•禁忌•未承認のデータベース集計
2022/4/1〜2023/3/31



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/4/1-4/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2022/04/04 適応外 抗がん剤
ﾗｽﾃｯﾄSｶﾌﾟｾﾙ25mg、
ﾃﾓｿﾞﾛﾐﾄﾞ錠100mg/20mg

⼩児科 再発神経芽腫

2022/04/05 適応外 抗がん剤 スチバーガ ⼩児科 肝細胞癌

2022/04/07 適応外 抗がん剤 エンハーツ 腫瘍内科
ERBB2(HER2)陽性の

再発卵巣癌

2022/04/08 適応外 抗がん剤
オンコビン注射⽤1mg
（EMA-CO）

産婦⼈科 絨⽑癌

2022/04/06 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦⼈科

抗リン脂質抗体症候群の
妊婦での妊娠予後の改善

2022/04/14 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
スロンノンHI 脳神経内科 アルガトロバン持続投与

2022/04/01 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/04/01 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤
カプセル

産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/04/11 適応外 その他
クリアクター静注⽤
40万国際単位

眼科 ⻩斑下出⾎

2022/04/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/04/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/04/11 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤
カプセル

産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/04/11 適応外 その他 グラニセトロンシリンジ ⿇酔科 術後の悪⼼・嘔気

2022/04/15 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤
カプセル

産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/04/11 適応外 その他 インテバン坐剤25 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/04/14 禁忌 その他
乾燥弱毒
⽣おたふくかぜワクチン

⼩児外科 感染予防

2022/04/14 禁忌 その他
乾燥弱毒
⽣⾵しんワクチン

⼩児外科 感染予防



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/4/16-5/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2022/04/18 適応外 抗がん剤 イムラン錠50mg 消化器内科 クローン病
2022/04/25 適応外 抗がん剤 シスプラチン 乳腺外科 乳癌
2022/04/27 適応外 抗がん剤 ニボルマブ 腫瘍内科 胆のうNEC
2022/05/02 適応外 抗がん剤 メソトレキセート注 眼科 眼内悪性リンパ腫

2022/05/06 適応外 抗がん剤 ベルケイド注射⽤3mg
肝・胆・膵外

科
肝移植後の

抗体関連拒絶の抑制
2022/05/11 適応外 抗がん剤 カルセド 呼吸器内科 胸腺癌

2022/05/12 適応外 抗がん剤 ダラザレックス
肝・胆・膵外

科
肝移植後の

抗体関連拒絶の抑制

2022/04/20 適応外 その他
クリアクター静注⽤

 40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対するt-PA製
剤の使⽤

2022/05/02 適応外 その他 ガバペン錠200mg 循環器内科 咳嗽
2022/05/02 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/05/06 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/5/10 適応外 その他 シロスタゾール錠100mg 循環器内科 洞不全症候群
2022/5/10 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/5/11 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤カプセ

ル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/5/13 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑下出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/5/11 適応外 ⿇薬
オキシコンチンTR錠5mg、

オキノーム散5mg
呼吸器内科 呼吸困難

2022/5/9 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2022/5/9 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン
肝胆膵・移植

外科
感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/5/16-6/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2022/05/25 適応外 抗がん剤 イリノテカン塩酸塩注 腫瘍内科 神経内分泌腫瘍NEC

2022/06/03 適応外 抗がん剤
アブラキサン/
カルボプラチン

呼吸器内科 胸腺癌

2022/06/06 適応外 抗がん剤 1%5FU点眼液 眼科 結膜悪性⿊⾊腫
2022/06/14 適応外 抗がん剤 シスプラチン 乳腺外科 乳がん

2022/05/23 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
セルセプトカプセル 消化器内科 irAE 胆管炎

2022/05/25 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
レミケード注 ⼩児科 ADA2⽋損症

2022/06/01 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
トラクリア

⼩児⽤分散錠32ｍｇ
脳神経外科

ACTA2 遺伝⼦変異（多系
統平滑筋機能不全症候

群）に伴う脳⾎管狭窄症

2022/06/01 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デュピクセント ⼩児科 ネザートン症候群

2022/06/03 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リウマトレックス

カプセル2mg
免疫

膠原病内科
ステロイド・MTXへの治
療抵抗性難治性筋炎

2022/06/10 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リツキシマブ注

免疫
膠原病内科

ステロイド・MTXへの治
療抵抗性難治性筋炎

2022/06/13 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デキサート 産婦⼈科 HELLP症候群

2022/05/17 適応外 その他 インテバン坐剤25 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/05/18 適応外 その他 リアルダ錠1200mg ⼩児科 潰瘍性⼤腸炎

2022/05/24 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/05/24 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/05/24 適応外 その他 ミダゾラム注 呼吸器内科 終末期鎮静
2022/05/26 適応外 その他 コルヒチン錠0.5mg ⽪膚科 ⽔疱性類天疱瘡

2022/05/27 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/05/30 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/05/31 適応外 その他 オクトレオチド⽪下注 消化器内科
DBE穿通後の
消化器症状

2022/06/06 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/06/10 適応外 その他 ランプレンカプセル50mg
免疫

膠原病内科
⾮結核性抗酸菌感染症

2022/06/13 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/06/13 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/5/16-6/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2022/06/13 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/06/07 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣⿇しんワクチン
⼩児外科 感染予防

2022/06/07 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/6/16-7/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2022/06/20 適応外 抗がん剤
カルボプラチン/

アムルビシン
呼吸器内科 胸腺癌

2022/06/28 適応外 抗がん剤 シスプラチン 乳腺外科 乳がん

2022/07/07 適応外 抗がん剤
カルボプラチン/
パクリタキセル

泌尿器科 去勢抵抗性前⽴腺癌

2022/06/16 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
インフリキシマブ
BS点滴⽤100mg

リウマチ
センター

再発性多発軟⾻炎

2022/06/21 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
エフィエント錠3.75mg 脳神経外科

内頚動脈瘤に対する
⾎管内⼿術予定患者

2022/06/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/06/22 適応外 その他 アドシルカ錠20mg
免疫

膠原病内科
全⾝性強⽪症に伴う
⽪膚潰瘍治療

2022/06/23 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/07/01 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/07/04 適応外 その他
オクトレオチド

酢酸塩⽪下注100μg
⽿⿐咽喉科 乳び胸

2022/07/08 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/07/08 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/07/11 適応外 その他 ゼンタコートカプセル3mg ⾎液内科 上部消化管GVHD
2022/07/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/07/11 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/07/12 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対する
ｔ-PA製剤の使⽤

2022/07/13 適応外 その他 コレバイン錠500mg 糖内栄
バセドウ病 腸管からの
甲状腺ホルモン吸収

阻害⽬的

2022/07/14 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2022/07/14 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2022/07/14 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2022/07/14 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2022/07/14 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2022/07/14 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/7/16-8/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2022/07/26 適応外 抗がん剤 テモゾロミド、エトポシド 整形外科 再発⾻⾁腫

2022/08/12 適応外 抗がん剤
リウマトレックス

カプセル2mg
免疫

膠原病内科
⾼安動脈炎治療

2022/07/19 適応外
要注意薬

（抗がん薬以
外）

アクテムラ
点滴静注⽤80mｇ

免疫
膠原病内科

巨細胞性動脈炎

2022/07/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/07/18 適応外 その他 シムレクト静注⽤20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶抑制

2022/07/19 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/07/19 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/07/20 適応外 その他 シムレクト静注⽤20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶抑制

2022/07/21 適応外 その他
ﾗﾆﾋﾞｽﾞﾏﾌﾞBS

硝⼦体内注射⽤ｷｯﾄ
眼科

びまん性ぶどう膜
メラノサイト増殖症の

進⾏抑制

2022/07/21 適応外 その他 ビスダイン静注⽤15mg 眼科
びまん性ぶどう膜

メラノサイト増殖症の
進⾏抑制

2022/07/21 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/07/25 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/07/27 適応外 その他
ブロムヘキシン
塩酸塩錠4mg

⼩児科 蛋⽩栓の分解

2022/08/01 適応外 その他 トービイ吸⼊液300mg 呼吸器外科

点滴抗菌薬を使⽤しても
改善しない、緑膿菌によ
る難治性の呼吸器感染症

治療

2022/08/01 適応外 その他 デトキソール注
⽪膚科
腎臓内科

カルシフィラキシス

2022/08/02 適応外 その他 ノイキノン錠10mg 呼吸器内科 ミトコンドリア病
2022/08/04 適応外 その他 コルヒチン錠0.5mg 循環器内科 ⼼膜炎

2022/08/09 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/08/01 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2022/08/01 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2022/08/01 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/8/16-9/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2022/09/07 適応外 抗がん剤 オプジーボ 腫瘍内科 前⽴腺癌

2022/08/17 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リンデロン注 産婦⼈科

妊娠34〜36 週の切迫早産
症例に対する新⽣児
呼吸窮迫症候群予防

2022/08/29 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リンデロン注 産婦⼈科

妊娠34〜37 週の切迫早産
症例に対する新⽣児
呼吸窮迫症候群予防

2022/08/29 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リンデロン注 産婦⼈科

妊娠34〜38 週の切迫早産
症例に対する新⽣児
呼吸窮迫症候群予防

2022/08/29 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
エフィエント錠3.75mg 脳神経外科

未破裂動脈瘤に対する
⾎管内⼿術予定

2022/08/29 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
エフィエント錠3.75mg 脳神経外科

未破裂動脈瘤に対する
⾎管内⼿術予定

2022/08/31 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リウマトレックス

カプセル2mg
免疫

膠原病内科
成⼈Still病

2022/09/09 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦⼈科

妊娠⾼⾎圧腎症の
発症抑制

2022/08/17 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 切迫流産・絨⽑膜下⾎腫

2022/08/17 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/08/23 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮
2022/08/25 適応外 その他 コルヒチン錠0.5mg 循環器内科 ⼼膜炎治療
2022/08/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/08/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/08/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/08/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/08/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/08/29 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/08/29 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/08/29 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/08/30 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/08/30 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/08/31 適応外 その他 ピシバニール ⽪膚科 ⽪膚腫瘍術後の創部閉鎖
2022/08/31 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/8/16-9/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2022/08/31 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/08/31 適応外 その他
オクトレオチド

酢酸塩⽪下注100μg
⽿⿐科 リンパ漏

2022/09/01 適応外 その他 アンチレクス静注 循環器内科
アブレーション時の

⼼室性期外収縮の誘発

2022/09/02 適応外 その他
クリアクター静注⽤

40万国際単位
眼科

⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/09/02 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/09/05 適応外 その他
オクトレオチド

酢酸塩⽪下注100μg
泌尿器科 乳び漏

2022/09/07 禁忌 ⿇薬 フェンタニル 消化器内科 鎮痛⽬的

2022/09/14 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2022/09/14 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⿇しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2022/09/14 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/9/16-10/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2022/09/28 適応外 抗癌剤
カルボプラチン、イリノテ

カン、テモゾロミド
⼩児科 神経芽腫

2022/09/26 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リンデロン注 産婦⼈科

妊娠34〜35 週の切迫早産
症例に対する新⽣児呼吸
窮迫症候群予防

2022/10/06 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リンデロン注 産婦⼈科

妊娠34〜36 週の切迫早産
症例に対する新⽣児呼吸
窮迫症候群予防

2022/10/14 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
セルセプトカプセル250 消化器内科 irAE胆管炎治療

2022/10/14 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
セルセプトカプセル250 腫瘍内科 irAE肝障害治療

2022/09/16 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/9/16 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/09/16 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/09/16 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/09/21 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/09/21 適応外 その他
献⾎ヴェノグロブリンIH

10%静注
⼩児科

IgA⾎管炎
⼤量グロブリン療法

2022/09/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/09/22 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/09/26 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/10/03 適応外 その他
アルプロスタジル
アルファデクス

⿇酔科
肝肺症候群の呼吸不全に

おけるNO吸⼊の代替
2022/10/6 適応外 その他 バファリン配合錠A81 81mg 産婦⼈科 抗リン脂質抗体症候群

2022/10/6 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/10/6 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/10/11 適応外 その他 レクチゾール錠25mg ⼩児科 IgA⾎管炎
2022/10/12 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/10/12 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/10/4 禁忌 その他
マーカイン注脊⿇⽤

0.5%等⽐重
眼科 ⽩内障⼿術時の⿇酔

2022/10/5 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⿇しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2022/10/5 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⿇しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/9/16-10/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2022/10/5 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⿇しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2022/10/7 禁忌 その他 インテバン坐剤25 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/10/16-11/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2022/11/02 適応外 抗がん剤 メソトレキセート注 眼科 眼内悪性リンパ腫

2022/10/18 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
レミケード

免疫
膠原病内科

⾎球貪⾷症候群

2022/10/24 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リツキサン注 泌尿器科

⽣体腎移植後の
拒絶反応

2022/11/04 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リンデロン注 産婦⼈科 胎児肺成熟⽬的

2022/10/21 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/10/24 適応外 その他 ニコチン酸アミド ⽪膚科 ⽔疱性類天疱瘡治療
2022/10/26 適応外 その他 ナロキソン ⼼外 脊髄虚⾎による対⿇痺
2022/10/28 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/10/28 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/10/31 適応外 その他 ランプレンカプセル50mg 呼吸器内科 肺NTM
2022/10/31 適応外 その他 グレースビット錠50mg 呼吸器内科 肺NTM

2022/11/09 適応外 その他 デスモプレシン注4協和
糖尿病

内分泌内科
DDAVP試験

2022/11/10 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/11/10 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/11/10 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/11/11 適応外 その他 コルヒチン錠0.5mg ⼩児科 IgA⾎管炎

2022/11/15 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/11/15 適応外 その他
ウトロゲスタン腟⽤

カプセル
産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2022/11/11 禁忌
要注意薬

（抗がん薬以外）
プロポフォール1%静注 脳神経外科

もやもや病の⼩児に
対する他剤無効時

2022/10/17 禁忌 その他
マーカイン注

脊⿇⽤0.5%等⽐重
眼科

硝⼦体⼿術・⽩内障
⼿術時の⿇酔

2022/10/17 禁忌 その他 サリグレンカプセル30mg
免疫

膠原病内科
シェーグレン症候群

2022/10/25 禁忌 その他
マーカイン注

脊⿇⽤0.5%等⽐重
眼科 ⽩内障⼿術時の⿇酔

2022/10/25 禁忌 その他
マーカイン注

脊⿇⽤0.5%等⽐重
眼科 ⽩内障⼿術時の⿇酔

2022/10/28 禁忌 その他 インテバン坐剤25 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2022/11/09 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/10/16-11/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2022/11/09 禁忌 その他
リファンピシン

（オプスミットとの併⽤）
呼吸器内科

肺MACに
リファンピシン開始



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/11/16-12/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2022/11/24 適応外 抗がん剤
カルボプラチン
アブラキサン

呼吸器内科 胸腺癌

2022/12/07 適応外 抗がん剤 エスワンタイホウ 呼吸器内科 胸腺癌

2022/12/07 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
セルセプトカプセル250 ⽪膚科 irAE肝障害に対して

2022/12/07 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫
膠原病内科

抗MDA5抗体陽性
⽪膚筋炎

2022/11/17 適応外 ⿇薬 ケタラール静注⽤200mg ⼩児科 鎮痛

2022/11/18 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/11/21 適応外 その他 シムレクト静注⽤20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2022/11/22 適応外 その他 タガメット錠200mg
免疫

膠原病内科
周期性発熱症候群

2022/11/25 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2022/11/28 適応外 その他 ピシバニール ⽪膚科 創閉鎖⽬的

2022/11/28 適応外 その他 コルヒチン錠
免疫

膠原病内科
腸管ベーチェット病

2022/11/28 適応外 その他 ゼンタコートカプセル3mg ⼩児科
IgA⾎管炎
腹部症状

2022/12/02 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2022/12/07 適応外 その他 バリキサドライシロップ ⼩児科
先天性サイトメガロ

ウイルス感染症
2022/12/14 適応外 その他 コルヒチン錠 消化器内科 ⼩腸型クローン病
2022/12/06 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2022/12/06 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⿇しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2022/12/16-2023/01/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2022/12/16 適応外 抗がん剤 ゲムシタビン/ドセタキセル ⼩児科 滑膜⾁腫

2022/12/22 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
フェノバール錠30mg 消化器内科 閉塞性⻩疸

2022/12/26 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デキサート 産婦⼈科 HELLP症候群

2022/12/21 適応外 ⿇薬 MSコンチン、オプソ 呼吸器内科 鎮咳
2022/12/22 適応外 その他 コルヒチン錠 循環器内科 ⼼膜炎
2022/12/28 適応外 その他 リネゾリド錠600mg 呼吸器内科 ⾮結核性抗酸菌症
2022/12/28 適応外 その他 シベクトロ錠200mg 呼吸器外科 M.abcecssus治療
2023/01/01 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/01/01 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制

2023/01/04 適応外 その他 ガンシクロビル点滴静注⽤
⼩児科

（NICU)
CMV腸炎

2023/01/04 適応外 その他 シムレクト静注⽤20mg 呼吸器外科 肺移植後拒絶予防

2023/01/07 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2023/01/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/01/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/01/12 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/01/10 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2023/01/10 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2023/01/10 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2023/01/10 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2023/01/10 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/01/16-02/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的
2023/01/16 適応外 抗がん剤 メソトレキセート注 眼科 眼内悪性リンパ腫
2023/01/16 適応外 抗がん剤 メソトレキセート注 眼科 眼内悪性リンパ腫

2023/01/20 適応外 抗がん剤
フルオロウラシル、

シスプラチン
⽪膚科 転移性有棘細胞癌

2023/02/01 適応外 抗がん剤 キイトルーダ 呼吸器内科 胸腺癌
2023/02/03 適応外 抗がん剤 シスプラチン 乳腺外科 乳がん

2023/02/03 適応外 抗がん剤 ジオトリフ 腫瘍内科
HER2活性化変異を
有する胃癌

2023/02/14 適応外 抗がん剤
ビーリンサイト、スプリセ

ル
⼩児科

フィラデルフィア染⾊体
陽性急性リンパ性⽩⾎病
（Ph+ALL）

2023/02/15 適応外 抗がん剤 キイトルーダ ⾎液内科
進⾏性多巣性
⽩質脳症の治療

2023/01/26 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 整形外科

静脈⾎栓塞栓症の
発症抑制

2023/01/16 適応外 その他 バリキサドライシロップ NICU
サイトメガロウイルス感

染症

2023/01/23 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2023/01/30 適応外 その他 コルヒチン錠 循環器内科 収縮性⼼膜炎治療
2023/01/31 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制⽬的
2023/01/31 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防
2023/02/06 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/2/6 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/2/6 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防

2023/2/7 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2023/2/7 適応外 その他 ランプレンカプセル50mg 呼吸器外科
他剤に耐性の

Mycobacterium 
abcessus症

2023/2/9 適応外 その他 リメタゾン静注2.5mg 1mL ⼩児科 ⾎球貪⾷症候群

2023/2/10 適応外 その他
オクトレオチド

酢酸塩⽪下注100μg
呼吸器外科 乳び胸⽔の治療

2023/2/10 適応外 その他 ラパリムス 産婦⼈科
⼦宮腫瘍 (malignant 
perivascular epitherioid 
cell tumors(PEComa))

2023/2/13 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/2/13 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防
2023/2/13 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/2/3 禁忌 その他 インテバン坐剤25 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/01/16-02/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2023/2/1 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2023/2/6 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2023/2/6 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2023/2/6 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/02/16-2022/03/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2023/03/02 適応外 抗がん剤 ベネクレクスタ錠 ⾎液内科
B細胞性

急性リンパ性⽩⾎病
2023/03/14 適応外 抗がん剤 カルセド 呼吸器内科 胸腺癌

2023/03/08 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ステラーラ 免疫膠原病科 ⾼安動脈炎

2023/03/03 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦⼈科

抗リン脂質抗体症候群の
妊婦に対する妊娠予後改

善

2023/03/03 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
セルセプトカプセル250 ⼩児科 難治性IgA⾎管炎

2023/03/08 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
クロピドグレル錠75mg 脳神経内科

脳梗塞に対する初回
300mg

2023/02/20 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/2/20 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防
2023/02/20 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/02/21 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/02/21 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防
2023/02/24 適応外 その他 コルヒチン錠 循環器内科 ⼼膜炎

2023/02/24 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2023/02/24 適応外 その他 アリケイス吸⼊液590mg 呼吸器外科

アミカシン感受性の肺
Mycobacterium 

abscessus症の外来治療
継続

2023/02/24 適応外 その他 ランプレンカプセル50mg
免疫

膠原病内科
肺NTM

2023/3/3 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/3/3 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防
2023/3/3 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/3/3 適応外 その他 シプロフロキサシン注 ⼩児科 P.aeruginosa治療

2023/3/6 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2023/3/9 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
2023/3/9 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防
2023/3/10 適応外 その他 メトリジン錠 NICU 難治性腹⽔コントロール
2023/3/15 適応外 その他 バイアスピリン錠100mg 整形外科 DVT予防

2023/3/8 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2023/3/8 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2023/3/8 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⽔痘ワクチン ⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/02/16-2022/03/15
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2023/3/8 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣⿇しんワクチン
⼩児外科 感染予防のため

2023/3/8 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⾵しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため
2023/3/8 禁忌 その他 乾燥弱毒⽣⿇しんワクチン ⼩児外科 感染予防のため

2023/3/8 禁忌 その他
乾燥弱毒

⽣おたふくかぜワクチン
⼩児外科 感染予防のため



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2023/03/16-3/31
情報⼊⼿⽇ 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 使⽤⽬的

2023/03/17 適応外 抗がん剤
カルボプラチン/

アブラキサン
呼吸器内科 胸腺癌

2023/03/29 適応外 抗がん剤 ベネクレクスタ錠100mg ⾎液内科 ALL

2023/03/16 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2023/03/17 適応外 その他 シムレクト静注⽤20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防
2023/03/17 適応外 その他 ガバペン錠 泌尿器科 咳嗽
2023/03/23 適応外 その他 リネゾリド錠600mg 呼吸器内科 肺NTM
2023/03/24 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦⼈科 ⼦宮頸管短縮予防⽬的
2023/03/24 適応外 その他 オクトレオチド注100μg 産婦⼈科 乳糜腹⽔

2023/03/31 適応外 その他 クリアクター静注⽤40万 眼科
⻩斑出⾎に対する
t-PA製剤の使⽤

2023/03/31 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦⼈科 ⼦宮収縮抑制
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令和５年６月１日

京都大学医学部附属病院

医薬品安全管理責任者 寺田智祐

医薬品安全管理補助者指名書

医療法施行規則第九条の二十の二* 第一項第三号イ及びロに掲げる措置を適

切に実施するため、担当者として下記の者を指名します。

*平成三十年改正省令

記

所 属 職 名 氏 名 指 名 日
薬剤部 副薬剤部長 中川 俊作 平成 29年 10月 2日 

副薬剤部長 津田 真弘 令和 5年 4月 1日 

副薬剤部長 深津 祥央 平成 28年 9月 28日 

副薬剤部長 池見 泰明 平成 28年 9月 28日 

副薬剤部長 北田 徳昭 平成 31年 4月 18日 

薬剤師 石塚 良子 平成 28年 9月 28日 

講師 平 大樹 令和 3年 6月 1日 

薬剤主任 岡村みや子 平成 30年 9月 3日 

薬剤主任 尾崎 淳子 平成 28年 9月 28日 

薬剤主任 清水 宏賢 令和 3年 9月 1日 

薬剤主任 杉本 充弘 平成 28年 9月 28日 

薬剤主任 山際 岳朗 平成 28年 9月 28日 

薬剤主任 吉田 優子 平成 28年 9月 28日 

薬剤師 上杉 美和 平成 28年 9月 28日 

別紙２



2 

2 

薬剤師 片田 佳希 令和 4年 4月 1日 

薬剤師 川上 恵 令和 5年 6月 1日 

薬剤師 川田 将義 平成 28年 12月 12日 

薬剤師 佐藤 裕紀 平成 30年 9月 3日 

薬剤師 髙橋 悠 令和 5年 4月 1日 

薬剤師 早田 千容 令和 4年 4月 1日 

薬剤師 松田 裕也 平成 28年 9月 28日 

薬剤師 森田 洋亮 平成 28年 9月 28日 



病院協議会　構成員 2023.9.1現在
協　　議　　員 氏　　名 所 属 職位 備　　　　考

第２条第１項第１号 髙折　晃史 病院長（血液内科） 教授 ※議長　宮本享病院長退任による
第２条第１項第２号 松田　秀一 副病院長、整形外科長 教授
第２条第１項第２号 妹尾　浩 副病院長、消化器内科長 教授
第２条第１項第２号 波多野　悦朗 副病院長、肝胆膵・移植外科長、小児外科長 教授
第２条第１項第２号 平井　豊博 副病院長、呼吸器内科長 教授
第２条第１項第２号 溝脇　尚志 副病院長、放射線治療科長 教授
第２条第１項第３号 黒田　知宏 病院長補佐、医療情報企画部長 教授
第２条第１項第３号 武藤　学 病院長補佐、腫瘍内科長 教授
第２条第１項第３号 小濵　和貴 病院長補佐、消化管外科長 教授
第２条第１項第３号 柳田　素子 病院長補佐、腎臓内科長 教授
第２条第１項第３号 大鶴　繁 病院長補佐、初期診療・救急科長 教授
第２条第１項第３号 青山　朋樹 病院長補佐、人間健康科学系専攻長 教授 14号にも該当
第２条第１項第３号 寺田　智祐 病院長補佐、薬剤部長 教授
第２条第１項第３号 井川　順子 病院長補佐、看護部長 看護部長
第２条第１項第３号 久保　公四郎 病院長補佐、事務部長 事務部長
第２条第１項第４号 山下　浩平 血液内科長 准教授
第２条第１項第４号 原田　範雄 糖尿病・内分泌・栄養内科長 准教授
第２条第１項第４号 尾野　亘 循環器内科長 教授 2023.6.1付け准教授→教授
第２条第１項第４号 森信　暁雄 免疫・膠原病内科長 教授
第２条第１項第４号 髙橋　良輔 脳神経内科長 教授
第２条第１項第４号 恒藤　暁 緩和医療科長 教授
第２条第１項第４号 中島　貴子 早期医療開発科長 教授
第２条第１項第４号 髙田　正泰 乳腺外科長 准教授
第２条第１項第４号 湊谷　謙司 心臓血管外科長 教授
第２条第１項第４号 伊達　洋至 呼吸器外科長 教授
第２条第１項第４号 荒川　芳輝 脳神経外科長 教授
第２条第１項第４号 辻川　明孝 眼科長 教授
第２条第１項第４号 大森　孝一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科長 教授
第２条第１項第４号 中尾　一祐 歯科口腔外科長 准教授
第２条第１項第４号 森本　尚樹 形成外科長 教授
第２条第１項第４号 万代　昌紀 産科婦人科長 教授
第２条第１項第４号 小林　恭 泌尿器科長 教授
第２条第１項第４号 江木　盛時 麻酔科長 教授
第２条第１項第４号 滝田　順子 小児科長 教授
第２条第１項第４号 中本　裕士 放射線診断科長 教授
第２条第１項第４号 椛島　健治 皮膚科長 教授
第２条第１項第４号 村井　俊哉 精神科神経科長 教授
第２条第１項第４号 羽賀　博典 病理診断科長 教授
第２条第１項第５号 近藤　祥司 高齢者医療ユニット長 准教授
第２条第１項第６号 長尾　美紀 検査部長 教授
第２条第１項第７号 松村　由美 医療安全管理部長 教授
第２条第１項第８号 永井　純正 医療開発部長 教授
第２条第１項第８号 森田　智視 クリニカルトライアルサイエンス部長 教授
第２条第１項第８号 永井　洋士 臨床研究支援部長 教授
第２条第１項第９号 中山　健夫 倫理支援部長 教授
第２条第１項第１２号 加藤　源太 病床運営管理部 病院教授
第２条第１項第１３号 片岡　仁美 医学教育・国際化推進センター 教授
第２条第２項 池田　昭夫 てんかん診療支援センター長 特定教授
第２条第２項 河井　昌彦 総合周産期母子医療センター長 特定教授

別紙３
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管理者権限の明確化について

厚生労働省令

○ 管理者が有する病院の管理運営に係る権限及び病院の管理運営のために必要とな

る一定の人事・予算執行権限について明確化することを求める。 

○ 管理者が有する権限を明確化した内部規程を特定機能病院の承認申請時に提出さ

せるとともに、毎年報告させることで確認する。 

病院の管理運営に係る権限 

１．京都大学医学部附属病院規程に次のように定めている。 

  （略） 

第２条 病院に、病院長を置く。 

２ 病院長は、理事又は医学研究科若しくは病院の専任の教授をもつて充てる。 

３ 病院長は、病院の院務を掌理する。 

（略） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、病院の内部組織については、病院長が定め

る。

  （略） 

２．京都大学医学部病院協議会規程に次のように定めている。病院協議会は、病院運

営に関する合議体である。 

  （略） 

第２条 協議会は、副病院長、病院長補佐、診療科の科長、診療部門の各部、室、セン

ター及びユニットの長のうち医学研究科及び医学部附属病院の教授又は准教授、中央

施設部門の各部、室及びセンターの長、運営部門の各部、室及びセンターの長のうち

医学研究科及び医学部附属病院の教授又は准教授、先端医療研究開発機構の各部、セ

ンターの長及び副センター長（院内調整担当）、臨床研究・研修部門の各センター、

部及び室の長、看護部長、薬剤部長、医療情報企画部長並びに事務部長をもって組織

する。 

２ 前項に掲げるもののほか、病院教授の称号を付与された者を協議会組織に加えるも

のとする。 

３ 前２項に掲げるもののほか、医学研究科附属医学教育・国際化推進センター専任教

授及び医学研究科人間健康科学系専攻長を協議会組織に加えるものとする。  

４ 前３項に掲げるもののほか、病院長が必要と認めるときは、協議会の議を踏まえ

て、医学研究科、医学部又は病院の教授、准教授又は講師を加えることができる。 

第３条 病院協議会は、毎月１回病院長が招集し、議長となる。ただし、必要があると

きは臨時に招集することができる。 

  （略） 

別紙４
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３．京都大学医学部附属病院執行部内規に次のように定めている。病院執行部は、病 

院の業務に関し迅速な意思決定を行い、病院執行部会議において企画・実施する。 

（設置） 

第１条 京都大学医学部附属病院規程第１３条の規定に基づき、京都大学医学部附

属病院（以下「病院」という。）に、病院の業務に関し迅速な意思決定を行うた

め、京都大学医学部附属病院執行部（以下「病院執行部」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 病院執行部は、次の各号に掲げる者で組織する。 

(1) 病院長 

(2) 副病院長 

(3) 病院長補佐 

(4) その他病院長が必要と認めた者 

（業務） 

第３条 病院執行部の業務は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 病院の診療、教育、研究に関する企画及び実施に関すること。 

(2) 病院の経営に関する企画及び実施に関すること。 

(3) その他重要事項に関すること。 

（病院執行部会議） 

第４条 前条の業務を企画・実施するため、病院執行部に病院執行部会議（以下 

「会議」という。）を置く。 

（議長） 

第５条 病院長は、会議を招集し、その議長となる。 

２ 議長に事故あるときは、副病院長のうち議長が指名する者がその職務を代理す 

る。 

  （略） 

 

 

人事権限 

１．京都大学医学部附属病院規程に次のように定めている。 

第６条 病院に、診療部門として、次の部、室、センター及びユニットを置く。 

デイ・ケア診療部 

臓器移植医療部 

遺伝子診療部 

心臓血管疾患集中治療部 

女性のこころとからだの相談室 

脳卒中診療部 

がんセンター 

ＶＨＬ病センター 

リウマチセンター 

もやもや病支援センター 

高度生殖医療センター 

頭蓋底腫瘍センター 
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てんかん診療支援センター 

摂食嚥下診療センター 

総合周産期母子医療センター 

こども医療センター 

児童思春期こころの相談センター 

黄斑疾患治療センター 

高齢者医療ユニット 

漢方診療ユニット 

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名すると定めて

いるか、本規定条文にて必要な事項を病院長が定めることとされている。 

 

第７条 病院に、中央施設部門として、次の部、室及びセンターを置く。 

  検査部 

感染制御部 

手術部 

放射線部 

救急部 

リハビリテーション部 

医療器材部 

人工腎臓部 

病理部 

疾患栄養治療部 

集中治療部 

内視鏡部 

臨床心理室 

細胞療法センター 

高気圧酸素治療センター  

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名するあるいは

委嘱すると定めている。 

 

第８条 病院に、運営部門として、次の部、センター及び室を置く。 

看護部  

薬剤部 

医療情報企画部 

医療安全管理部 

病院運営企画室  

診療報酬センター  

病床運営管理部  
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地域ネットワーク医療部 

新病院整備推進部  

病歴管理室  

患者総合サポートセンター 

品質管理室 

事業場安全衛生管理室  

（略） 

１２ 第２項から前項までに定めるもののほか、第１項に掲げる各組織に関し必要な

事項は、病院長が定める。 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名すると定めて

いるか、本規定条文にて必要な事項を病院長が定めることとされている。 

（ただし、新病院整備推進部長は病院長をもって充てると定めており、看護部長は、

候補者選考内規において、選考委員長は病院長をもって充てると定めている。） 

第９条 病院に、先端医療研究開発機構を置く。 

２ 先端医療研究開発機構に、次の部、センター及び室を置く。 

医療開発部 

クリニカルトライアルサイエンス部

臨床研究支援部 

次世代医療・ｉＰＳ細胞治療研究センター 

先端医療機器開発・臨床研究センター 

先制医療・生活習慣病研究センター  

クリニカルバイオリソースセンター

戦略・広報室 

３ 前項に定めるもののほか、先端医療研究開発機構に関し必要な事項は、病院長が

定める。 

各組織の長は、それぞれの内規において、一定の対象者から病院長が指名する 

と定めている。 

（ただし、先制医療・生活習慣病研究センターは、病院長が指名する副病院長又は

病院長補佐をもって充てると定めている。） 

第１０条 病院に、臨床研究・研修部門として、次のセンター、部及び室を置く。 

総合臨床教育・研修センター 

ｉＰＳ細胞臨床開発部 

看護職キャリアパス支援センター 

ＥＨＲ利用推進センター 

レセプト情報等オンサイトリサーチセンター（京都）運用部

倫理支援部 

共同機器研究室  

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 
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各組織の長は、それぞれの内規において、一定の対象者から病院長が指名する 

と定めている。 

（ただし、看護職キャリアパス支援センター長は看護部長、ＥＨＲ利用推進 

センター長及びレセプト情報等オンサイトリサーチセンター（京都）運用部長は

医療情報企画部長をもって充てると定めている。） 

予算執行権限 

１．国立大学法人京都大学予算規則において病院の予算責任者は、病院長と定めてい 

る。 

（略） 

 （予算単位と予算責任者） 

第３条 会計規程第６条に定める予算単位及び予算責任者は、別表に定めるところによ

る。 

（略） 

別表（抜粋） 

医学部附属病院  病院長 

２．京都大学医学部附属病院予算委員会規程に次のように定めている。 

第１条 京都大学医学部附属病院における予算について審議するため、京都大学医学部

附属病院予算委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1) 概算要求事項に関すること。

(2) 予算配分に関すること。

(3) 予算の執行に関すること。

(4) その他予算に関し、委員会が必要と認めること。

第３条 委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

(1) 病院長

(2) 内科系教授２名

(3) 外科系教授２名

(4) 中央施設部門の部（室）長 ３名（但し、前各号の委員を兼ねることはできな

い。） 

(5) 薬剤部長、看護部長及び事務部長

(6) その他病院長が必要と認める者。

２ 前項第１号及び第５号以外の委員は、病院長が委嘱する。 

３ 第一項第１号及び第５号以外の委員の任期は、２年とし再任を妨げない。ただし、

補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第４条 委員会に委員長を置き、病院長をもってあてる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行す

る。 
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４ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者に委員会への出席を求め、説明又は意

見を聞くことができる。 

   

 （略） 

 

 

※以下の内規等は、上述の規程等を補完するもの 

 

病院の管理運営に係る権限 

４．京都大学医学部附属病院運営企画室内規に次のように定めている。 

  （設置） 

第１条 京都大学医学部附属病院（以下「病院」という。）に、病院運営企画室

（以下「運営企画室」という。）を置く。 

（業務） 

第２条 運営企画室は、病院長の指示により病院運営及び経営に関し、情報の収集

及び分析を行うとともに必要事項について企画立案し、病院長に提言する。 

  （略） 

 

５．外来医長・看護師長会議規程に次のように定めている。 

第１条 病院に、外来医長・看護師長会議（以下「会議」という。）を置く。  

第２条 会議は、各診療科外来における管理・運営の円滑化をはかるため、病院長

の諮問に応じて、次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 各診療科外来における診療及び診療事務に関すること。  

(2) 各診療科外来間の連絡及び調整に関すること。  

(3) その他各診療科外来に関すること。 

 （略） 

 

６．病棟医長・看護師長会議規程に次のように定めている。 

 第１条 病院に、病棟医長・看護師長会議（以下「会議」という。）を置く。  

第２条 会議は、病棟における管理・運営の円滑化をはかるため、病院長の諮問

に応じて、次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 病棟における診療及び診療事務に関すること。  

(2) 病棟間の連絡及び調整に関すること。  

(3) その他病棟に関すること。 

 （略） 

 

７．京都大学医学部附属病院危機管理会議内規に次のように定めている。構成員は、

病院執行部である。 

（目的）  
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第１条 京都大学医学部附属病院（以下「病院」という。）において発生した緊急か

つ重大な事案に迅速に対応するため、京都大学医学部附属病院危機管理会議（以下

「危機管理会議」という。）を置く。  

（業務等）  

第２条 危機管理会議は、病院において発生した緊急かつ重大な医療事故、研究活動

における不適合事案、院内感染、集団食中毒、天災、人災等に迅速な対応を行う。

ただし、医療法に定める特定臨床研究活動及び再生医療等技術を用いる臨床研究活

動における不適合事案については、この限りでない。  

 

２ 前項における対応のうち、診療行為及び研究活動の継続又は中止の判断について

は、危機管理会議の議を踏まえて、病院長が行う。  

（組織）  

第３条 危機管理会議は、次の各号に掲げる者で組織する。  

(1) 病院長  

(2) 副病院長  

(3) 病院長補佐  

(4) その他病院長が必要と認める者  

（議長）  

第４条 病院長は、会議を招集しその議長となる。 

 （略） 

 

 

人事権限 

 

５．外来医長・副医長職務内規に次のように定めている。 

第二条 病院各診療科外来に、外来副医長一名を置くことができる。 

２ 外来副医長は、当該診療科の講師または助教から、当該診療科長の推せんによ 

り病院長が任命する。 

 

６．病棟医長・副医長職務内規に次のように定めている。 

第二条 病院各病棟に、病棟副医長一名を置くことができる。 

２ 病棟副医長は、当該部局の講師または助教から、当該部局長の推せんにより病 

院長が任命する。 

 

７．京都大学医学部附属病院医員等取扱要項に次のように定めている。 

 １．医員 

 第１（略） 

 第２ 医員の採用は、関係診療科の長・診療部の長（以下「診療科長等」とい

う。）の意見を参考に、病院長が選考のうえ、決定する。 

 第３（略） 

 ２～４（略） 

 第４（略） 
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 第５（略） 

 ２．医員（研修医） 

 第６（略） 

 第７ 医員（研修医）の採用は、別に定める要件を満たした者の中から病院長が決

定する。 
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